
「
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
統
一
戦
線
」
研
究
の
新
段
階

ｌ
ソ
連
に
よ
る
「
情
報
独
占
」
崩
壊
期
に
お
け
る
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
評
価
の
変
貌

１
ソ
連
の
「
情
報
独
占
」
の
も
と
で
の
「
歴
史
の
謎
」

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
七
回
大
会
の
政
策
転
換

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
（
共
産
主
義
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
第
三
イ

ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
一
九
一
九
’四
三
年
）
の
第
七
回
世
界
大

会
（
一
九
三
五
年
七
’八
月
）
は
、
「
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
統
一
戦

線
・
人
民
戦
線
」
を
か
か
げ
た
大
会
と
し
て
、
知
ら
れ
て
い
る
。

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
七
回
大
会
は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
歴
史
的

母
胎
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
分
裂
し
て
誕
生
し
た
出
自
ゆ
え
に
近

親
相
姦
的
に
敵
対
し
あ
っ
て
き
た
第
二
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
Ⅱ

社
会
民
主
主
義
へ
の
態
度
を
変
更
を
し
、
そ
れ
を
フ
ァ
シ
ズ
ム

に
対
す
る
共
同
闘
争
の
相
手
と
し
て
認
知
し
た
。
コ
ミ
ン
テ
ル

加
藤
 
哲

ン
の
創
立
理
念
は
「
世
界
革
命
Ⅱ
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
世
界

独
裁
」
実
現
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
長
く
対
置
さ
れ
て
き
た

「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
」
の
評
価
を
転
換
し
た
。
ま
た
、
コ
ミ

ン
テ
ル
ン
の
組
織
構
造
に
お
い
て
も
、
「
単
一
世
界
政
党
」
の
理

念
は
保
持
し
つ
つ
も
、
各
国
支
部
Ⅱ
各
国
共
産
党
の
自
主
性
を

尊
重
す
る
方
向
性
を
う
ち
だ
し
た
。

〉
）
の
政
策
転
換
に
つ
い
て
は
、
重
要
な
資
料
と
情
報
の
多
く

が
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
本
部
の
あ
っ
た
モ
ス
ク
ワ
の
ソ
連
邦
共
産

党
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
’一
ン
主
義
研
究
所
ア
ル
ヒ
ー
フ
に
「
独

占
」
さ
れ
て
お
り
、
「
未
公
開
」
で
あ
る
と
い
う
特
殊
な
事
情
も

重
な
っ
て
、
従
来
か
ら
多
く
の
学
説
が
対
立
し
て
き
た
。

か
つ
て
の
西
欧
諸
国
の
研
究
の
多
く
は
、
当
時
の
コ
ミ
ン
テ

一橋論叢 第106巻 第4号 平成3年(1991年)10月号(72)

郎

､詔8



』
■
【
・
グ
 
ー

ル
ン
Ⅱ
各
国
共
産
党
を
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
支
配
下
に
あ
る
ソ
連

邦
共
産
党
お
よ
び
ソ
連
国
家
の
意
向
を
世
界
各
地
で
代
行
す
る

「
衛
星
機
関
」
と
見
な
し
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
七
回
大
会
の
政
策

転
換
を
、
「
ソ
連
外
交
の
対
独
協
調
か
ら
対
仏
接
近
へ
の
変
化

（
１
）

に
従
属
し
た
も
の
」
と
説
明
し
て
き
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
わ
が
国
で
も
よ
く
し
ら
れ
た
レ
イ
プ
ゾ
ン

Ⅱ
シ
リ
ー
’一
ャ
の
『
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
政
策
転
換
』
（
一
九
六
五

年
）
や
ソ
連
邦
Ｍ
Ｌ
研
究
所
「
共
産
主
義
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル

−
略
史
』
（
一
九
六
九
年
）
な
ど
、
「
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
」
（
一

九
五
六
年
）
以
後
の
ソ
連
・
東
欧
の
研
究
は
、
西
側
か
ら
は
ア

ク
セ
ス
し
え
な
い
未
公
開
資
料
を
小
出
し
に
し
な
が
ら
、
世
界

大
恐
慌
、
ナ
チ
ス
の
政
権
掌
握
 
世
界
戦
争
切
迫
と
い
う
当
時

の
「
情
勢
変
化
」
に
対
す
る
国
際
共
産
主
義
運
動
の
「
適
応
」

と
し
て
ゞ
）
れ
を
分
析
し
、
ソ
連
邦
国
家
Ⅱ
共
産
党
と
資
本
主
義

世
界
の
労
働
者
階
級
お
よ
び
共
産
党
の
「
利
害
の
一
致
」
を
前

提
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
の
統
一
戦
線
・
人
民
戦
線
に
典

型
的
な
資
本
主
義
国
共
産
党
の
「
自
主
的
・
創
造
的
」
政
策
化

（
２
）

過
程
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
き
た
。

単
純
化
し
て
い
え
ば
、
「
モ
ス
ク
ワ
Ⅱ
ス
タ
ー
リ
ン
起
源
」
説

と
「
パ
リ
Ⅱ
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
起
源
」
説
の
対
抗
で
あ
り
、
そ

れ
が
二
○
世
紀
の
歴
史
の
大
き
な
転
換
点
と
さ
れ
、
資
料
的
・

文
献
的
裏
付
け
が
困
難
な
「
歴
史
の
謎
」
で
あ
っ
た
た
め
に
、

世
界
の
数
多
く
の
研
究
者
の
関
心
を
集
め
て
き
た
。

大
著
『
ソ
ヴ
ェ
ト
・
ロ
、
ン
ア
史
』
全
一
○
巻
一
四
冊
を
ひ
と

ま
ず
完
成
し
た
Ｅ
・
Ｈ
・
カ
ー
が
、
晩
年
の
研
究
対
象
に
、
こ

の
時
期
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
を
選
ん
だ
の
も
、
理
由
の
あ
る
こ
と

（
３
）

で
あ
っ
た
。

内
田
健
二
に
よ
る
従
来
の
研
究
と
論
点
の
整
理

カ
ー
の
遺
作
の
一
つ
と
な
っ
た
『
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
黄
昏

’一
九
三
○
’三
五
年
』
（
一
九
八
二
年
）
の
邦
訳
「
訳
者
あ

と
が
き
」
に
、
ソ
ヴ
ェ
ト
政
治
史
研
究
者
で
あ
る
内
田
健
二
は
、

こ
の
問
題
で
の
従
来
の
四
二
の
研
究
文
献
を
リ
ス
ト
・
ア
ッ
プ

（
４
）

し
た
う
え
、
そ
の
論
点
と
諸
説
の
分
岐
を
整
理
し
て
い
る
。

そ
の
論
点
と
は
、
（
Ａ
）
一
九
三
○
年
代
前
半
の
ソ
連
外
交
に

「
転
換
」
を
見
い
だ
し
う
る
か
否
か
で
あ
り
、
①
「
対
独
志
向

（
Ⅱ
非
戦
略
転
換
）
」
説
（
タ
ッ
ヵ
ー
、
ホ
フ
マ
ン
ら
）
、
②
「
対

西
欧
（
対
仏
）
志
向
」
説
（
尾
上
正
男
、
植
田
隆
子
ら
）
、
③
「
同

時
追
求
」
説
（
ウ
ラ
ム
ら
）
、
④
「
二
重
外
交
」
説
（
ハ
ス
ラ
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ム
、
横
手
慎
二
、
平
井
友
義
ら
）
、
と
整
理
さ
れ
る
．

そ
こ
に
「
転
換
」
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
（
Ｂ
）
そ
の
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
は
誰
に
よ
っ
て
と
ら
れ
た
か
で
あ
り
《
①
「
ス
タ
ー

リ
ン
主
導
」
説
（
ゥ
ラ
ム
、
タ
ッ
カ
ー
ら
）
、
②
「
リ
ト
ヴ
ィ
ノ

フ
外
相
主
導
」
説
（
ハ
ス
ラ
ム
、
横
手
ら
）
に
分
か
れ
る
。

晩
年
の
カ
ー
は
、
Ｂ
Ⅱ
②
「
リ
ト
ヴ
ィ
ノ
フ
重
視
」
の
Ａ
Ⅱ

②
「
対
西
欧
志
向
」
説
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

内
田
は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
政
策
転
換
に
関
し
て
は
、
「
ソ
連

外
交
従
属
」
説
（
ブ
ラ
ゥ
ン
タ
ー
ル
、
ポ
ル
ヶ
ナ
ウ
ら
）
の
存

在
を
前
提
と
し
た
う
え
で
、
（
Ｃ
）
「
転
換
の
起
源
」
に
つ
い
て

の
学
説
を
、
五
つ
の
類
型
に
整
理
し
て
い
る
。

そ
の
①
は
、
「
モ
ス
ク
ワ
Ⅱ
ソ
連
邦
外
交
起
源
」
説
で
、
山
極

潔
『
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
人
民
戦
線
』
に
代
表
さ
れ
る
と
い
う
。

山
極
は
、
一
九
三
四
年
一
月
二
六
日
の
ソ
連
邦
共
産
党
第
一
七

回
大
会
ス
タ
ー
リ
ン
報
告
を
重
視
し
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
し

て
は
マ
ヌ
イ
ル
ス
キ
ー
に
注
目
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
人
民
戦
線
も

仏
ソ
条
約
締
結
と
結
び
つ
い
て
い
る
と
す
る
。
プ
ラ
ウ
ン
タ
ー

ル
と
平
瀬
徹
也
も
フ
ラ
ン
ス
統
一
戦
線
を
ソ
連
外
交
に
起
因
す

る
と
み
る
が
、
人
民
戦
線
へ
の
転
換
は
ト
レ
ー
ズ
に
帰
す
見
解

と
整
理
さ
れ
る
。

②
と
し
て
、
「
モ
ス
ク
ワ
Ⅱ
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
指
導
部
起
源
」
説

を
、
ヴ
ァ
サ
ー
ル
と
ポ
ル
ヶ
ナ
ウ
を
例
に
挙
げ
る
。
ゞ
盲
｝
で
は

ソ
連
の
国
内
政
治
の
一
定
の
「
自
由
化
」
と
、
ス
タ
ー
リ
ン
の

承
認
を
え
た
マ
ヌ
イ
ル
ス
キ
ー
の
イ
ニ
、
ン
ア
テ
ィ
ヴ
が
重
視
さ

れ
る
。③

は
、
「
モ
ス
ク
ワ
Ⅱ
パ
リ
｜
体
」
説
な
い
し
「
パ
リ
Ⅱ
内
発

的
要
因
重
視
」
説
と
整
理
さ
れ
る
。
か
つ
て
の
ソ
連
・
東
欧
の

通
説
が
「
一
体
」
説
で
あ
り
、
前
述
『
共
産
主
義
イ
ン
タ
ナ
シ

『
ナ
ル
ー
略
史
』
が
典
型
と
さ
れ
る
。
「
内
発
的
要
因
重
視
」

説
と
し
て
は
、
中
木
康
夫
『
フ
ラ
ン
ス
政
治
史
』
が
挙
げ
ら
れ

ス
》
Ｏ④

と
し
て
、
富
永
幸
生
他
『
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
』

に
お
け
る
西
川
正
雄
の
分
析
と
、
私
の
一
九
七
九
年
の
論
文

「
世
界
政
党
と
政
策
転
換
（
一
九
三
四
’三
五
年
）
」
が
、
「
統
一

戦
線
Ⅱ
モ
ス
ク
ワ
起
源
、
人
民
戦
線
Ⅱ
パ
リ
起
源
」
説
と
整
理

さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
①
②
の
主
張
に
つ
い
て
は
結
論
を
留

保
し
、
③
の
挙
げ
る
事
態
を
「
フ
ラ
ン
ス
の
実
験
」
と
受
け
と

め
、
一
九
三
四
年
七
月
の
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
の
ス
タ
ー
リ
ン
宛
手

●
色
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紙
を
重
視
し
「
人
民
戦
線
に
つ
い
て
は
ト
レ
ー
ズ
の
役
割
を
認

め
て
い
る
か
ら
だ
と
い
う
。
も
っ
と
も
、
西
川
が
一
九
三
五
年

段
階
で
も
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
内
に
根
強
い
抵
抗
が
あ
っ
た
点
を
重

視
す
る
の
に
対
し
、
私
の
旧
稿
は
、
一
九
三
四
年
一
二
月
の
コ

ミ
ン
テ
ル
ン
執
行
委
員
会
段
階
で
政
策
体
系
の
転
換
を
基
本
的

に
完
了
し
た
と
み
て
い
た
微
妙
な
差
異
に
も
、
内
田
は
目
配
り

し
て
い
る
。

⑤
が
『
カ
ー
の
弟
子
ハ
ス
ラ
ム
、
お
よ
び
『
コ
ミ
ン
テ
ル
ン

の
黄
昏
』
で
の
カ
ー
の
説
で
、
「
統
一
戦
線
Ⅱ
モ
ス
ク
ワ
・
コ
ミ

ン
テ
ル
ン
指
導
部
『
人
民
戦
線
Ⅱ
パ
リ
起
源
」
説
と
整
理
さ
れ

る
。
こ
の
場
合
、
一
九
三
四
年
二
月
の
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
の
モ
ス

ク
ワ
到
着
と
四
月
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
執
行
委
員
会
政
治
書
記
局

員
・
中
欧
局
長
へ
の
就
任
が
重
視
さ
れ
る
点
が
、
④
と
は
異
な

る
と
さ
れ
る
。

ゞ
）
ゞ
）
か
ら
ま
た
、
（
Ｄ
）
「
社
会
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
論
か
ら
コ
ミ

ン
テ
ル
ン
第
七
回
大
会
へ
の
転
換
の
内
容
に
つ
い
て
、
①
「
反

フ
ァ
シ
ズ
ム
統
一
戦
線
」
と
「
人
民
戦
線
」
を
一
続
き
の
も
の

と
み
る
か
、
②
論
理
的
・
段
階
的
に
区
分
す
る
か
の
分
岐
が
生

ま
れ
、
（
Ｅ
）
そ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
、
①
ス
タ
ー
リ
ン
、
②

マ
ヌ
イ
ル
ス
キ
ー
、
③
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
、
④
ト
レ
ー
ズ
の
い
ず

れ
に
求
め
る
か
が
論
点
と
な
る
。

私
の
旧
稿
の
関
心
と
立
場

内
田
に
よ
っ
て
Ｃ
ｌ
④
と
分
類
さ
れ
た
私
の
旧
稿
の
関
心

は
、
「
『
転
換
』
の
内
容
と
し
て
何
を
理
解
す
る
か
、
『
転
換
』
の

画
期
を
ど
の
時
点
に
お
く
か
、
『
転
換
』
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

誰
に
み
る
か
、
『
転
換
』
を
『
戦
略
』
的
な
も
の
と
み
る
か
、
「
戦

術
』
的
な
も
の
と
み
る
か
」
と
整
理
し
た
学
説
上
の
論
点
そ
れ

自
体
と
い
う
よ
り
も
、
「
そ
の
過
程
に
表
現
さ
れ
る
政
治
組
織

と
し
て
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
組
織
構
造
や
行
動
・
思
考
様
式
の

特
質
」
に
あ
っ
た
。

そ
れ
ゆ
え
に
私
は
、
「
今
日
の
段
階
で
は
『
転
換
』
の
内
容
・

性
格
・
意
義
、
お
よ
び
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
組
織
自
体
の
基
本
的
性

格
、
組
織
構
造
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
構
造
等
を
ぬ
き
に
し
て
、
そ

の
『
起
源
』
を
詮
索
す
る
こ
と
は
不
毛
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
対
立
の
起
こ
っ
て
き
た
根
拠
の
ひ
と
つ
に
、
ソ
連
邦

共
産
党
に
よ
る
当
時
の
資
料
の
「
独
占
』
が
あ
る
の
で
あ
り
、

こ
の
『
資
料
独
占
』
「
情
報
独
占
』
も
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
時
代
の

歴
史
的
遺
産
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
行
動
・
思
考
様
式
の

炉
 
心

(75）「反ファシズム統一戦線」研究の新段階

＝

39Z



『
起
源
』
こ
そ
問
題
に
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
注
記
し
て

（
５
）

い
た
。私

の
旧
稿
が
発
表
さ
れ
た
の
は
、
国
際
共
産
主
義
運
動
の
多

元
化
や
ユ
ー
ロ
・
コ
ミ
ュ
’一
ズ
ム
の
台
頭
を
背
景
に
、
こ
の

「
政
策
転
換
」
問
題
へ
の
関
心
の
強
ま
っ
た
時
期
で
あ
っ
た
。

国
際
的
に
は
、
レ
イ
プ
ゾ
ン
Ⅱ
シ
リ
ー
ニ
ャ
の
著
作
の
改
訂
版

や
東
ド
イ
ツ
の
レ
ヴ
ェ
レ
ン
ヅ
の
研
究
、
イ
タ
リ
ア
の
ア
ゴ
ス

テ
ィ
の
資
料
集
や
ポ
ッ
フ
ァ
の
研
究
、
内
田
が
注
目
し
た
タ
ッ

カ
ー
、
カ
ー
や
ハ
ス
ラ
ム
ら
の
研
究
が
現
れ
た
。
わ
が
国
で
は
、

日
本
の
学
問
的
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
研
究
の
画
期
を
成
し
た
富
永
他

『
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
』
と
村
田
陽
一
編
訳
『
コ
ミ
ン

テ
ル
ン
資
料
集
』
全
六
巻
の
他
、
内
田
の
リ
ス
ト
の
植
田
、
山

極
、
横
手
ら
の
研
究
が
集
中
的
に
現
れ
た
。
南
塚
信
吾
が
、
ソ

連
・
東
欧
で
の
研
究
の
到
達
点
を
整
理
し
た
の
も
、
こ
の
頃
で

（
６
）

あ
っ
た
。２

「
情
報
独
占
」
の
崩
壊
と
新
資
料
の
登
場

ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
の
も
た
ら
し
た
新
資
料

ｌ
ス
タ
ー
リ
ン
対
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ

だ
が
、
そ
れ
が
ま
た
、
新
た
な
段
階
に
入
ろ
う
と
し
て
い
る
。

一
九
八
五
年
の
ソ
連
に
お
け
る
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
共
産
党
書
記
長

の
登
場
に
始
ま
り
、
一
九
八
九
年
の
中
国
天
安
門
事
件
、
ポ
ー

ラ
ン
ド
「
連
帯
」
政
府
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
国
名
変
更
、
そ
し
て

「
ベ
ル
リ
ン
の
壁
」
崩
壊
か
ら
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
「
ビ
ロ
ー

ド
の
革
命
」
、
ル
ー
マ
ニ
ア
の
チ
ャ
ウ
、
ン
エ
ス
ク
独
裁
打
倒
に

い
た
る
一
連
の
動
き
は
、
こ
れ
ら
の
国
の
政
権
党
Ⅱ
共
産
主
義

前
衛
党
の
歴
史
的
起
源
で
あ
っ
た
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
意
味
を
、

改
め
て
問
い
か
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。

「
情
報
」
と
の
関
わ
り
で
は
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
「
ペ
レ
ス
ト

ロ
イ
カ
」
と
「
新
思
考
」
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
「
グ
ラ
ー

ス
ノ
ス
チ
Ⅱ
情
報
公
開
」
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
ソ
連
邦
共
産
党

が
独
占
し
て
き
た
史
資
料
の
一
部
が
公
開
さ
れ
て
き
た
。

ま
た
、
そ
の
帰
結
で
も
あ
っ
た
東
欧
市
民
革
命
に
よ
る
レ
ー

ニ
ン
Ⅱ
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
型
共
産
党
の
崩
壊
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま

で
「
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
最
大
の
功
績
」
と
讃
え
ら
れ
て
き
た
第

七
回
大
会
の
「
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
統
一
戦
線
」
の
意
味
が
、
問
い

直
さ
れ
て
き
て
い
る
。

資
料
の
点
で
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
へ
の
関
わ

Ｄ
巨
戸
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り
が
集
中
的
に
論
じ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
策
転
換
過
程

で
の
ス
タ
ー
リ
ン
の
対
応
が
、
か
な
り
の
程
度
に
明
ら
か
に
さ

れ
て
き
た
。

例
え
ば
、
私
の
旧
稿
や
西
川
正
雄
の
研
究
が
特
に
注
目
し
、

ハ
ス
ラ
ム
は
全
文
を
引
用
し
て
画
期
と
し
た
、
一
九
三
四
年
七

月
一
日
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
七
回
大
会
議
事
日
程
第
二
項
準
備

委
員
会
へ
提
出
さ
れ
た
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
の
書
簡
へ
の
、
ス
タ
ー

リ
ン
に
よ
る
書
き
込
み
の
一
部
が
、
ソ
連
邦
の
マ
ル
ク
ス
・
レ

ー
ニ
ン
主
義
研
究
所
（
一
九
九
一
年
よ
り
「
社
会
主
義
歴
史
理

論
研
究
所
」
と
改
称
）
の
「
党
史
研
究
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
」
で
あ

る
フ
ィ
ル
ソ
フ
や
シ
リ
ー
’一
ャ
の
研
究
に
お
い
て
、
用
い
ら
れ

は
じ
め
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
ス
タ
ー
リ
ン
は
、
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
の
、

「
社
会
民
主
主
義
を
十
ぱ
一
か
ら
げ
に
社
会
フ
ァ
、
ン
ズ
ム
と
特

徴
づ
け
る
の
は
、
正
し
い
で
あ
ろ
う
か
？
」

と
い
う
問
い
に
、

「
指
導
部
に
つ
い
て
は
正
し
い
。
し
か
し
十
ぱ
一
か
ら
げ
は
正

し
く
な
い
」
と
答
え
、

「
社
会
民
主
主
義
は
、
ど
こ
で
も
ま
た
ど
ん
な
事
情
の
も
と
で

も
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
主
要
な
社
会
的
支
柱
で
あ
る
と
考
え
る

の
は
、
正
し
い
で
あ
ろ
う
か
？
」
と
い
う
問
い
に
は
、

「
・
ヘ
ル
シ
ャ
で
は
、
も
ち
ろ
ん
ま
ち
が
い
だ
。
資
本
主
義
主
要

国
で
は
、
正
し
い
」
と
書
き
込
ん
だ
。

そ
し
て
、
「
左
翼
社
会
民
主
主
義
グ
ル
ー
プ
は
す
今
へ
て
、
ど
ん

な
事
情
の
も
と
で
も
主
要
な
危
険
で
あ
る
と
考
え
る
の
は
、
正

し
い
で
あ
ろ
う
か
？
」
と
い
う
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
の
問
い
に
は
、

「
客
観
的
に
は
、
正
し
い
」
と
ス
タ
リ
ー
ン
は
い
う
。

さ
ら
に
、
「
闘
争
に
お
け
る
労
働
者
の
真
の
統
一
を
つ
く
り

だ
す
真
剣
な
努
力
も
せ
ず
に
、
も
っ
ぱ
ら
社
会
民
主
主
義
を
暴

露
す
る
マ
ヌ
ー
ヴ
ァ
ー
と
し
て
統
一
戦
線
戦
術
を
適
用
す
る
の

で
は
な
く
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
戦
術
を
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
攻
勢

に
反
対
す
る
大
衆
闘
争
を
展
開
す
る
う
え
で
の
効
果
的
な
要
因

に
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
の
問
題

提
起
に
対
し
て
は
、
「
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
」
「
こ
の

テ
ー
ゼ
は
、
一
体
だ
れ
に
向
け
ら
れ
て
い
る
の
か
？
」
と
、
ス

タ
リ
ー
ン
は
欄
外
に
書
き
込
ん
だ
。

こ
れ
は
、
ス
タ
リ
ー
ン
の
社
会
民
主
主
義
観
が
、
こ
の
一
九

３

三
四
年
七
月
時
点
で
は
な
お
大
き
く
変
化
し
て
は
お
ら
ず
、
デ
釣
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イ
ミ
ト
ロ
フ
の
転
換
推
進
論
に
懐
疑
的
で
あ
っ
た
こ
と
、
デ
ィ

ミ
ト
ロ
フ
は
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ス
タ
ー
リ
ン
に
彼
の
問
題

（
７
）

提
起
を
直
接
ぶ
つ
け
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
指
導
部
内
部
の
転
換
へ
の
抵
抗

ｌ
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
対
ピ
ヤ
ト
ニ
ッ
キ
ー

ま
た
、
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
が
（
三
四
年
）
七
月
二
日
の
準
備
委

員
会
で
、
ゞ
）
の
ス
タ
リ
ー
ン
宛
書
簡
に
付
し
た
「
報
告
要
綱
」

の
内
容
を
報
告
し
た
さ
い
の
議
事
録
の
一
部
も
、
公
表
さ
れ
た
。

そ
の
な
か
に
は
、
六
月
三
○
日
の
ド
イ
ツ
の
レ
ー
ム
事
件

（
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
に
よ
る
ナ
チ
ス
突
撃
隊
左
派
へ
の
粛
清
事
件
）

の
評
価
を
め
ぐ
っ
て
、
ゞ
）
れ
を
旧
来
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
路
線

の
延
長
上
で
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
危
機
、
大
衆
的
基
盤
喪
失
の
証

拠
」
と
み
る
ド
イ
ツ
共
産
党
指
導
部
や
ピ
ャ
ト
ニ
ヅ
キ
ー
と
、

そ
れ
は
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
過
小
評
価
だ
と
す
る
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
と

の
あ
い
だ
で
の
、
次
の
よ
う
な
や
り
と
り
も
記
さ
れ
て
い
る
。

デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
が
、
古
参
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
幹
部
会
員
・
政

治
書
記
局
員
ピ
ャ
ト
’一
ツ
キ
ー
の
「
大
衆
的
基
盤
の
喪
失
」
と

い
う
評
価
を
、
名
指
し
で
批
判
し
た
場
面
で
あ
る
。

ピ
ャ
ト
ニ
ッ
キ
ー
「
お
の
ぞ
み
な
ら
、
撤
回
し
て
も
い
い
よ
」

デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
「
お
ね
が
い
だ
か
ら
、
こ
の
こ
と
を
も
っ
と

ま
じ
め
に
考
え
て
く
れ
」

ピ
ャ
ト
’一
ツ
キ
ー
「
誰
も
一
人
じ
ゃ
き
め
ら
れ
な
い
、
い
つ

で
も
衝
突
は
生
ま
れ
る
さ
」

デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
「
私
の
意
見
は
、
つ
ま
り
、
ド
イ
ツ
の
今
日

の
諸
条
件
の
も
と
で
は
、
》
｝
う
し
た
大
衆
的
基
盤
は
も
は
や
存

在
し
な
い
と
い
う
考
え
は
、
間
違
っ
て
い
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ

と
だ
」ピ

ャ
ト
’一
ツ
キ
ー
「
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
同
志
、
そ
れ
は
何
も
前

と
変
わ
っ
て
い
な
い
と
い
う
一
）
と
か
ね
？
」

デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
「
い
や
、
そ
愛
う
で
は
な
い
」

ピ
ャ
ト
ニ
ッ
キ
ー
「
そ
れ
な
ら
、
僕
は
別
に
付
け
加
え
る
こ

と
は
な
い
。
」

》
）
れ
は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
執
行
委
員
会
の
頂
点
に
お
け
る
転

（
８
）

換
へ
の
抵
抗
が
、
い
か
に
根
強
か
っ
た
か
を
示
し
て
い
る
。

ゞ
｝
の
資
料
を
紹
介
し
た
ド
イ
ツ
の
Ｅ
・
レ
ー
ヴ
ィ
ン
（
労
働

運
動
史
研
究
所
Ⅱ
旧
東
独
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
’一
ン
主
義
研
究
所

が
一
九
九
○
年
に
改
称
、
一
九
一
八
’四
五
年
期
ド
イ
ツ
及
び

国
際
労
働
運
動
史
研
究
班
主
任
）
ら
は
、
そ
こ
に
デ
ィ
ミ
ト
ロ

二
 
Ｖ

？
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（
９
）

フ
の
「
勇
気
と
努
力
」
を
読
み
と
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
新
資
料
の
公
表
は
ｌ
か
っ
て
の
デ
ィ

ミ
ト
ロ
フ
書
簡
そ
の
も
の
の
公
表
の
さ
い
と
同
じ
よ
う
に
Ｉ
、

な
お
「
脱
ス
タ
ー
リ
ン
化
」
と
い
う
政
治
的
目
的
に
誘
引
さ
れ

た
非
公
開
資
料
の
部
分
的
・
独
占
的
使
用
と
い
う
形
式
を
と
も

な
っ
て
お
り
、
言
葉
の
完
全
な
意
味
で
の
「
グ
ラ
ー
ス
ノ
ス
チ

Ⅱ
情
報
公
開
」
に
は
ほ
ど
遠
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
新
し
い
段

階
と
は
い
い
が
た
い
。

３
 
「
情
報
独
占
」
崩
壊
期
の
歴
史
的
評
価
の
転
換

第
七
回
大
会
の
単
一
労
働
者
政
党
論
と
共
産
党
一
党
独
裁

こ
ゞ
）
で
注
目
す
事
へ
き
は
、
む
し
ろ
、
こ
う
し
た
新
資
料
を
も

用
い
な
が
ら
始
ま
っ
た
、
ソ
連
・
東
欧
で
の
新
た
な
コ
ミ
ン
テ

ル
ン
研
究
に
は
ら
ま
れ
る
、
新
し
い
方
向
性
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
、
従
来
型
の
「
脱
ス
タ
ー
リ
ン
化
」
の
あ
り
方
、

す
な
わ
ち
、
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
や
ト
レ
ー
ズ
Ⅱ
フ
ラ
ン
ス
共
産
党

の
自
主
性
・
創
造
性
と
「
ス
タ
ー
リ
ン
の
反
対
・
妨
害
に
も
か

か
わ
ら
ず
」
実
現
さ
れ
た
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
統
一
戦
線
・
人
民
戦

線
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
ソ
連
邦
共
産
党
の
衛
星
機

関
」
に
と
ど
ま
ら
な
い
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
独
自
の
存
在
意
義
を

浮
き
彫
り
に
す
る
手
法
を
な
お
色
濃
く
残
し
な
が
ら
、
い
く
つ

か
の
点
で
ｌ
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
七
回
大
会
そ
の
も
の
の
存
在

意
義
を
問
い
直
す
ｌ
新
し
い
方
向
性
も
、
現
れ
て
き
て
い
る
。

そ
の
第
一
は
、
大
会
決
定
の
内
容
そ
の
も
の
の
限
界
を
、
指

摘
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
従
来
も
、
例
え
ば
「
資
本

主
義
の
全
般
的
危
機
」
と
い
う
時
代
認
識
の
残
存
や
「
社
会
民

主
主
義
の
危
機
・
分
化
」
を
主
た
る
理
由
と
し
て
の
自
己
批
判

な
き
「
社
会
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
論
放
棄
の
問
題
な
ど
と
し
て
、
語

ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

新
た
な
論
点
は
、
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
報
告
の
い
う
「
労
働
者
階

級
の
政
治
的
統
こ
の
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
「
一
党
制
Ⅱ
共

産
党
に
よ
る
社
会
民
主
主
義
政
党
の
吸
収
合
併
」
を
志
向
し
、

戦
後
東
欧
諸
国
の
社
会
民
主
主
義
政
党
と
共
産
党
の
合
併
を
通

じ
て
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
型
共
産
主
義
政
党
に
よ
る
一
党
独
裁
に
道

を
開
い
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
、
と
い
う
問
題
提
起
で
あ
る
。

第
七
回
大
会
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
報
告
は
、
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
資

本
の
攻
勢
に
反
対
す
る
共
産
党
系
と
社
会
民
主
党
系
の
労
働
者

の
共
同
闘
争
の
統
一
戦
線
が
発
展
す
れ
ば
、
労
働
者
階
級
の
政
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治
的
統
一
、
そ
の
単
一
の
大
衆
的
政
党
の
問
題
も
ま
た
生
じ
て

く
る
。
…
…
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
階
級
闘
争
の
利
益
と
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
革
命
の
成
功
は
、
各
国
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
単

一
の
党
が
存
在
す
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。
．
…
：
国
際
労
働
運

動
が
分
裂
を
清
算
す
る
時
期
に
は
い
り
つ
つ
あ
る
と
き
に
、
労

働
者
階
級
の
諸
勢
力
を
単
一
の
革
命
的
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
党
に
統

合
す
る
仕
事
、
そ
れ
は
わ
れ
わ
れ
の
仕
事
で
あ
り
、
共
産
主
義

イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
仕
事
で
あ
る
」
と
述
べ
、
そ
の
さ
い
の

条
件
を
、
①
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
か
ら
の
独
立
、
②
あ
ら
か
じ
め

の
行
動
の
統
一
、
③
ソ
ヴ
ェ
ト
形
態
で
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト

独
裁
の
必
要
の
承
認
、
④
帝
国
主
義
戦
争
で
の
自
国
ブ
ル
ジ
ョ

ア
ジ
ー
支
持
の
拒
否
、
⑤
民
主
主
義
的
中
央
集
権
制
、
と
挙
げ

（
叩
）

て
い
た
。

こ
れ
は
、
す
で
に
私
の
旧
稿
が
、
「
加
入
条
件
二
一
ヵ
条
か
ら

五
ヵ
条
へ
の
転
換
」
と
し
て
扱
い
、
と
り
わ
け
そ
の
五
条
件
に

③
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
を
革
命
的
に
打
倒
し
、
ソ
ヴ
ェ
ト
形
態

で
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
独
裁
を
打
ち
立
て
る
必
要
の
承

認
」
や
⑤
「
ロ
シ
ア
の
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
経
験
に
よ
っ
て
試

験
済
み
の
、
意
思
と
行
動
の
統
一
を
保
障
す
る
民
主
主
義
的
中

央
集
権
制
に
も
と
づ
い
て
党
を
建
設
す
る
こ
と
」
が
含
ま
れ
て

（
ｕ
）

い
た
問
題
性
を
、
指
摘
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
イ
タ
リ
ア
の
ス
プ
リ
ァ
ー
ノ
も
、
同
じ
問
題
に
着
目

し
、
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
報
告
が
、
共
産
党
と
社
会
民
主
主
義
政
党

と
の
統
一
・
合
同
の
問
題
を
提
起
し
な
が
ら
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン

自
身
の
「
解
散
を
提
起
し
な
か
っ
た
」
の
は
、
社
会
民
主
主
義

者
の
共
産
党
へ
の
吸
収
合
併
を
念
頭
に
お
い
た
「
『
組
織
的
統

一
』
の
誤
り
」
で
あ
っ
た
と
批
判
を
加
え
、
こ
の
視
点
は
、
ァ

（
岨
）

ゴ
ス
テ
ィ
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
た
。

逆
に
、
か
つ
て
の
東
ド
イ
ツ
時
代
の
Ｅ
・
レ
ー
ヴ
ィ
ン
ら
の

研
究
で
は
、
こ
の
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
の
「
労
働
者
政
党
の
統
こ

五
条
件
が
、
「
労
働
者
階
級
の
統
一
の
最
高
の
形
態
と
し
て
の

統
一
的
革
命
的
大
衆
政
党
」
の
あ
り
方
を
定
式
化
し
た
も
の
で

あ
り
、
戦
後
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
（
Ｄ
Ｄ
Ｒ
）
の
社
会
主
義
統

一
党
（
Ｓ
Ｅ
Ｄ
）
誕
生
（
一
九
四
六
年
）
を
は
じ
め
と
し
た
東

欧
諸
国
の
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
打
倒
後
の
労
働
者
の
統
一
政
党
結
成

の
重
要
な
基
礎
を
つ
く
っ
た
」
も
の
と
し
て
、
高
く
評
価
さ
れ

（
過
）

て
い
た
。

一
九
八
九
年
東
欧
市
民
革
命
は
、
こ
の
「
労
働
者
階
級
は
統

垂
０
■
日
凸
一
課
１
１

r
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一
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
労
働
者
政
党
も
一
つ
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
風
の
ド
グ
マ
的
前
提

そ
の
も
の
を
、
根
底
的
に
く
つ
が
え
し
た
。
階
級
の
統
一
を
共

産
主
義
前
衛
党
が
「
代
行
」
し
う
る
と
い
う
考
え
が
告
発
さ
れ
、

「
一
枚
岩
主
義
」
に
対
し
て
「
多
元
主
義
」
が
対
置
さ
れ
た
。

革
命
後
の
ド
イ
ツ
で
は
、
一
九
四
五
’四
六
年
の
ド
イ
ツ
共

産
党
（
Ｋ
Ｐ
Ｄ
）
と
社
会
民
主
党
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
）
の
統
一
交
渉
に

よ
る
Ｓ
Ｅ
Ｄ
の
誕
生
は
、
ド
イ
ツ
東
部
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
勢
力
の

「
統
一
へ
の
や
み
が
た
い
圧
力
」
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、

そ
れ
と
も
ソ
連
占
領
権
力
や
Ｋ
Ｐ
Ｄ
に
よ
る
「
強
制
的
統
合
」

（
皿
）

で
あ
っ
た
の
か
、
と
問
題
が
提
起
さ
れ
た
。
そ
れ
が
「
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
独
裁
」
や
「
民
主
集
中
制
」
を
強
制
し
た
「
全
体
主
義

化
」
ｌ
今
日
の
ソ
連
邦
・
東
欧
で
最
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
「
現

存
し
た
社
会
主
義
」
の
特
徴
づ
け
ｌ
の
出
発
点
で
あ
っ
た
と

す
れ
ば
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
七
回
大
会
は
、
「
Ｋ
Ｐ
Ｄ
に
よ
る
Ｓ

Ｐ
Ｄ
乗
っ
取
り
」
の
悲
劇
的
起
点
と
し
て
、
再
把
握
さ
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
た
と
え
ば
一
九
八
九
年
六
月
三
○
日
付
ソ
連
邦

共
産
党
機
関
紙
『
プ
ラ
ウ
ダ
』
の
ム
シ
ャ
メ
ジ
ャ
ノ
フ
と
シ
ャ

ヴ
ァ
ヴ
ォ
フ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
−
の
よ
う
に
、
「
第
七
回
大
会
で
、

統
一
戦
線
戦
術
は
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
セ
ク
ト
主
義
の
重
な
り

ゃ
計
算
か
ら
解
放
さ
れ
た
。
い
ま
や
そ
れ
は
、
同
権
的
パ
ー
ト

ナ
ー
間
の
自
由
意
思
に
も
と
づ
く
同
盟
と
な
っ
た
。
…
．
：
そ
れ

は
、
多
元
主
義
を
基
礎
に
し
た
統
一
で
あ
り
、
一
枚
岩
主
義
に

も
と
づ
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
」
と
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
七
回

大
会
を
「
多
元
主
義
の
起
点
」
と
し
て
礼
賛
す
る
評
価
も
、
な

（
巧
）

お
存
在
す
る
。

し
か
し
、
東
欧
革
命
後
の
統
一
ド
イ
ツ
の
旧
Ｍ
Ｌ
研
機
関
誌

「
労
働
運
動
史
紀
要
（
Ｂ
Ｚ
Ｇ
）
』
一
九
九
一
年
二
号
誌
上
で
、

第
七
回
大
会
後
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
執
行
委
員
会
に
お
け
る
フ
ラ

ン
ス
、
ス
ペ
イ
ン
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ポ
ー

ラ
ン
ド
共
産
党
へ
の
指
導
に
関
す
る
書
記
局
の
新
資
料
を
紹

介
・
解
説
し
た
Ｅ
・
レ
ー
ヴ
ィ
ン
ら
は
、
ｌ
実
は
レ
ー
ヴ
ィ

ン
自
身
は
、
か
つ
て
ホ
ー
ネ
ッ
カ
ー
体
制
の
も
と
で
は
、
デ
ィ

ミ
ト
ロ
フ
の
「
労
働
者
階
級
の
政
治
的
統
一
」
論
を
高
く
評
価

す
る
論
陣
を
張
っ
て
い
た
の
だ
が
ｌ
、
別
の
見
方
を
提
示
す

る
。彼

ら
は
、
一
九
三
六
年
一
二
月
二
○
日
の
執
行
委
員
会
書
記

局
で
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
共
産
党
問
題
で
の
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
演
説
を

１
１
１卓

 
《

；
１
Ｉ
ｆ
 
１
ｆ
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解
説
し
て
、
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
が
、
一
方
で
社
会
民
主
主
義
内
部

の
分
化
を
強
調
し
な
が
ら
、
他
方
で
社
会
民
主
主
義
政
党
の
影

響
力
増
大
を
恐
れ
て
い
る
矛
盾
を
つ
き
、
「
社
会
民
主
主
義
党

員
の
共
産
主
義
の
立
場
へ
の
移
行
か
ら
待
望
さ
れ
る
、
労
働
者

階
級
の
統
一
的
革
命
党
が
相
対
的
に
急
速
に
創
設
さ
れ
る
だ
ろ

う
と
い
う
確
固
た
る
幻
想
」
を
指
摘
す
る
。

ま
た
、
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
の
提
案
し
た
地
方
組
織
・
下
部
組
織

の
機
関
員
・
党
員
に
よ
る
統
一
戦
線
の
自
主
的
・
創
造
的
適
用

は
、
上
意
下
達
の
「
民
主
主
義
的
中
央
集
権
制
」
と
は
両
立
困

難
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
目
す
る
。

さ
ら
に
、
フ
ラ
ン
ス
人
民
戦
線
政
府
へ
の
フ
ラ
ン
ス
共
産
党

の
参
加
問
題
に
関
連
し
て
、
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
が
、
「
人
民
戦
線
政

府
」
を
、
民
衆
が
人
民
戦
線
綱
領
は
「
た
だ
ソ
ヴ
ェ
ト
権
力
の

も
と
で
の
み
実
現
し
う
る
」
こ
と
を
経
験
し
学
習
す
る
過
程
と

（
蛆
）

し
て
位
置
づ
け
て
い
る
問
題
を
、
指
摘
す
る
。

い
わ
ば
、
「
統
一
戦
線
・
人
民
戦
線
Ⅱ
共
産
党
独
裁
へ
の
一

階
梯
」
説
で
あ
る
。

第
七
回
大
会
決
定
は
ど
の
よ
う
に
実
行
さ
れ
た
の
か
？

第
こ
は
へ
第
七
回
大
会
決
定
の
「
実
効
性
へ
の
懐
疑
」
と
も

よ
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
る
。

た
し
か
に
、
大
会
で
の
政
策
転
換
は
、
主
要
な
闘
争
の
相
手

を
社
会
民
主
主
義
か
ら
フ
ァ
シ
ズ
ム
へ
と
切
り
換
え
、
ま
た
フ

ァ
シ
ズ
ム
に
対
し
て
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
で
は
な
く
ブ
ル
ジ
ョ

ア
民
主
主
義
を
対
置
し
た
点
で
、
意
味
を
も
っ
た
。
し
か
し
、

こ
の
新
政
策
は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
「
世
界
綱
領
」
（
一
九
二
八

年
）
や
大
会
・
執
行
委
員
会
決
定
に
も
と
づ
い
て
、
長
く
社
会

民
主
主
義
を
「
主
要
敵
」
と
考
え
「
社
会
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
論
的

思
考
に
毒
さ
れ
て
き
た
各
国
共
産
党
幹
部
や
下
部
共
産
党
員
た

ち
に
よ
っ
て
、
は
た
し
て
本
当
に
歓
迎
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
？

実
際
は
、
政
策
策
定
過
程
ば
か
り
で
は
な
く
、
政
策
実
行
過
程

で
も
大
き
な
抵
抗
に
ぶ
つ
か
り
、
決
定
通
り
に
は
実
行
さ
れ
ず
、

し
ば
し
ば
ネ
グ
レ
ク
ト
さ
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
、
と
い
ゞ
フ
も
の
で
あ
る
。

》
）
の
点
は
、
か
っ
て
の
ソ
連
邦
Ｍ
Ｌ
研
究
所
の
『
共
産
主
義

イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
Ｉ
略
史
」
な
ど
か
ら
も
あ
る
程
度
は
う

（
Ⅳ
）

か
が
い
え
た
が
、
Ｅ
・
レ
ー
ヴ
ィ
ン
ら
は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第

七
回
大
会
に
お
い
て
頂
点
に
達
す
る
「
ス
タ
ー
リ
ン
個
人
崇

拝
」
や
、
そ
の
後
の
ソ
連
邦
で
進
行
す
る
「
大
粛
清
」
と
の
同

公

P
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時
代
性
を
も
視
野
に
お
い
て
、
そ
の
実
行
過
程
で
の
困
難
を
強

調
す
る
。

彼
ら
は
、
一
九
三
六
年
に
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
が
直
面
し
た
各
国

共
産
党
へ
の
指
導
上
の
困
難
を
、
そ
の
証
拠
と
考
え
る
。
先
に

挙
げ
た
一
九
三
六
年
一
二
月
二
○
日
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
共
産
党
問

題
に
つ
い
て
の
書
記
局
会
議
の
演
説
の
な
か
で
、
デ
ィ
ミ
ト
ロ

フ
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
統
一
戦
線
戦
術
実
行
の
立
ち
遅
れ
の
原

因
と
し
て
、
第
一
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
党
幹
部
も
一
般
大
衆
党

員
も
「
別
な
風
に
慣
ら
さ
れ
、
何
年
も
別
な
風
に
活
動
し
考
え
、

そ
し
て
今
転
換
が
不
可
避
と
な
っ
た
」
と
い
う
旧
来
の
活
動
へ

の
惰
性
が
あ
る
こ
と
、
第
二
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
ー
ト
の
一
部
、
農
民
、
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
、
小
ブ
ル
ジ
ョ

ア
知
識
人
な
ど
統
一
戦
線
の
相
手
と
な
る
「
民
主
主
義
的
階

層
」
が
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
共
産
党
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
民
族
の
政
党

で
は
な
く
、
モ
ス
ク
ワ
の
手
先
で
あ
る
」
と
考
え
て
い
る
不
信

感
、
を
挙
げ
た
。

か
つ
て
の
レ
ー
ヴ
ィ
ン
な
ら
、
こ
こ
で
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
の

「
適
切
な
問
題
点
の
指
摘
」
と
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
中
央
の
「
正
し
い

指
導
」
を
解
説
し
た
で
あ
ろ
う
が
、
東
欧
革
命
を
く
ぐ
っ
た
一

九
九
一
年
の
レ
ー
ヴ
ィ
ン
は
、
〉
）
の
事
例
を
、
こ
れ
ま
で
の
ソ

連
や
Ｄ
Ｄ
Ｒ
の
通
説
で
述
べ
ら
れ
て
き
た
第
七
回
大
会
決
定
の

（
岨
）

実
行
過
程
の
批
判
的
点
検
を
迫
る
も
の
と
評
価
す
る
。

つ
ま
り
、
ゞ
｝
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
、
ト
レ

ー
ズ
、
ト
リ
ァ
ッ
テ
ィ
ら
が
推
進
し
た
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
七
回

大
会
へ
の
政
策
転
換
は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
執
行
委
員
会
や
ド
イ

ツ
共
産
党
指
導
部
の
な
か
の
守
旧
的
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
反
対

さ
れ
妨
害
さ
れ
た
が
、
そ
れ
を
克
服
し
て
つ
い
に
「
革
新
派
」

が
多
数
意
見
と
な
り
、
一
九
三
五
年
夏
の
第
七
回
大
会
で
「
新

政
策
へ
の
転
換
」
が
達
成
さ
れ
た
一
）
と
が
強
調
さ
れ
た
。

し
か
し
実
際
は
、
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
自
身
が
、
ナ
チ
ス
の
面
前

で
の
ラ
イ
プ
ヅ
ィ
ヒ
国
会
放
火
裁
判
で
、
「
共
産
主
義
者
と
し

て
の
私
に
と
っ
て
、
最
高
の
法
律
は
、
共
産
主
義
イ
ン
タ
ナ
シ

ョ
ナ
ル
の
綱
領
で
あ
り
、
最
高
の
裁
判
所
は
共
産
主
義
イ
ン
タ

ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
統
制
委
員
会
で
す
」
と
大
見
栄
を
張
っ
て
い
た

（
岨
）

よ
う
に
、
一
九
三
○
年
代
半
ば
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
構
成
員
の
行

動
を
動
機
づ
け
、
下
部
ま
で
浸
透
し
て
い
た
支
配
的
心
性
（
マ

ン
タ
リ
テ
）
は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
六
回
大
会
「
綱
領
」
や
「
社

会
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
論
の
路
線
の
方
で
あ
っ
た
。
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第
七
回
大
会
決
定
は
、
こ
の
支
配
的
心
性
の
転
換
を
迫
る
も

の
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
各
支
部
Ⅱ
各
国
共
産
党
や
末

端
党
員
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
た
の
か
、
ま
た
は
受

容
さ
れ
得
な
か
っ
た
の
か
は
、
独
自
の
論
点
に
な
り
う
る
。

た
し
か
に
、
一
九
三
○
年
代
前
半
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
に
も
、

「
階
級
対
階
級
」
「
社
会
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
の
路
線
に
そ
わ
な
い
下

部
か
ら
の
統
一
戦
線
の
模
索
は
存
在
し
た
。
し
か
し
そ
れ
ら
は
へ

「
日
和
見
主
義
」
「
右
翼
的
偏
向
」
と
し
て
批
判
さ
れ
抑
圧
さ
れ

た
、
党
内
少
数
者
・
異
端
者
の
抵
抗
で
あ
っ
た
．
ま
た
、
第
七

回
大
会
へ
の
政
策
転
換
は
、
ソ
連
共
産
党
と
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
執

行
委
員
会
幹
部
会
お
よ
び
第
七
回
大
会
議
事
日
程
準
備
委
員
会

レ
ベ
ル
で
、
暗
闘
を
伴
い
つ
つ
達
成
さ
れ
た
「
上
か
ら
の
政
策

転
換
」
で
あ
り
、
世
界
各
国
の
一
般
党
員
に
と
っ
て
は
、
「
密

室
」
で
進
め
ら
れ
た
「
宮
廷
革
命
」
風
の
転
換
で
あ
っ
た
。
各

国
語
版
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
機
関
紙
誌
上
で
も
、
大
会
時
ま
で
新

旧
両
政
策
の
立
場
が
主
張
さ
れ
て
お
り
、
よ
ほ
ど
注
意
深
く
読

ま
な
い
限
り
、
む
し
ろ
従
来
の
路
線
が
支
配
的
で
あ
っ
た
。
そ

の
う
え
、
大
会
決
定
そ
の
も
の
も
、
自
己
批
判
抜
き
で
旧
路
線

の
「
正
し
さ
」
が
確
認
さ
れ
た
ま
ま
の
、
い
わ
ば
「
な
し
く
ず

し
の
転
換
」
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
た
。

第
七
回
大
会
終
了
の
直
前
、
一
九
三
五
年
八
月
一
八
・
一
九

日
に
開
か
れ
た
、
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
報
告
に
つ
い
て
の
大
会
決
議

「
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
攻
勢
と
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
反
対
し
労
働
者
階

級
の
統
一
を
め
ざ
す
闘
争
に
お
け
る
共
産
主
義
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ

ナ
ル
の
任
務
」
の
最
終
案
を
仕
上
げ
る
議
事
日
程
第
二
項
準
備

委
員
会
の
席
上
で
さ
え
、
原
案
に
は
な
お
「
資
本
主
義
体
制
は

革
命
と
戦
争
の
新
た
な
循
環
に
入
り
つ
つ
あ
る
」
と
い
う
旧
来

型
の
定
式
が
残
さ
れ
て
お
り
、
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
は
「
こ
れ
は
古

い
定
式
化
の
継
続
で
あ
り
、
私
自
身
は
賛
成
で
き
な
い
と
い
わ

ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
し
私
は
、
大
会
前
に
、
と
り
わ
け
大
会

議
場
で
そ
れ
を
校
訂
し
て
き
た
の
で
、
こ
う
し
た
定
式
化
は
避

け
る
べ
き
だ
と
思
っ
て
き
た
の
だ
が
…
…
」
と
繰
り
返
さ
ざ
る

を
え
な
い
雰
囲
気
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
》
｝
れ
も
、
最
近
モ
ス
ク

（
鋤
）

ワ
で
発
表
さ
れ
た
新
資
料
か
ら
、
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
ゞ
）
の
新
た
な
転
換
の
「
本
当
の
意
味
」
を
、

下
部
ま
で
浸
透
さ
せ
る
一
）
と
が
ど
れ
だ
け
困
難
で
あ
っ
た
か
が
、

改
め
て
問
題
に
さ
れ
る
。
）
）
う
し
た
視
角
か
ら
は
、
当
然
に
、

フ
ラ
ン
ス
人
民
戦
線
政
府
へ
の
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
の
対
応
、
ス

一
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・
へ
イ
ン
人
民
戦
線
で
の
共
産
主
義
者
の
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
へ
の
態

度
や
、
独
ソ
不
可
侵
条
約
に
よ
っ
て
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
反
ヒ
ッ

ト
ラ
ー
宣
伝
が
ス
ト
ッ
プ
し
、
旧
来
の
セ
ク
ト
的
路
線
が
復
活

し
て
く
る
問
題
、
第
二
次
世
界
大
戦
勃
発
時
の
戦
争
の
性
格
づ

け
の
問
題
な
ど
が
、
再
検
討
を
迫
ら
れ
る
。

第
七
回
大
会
の
課
題
は
「
解
散
」
で
は
な
か
っ
た
か
？

第
三
は
、
い
わ
ば
「
遅
す
ぎ
た
政
策
転
換
」
と
い
う
見
方
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
社
会
民
主
主
義
者
と
心
底
か
ら
憎
し
み
あ
う

局
面
を
経
験
し
、
そ
の
結
果
で
も
あ
る
ナ
チ
ス
の
政
権
掌
握
に

よ
る
「
労
働
者
階
級
の
敗
北
」
が
明
ら
か
に
な
っ
て
か
ら
よ
う

や
く
始
ま
っ
た
政
策
転
換
の
、
歴
史
的
意
味
に
た
い
す
る
疑
問

で
あ
る
。
こ
の
点
を
、
レ
ー
ヴ
ィ
ン
ら
は
、
第
七
回
大
会
そ
の

も
の
が
「
歴
史
的
に
は
遅
す
ぎ
た
転
換
」
で
は
な
か
っ
た
か
、

（
皿
）

と
示
唆
し
た
。

し
か
し
、
東
欧
市
民
革
命
後
の
Ｂ
Ｚ
Ｇ
誌
の
若
い
世
代
に
よ

る
研
究
で
は
、
そ
も
そ
も
ド
イ
ツ
共
産
党
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
加

入
や
レ
ー
ニ
ン
の
「
加
入
条
件
二
一
カ
条
」
自
身
が
問
題
で
あ

り
、
ド
イ
ツ
共
産
党
は
、
一
九
二
○
年
代
後
半
の
「
ボ
リ
シ
ェ

ヴ
ィ
キ
化
」
に
よ
っ
て
「
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
化
」
を
す
で
に
完

（
蛇
）

成
し
て
い
た
。
二
○
年
代
末
か
ら
三
○
年
代
初
頭
の
「
社
会
フ

ァ
シ
ズ
ム
」
「
社
会
民
主
主
義
主
要
打
撃
」
論
は
そ
の
論
理
的
帰

結
で
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
ナ
チ
ズ
ム
政
権
掌
握
後
の
コ
ミ
ン
テ

ル
ン
の
最
大
の
課
題
と
は
、
自
ら
の
「
解
散
」
に
ほ
か
な
ら
な

か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
を
解
散
し
て
各
国
共
産
党
が
自
国
の
社
会
民

主
主
義
政
党
に
統
一
戦
線
を
申
し
入
れ
た
の
な
ら
と
も
か
く
、

部
分
的
手
直
し
で
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
組
織
を
一
九
四
三
年
ま
で
存

続
し
た
こ
と
自
体
が
ｌ
か
っ
て
ス
プ
リ
ァ
ー
ノ
も
示
唆
し
て

い
た
よ
う
に
ｌ
、
歴
史
的
評
価
の
論
点
と
な
る
。

レ
ー
ヴ
ィ
ン
風
に
い
え
ば
、
問
題
は
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
「
当

（
羽
）

時
の
党
概
念
（
勺
画
風
色
目
球
尉
２
局
）
」
そ
の
も
の
で
あ
り
、
デ

ィ
ミ
ト
ロ
フ
の
唱
え
た
「
指
導
と
活
動
の
方
法
の
変
更
」
程
度

で
は
す
ま
さ
れ
な
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
、
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
端
的
に
い
え
ば
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
が
存
続
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
「
粛
清
」
は
、
多
く
の
モ
ス
ク
ワ
在

住
外
国
人
に
及
ん
だ
。
そ
の
「
人
民
の
敵
」
「
ド
イ
ツ
・
フ
ァ
シ

ス
ト
の
手
先
」
「
日
本
帝
国
主
義
の
ス
パ
イ
」
と
さ
れ
た
外
国
人

犠
牲
者
の
ほ
と
ん
ど
が
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
活
動
に
な
ん
ら
か
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の
か
た
ち
で
関
わ
っ
た
各
国
共
産
主
義
者
た
ち
で
あ
っ
た
こ
と

を
、
ど
う
第
七
回
大
会
評
価
と
両
立
さ
せ
る
か
で
あ
る
。

こ
れ
は
ま
た
、
従
来
の
研
究
で
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
七
回
大

会
は
「
戦
略
的
転
換
」
か
「
戦
術
的
転
換
」
に
留
ま
る
か
と
論

じ
ら
れ
て
き
た
問
題
を
、
伏
在
し
て
い
る
。

ト
リ
ア
ッ
テ
ィ
の
問
題
提
起
と
レ
イ
プ
ゾ
ン
Ⅱ
シ
リ
ー
ニ
ャ

の
研
究
に
始
ま
り
、
私
の
旧
稿
や
ア
ゴ
ス
テ
ィ
を
含
む
「
戦
略

的
転
換
」
説
は
、
第
七
回
大
会
決
定
や
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
報
告
自

身
は
「
戦
術
の
転
換
Ⅱ
情
勢
変
化
に
対
す
る
適
応
」
し
か
語
っ

て
い
な
い
が
、
そ
こ
に
は
ら
ま
れ
た
「
転
換
」
の
内
容
と
意
味

は
、
第
六
回
大
会
の
「
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
綱
領
」
や
そ
の
直
後
か

ら
の
「
社
会
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
論
と
は
論
理
的
・
歴
史
的
に
断
絶

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
強
調
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
視
角
は
、
冷
戦
期
の
西
側
反
共
的
研
究
に
よ
る
「
反
フ

ァ
シ
ズ
ム
統
一
戦
線
は
ス
タ
ー
リ
ン
の
マ
ヌ
ー
ヴ
ァ
ー
」
と
す

る
説
に
反
論
し
、
あ
わ
せ
て
、
「
脱
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
」
の
立
場

か
ら
第
七
回
大
会
の
「
新
し
い
要
素
」
を
す
く
い
あ
げ
る
志
向

を
含
意
し
て
お
り
、
今
日
で
も
、
ソ
連
の
シ
リ
ー
ニ
ャ
、
ブ
イ

（
別
）

ル
ソ
フ
ら
に
は
、
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

し
か
し
こ
の
視
角
は
、
そ
の
反
面
で
、
第
七
回
大
会
を
客
観

的
に
み
る
う
え
で
の
障
害
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
批
判

が
、
早
く
か
ら
出
さ
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
西
川
正
雄
は
、

「
今
日
の
状
況
か
ら
逆
算
し
て
第
七
回
大
会
の
新
し
い
要
素
の

み
を
強
調
す
る
こ
と
は
、
非
歴
史
的
と
い
う
そ
し
り
を
免
れ
な

い
だ
け
で
は
な
く
、
『
転
換
』
の
は
ら
む
問
題
を
単
純
化
す
る
こ

（
妬
）

と
に
な
り
か
ね
な
い
」
と
警
告
し
て
い
た
。

や
や
異
な
る
視
点
か
ら
、
石
川
捷
治
は
、
当
時
の
コ
ミ
ン
テ

ル
ン
は
な
お
「
ソ
ヴ
ェ
ト
型
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
」
戦
略
を
放

棄
し
て
い
な
い
が
故
に
「
戦
術
転
換
」
に
留
ま
る
も
の
で
は
な

（
妬
）

い
か
、
と
問
題
を
提
起
し
て
い
た
。

ゞ
）
れ
は
「
戦
略
」
と
い
う
軍
事
用
語
で
何
を
理
解
す
る
か
に

か
か
わ
る
の
で
あ
る
が
、
Ｅ
・
Ｈ
・
カ
ー
は
、
「
コ
ミ
ン
テ
ル
ン

の
歴
史
を
顧
み
て
、
第
七
回
大
会
が
転
換
点
を
画
し
た
こ
と
は

何
人
も
否
定
し
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
こ
で
宣
言
さ
れ
た

政
策
が
、
そ
れ
に
先
立
つ
政
策
の
論
理
的
な
到
達
点
で
あ
る
の

か
、
そ
れ
と
も
こ
の
機
構
が
こ
れ
ま
で
誓
い
を
た
て
て
き
た
諸

原
則
か
ら
の
急
激
な
転
換
で
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
は
『
そ
れ

ほ
ど
容
易
に
は
解
答
で
き
な
い
」
と
慎
重
で
、
「
レ
ー
ニ
ン
の
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『
統
一
戦
線
』
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
の
到
来
を
早
め
る
た
め

に
案
出
さ
れ
た
。
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
の
『
人
民
戦
線
」
は
、
フ
ァ

シ
ズ
ム
と
い
う
緊
急
事
態
に
対
処
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
を
棚
上
げ
に
す
る
た
め
に
案
出
さ
れ
た
」

「
世
界
革
命
を
舞
台
の
正
面
か
ら
脇
に
移
し
た
一
）
と
に
よ
っ
て
、

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
地
位
は
永
久
的
な
変
化
を
蒙
っ
た
」
と
巧
み

右
の
「
実
行
さ
れ
な
か
っ
た
転
換
」
「
遅
す
ぎ
た
転
換
」
説

は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
七
回
大
会
を
「
戦
略
的
転
換
」
と
手
放

し
で
評
価
す
る
こ
と
に
、
反
省
を
迫
っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い

だ
ろ
う
。
私
自
身
に
も
か
つ
て
の
研
究
の
自
己
批
判
を
迫
る
も

の
で
あ
り
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
政
策
転
換
を
、
大
会
決
定
の
レ

ベ
ル
に
お
い
て
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
具
体
的
適
用
・
執
行
過

程
を
含
め
て
、
「
ス
タ
ー
リ
ン
個
人
崇
拝
」
や
「
粛
清
と
の
共

存
」
を
も
視
野
に
お
い
て
再
評
価
す
る
必
要
を
、
示
唆
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

な
お
、
私
の
近
著
『
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
世
界
像
』
（
仮
題
、
青

木
書
店
刊
）
に
お
い
て
は
、
以
上
の
三
点
に
加
え
て
、
第
四
に
、

当
時
の
「
ス
タ
ー
リ
ン
個
人
崇
拝
」
と
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
七
回

大
会
の
許
容
し
た
「
民
主
主
義
の
質
」
の
問
題
、
第
五
に
、
「
粛

清
」
と
「
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
統
一
戦
線
」
の
関
係
の
問
題
、
第
六

に
、
「
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
・
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
」
の
意
味
の
見
直
し
の

問
題
を
も
論
じ
る
予
定
で
あ
る
が
、
す
で
に
紙
数
は
尽
き
た
の

で
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
著
作
の
方
を
直
接
参
照
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

（
１
）
 
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
〕
・
国
昌
匡
具
冨
］
、
博
胃
ミ
忌
討

（
計
、
 
閏
冨
討
吏
苫
ミ
ご
苫
負
討
》
 
国
①
ユ
旨
、
国
○
コ
早
団
四
・
 
の
○
・
①
の
ず
の
『
ぬ

』
器
穿
国
旦
凛
の
 
虐
卸
 
函
．
の
 
君
画
厨
○
口
）
、
》
ご
ミ
 
い
、
ミ
苫
 
ご

宍
苛
罵
言
意
ご
ｌ
ご
罵
題
§こ
ミ
ミ
ミ
ミ
９
ミ
ミ
ミ
易
雲
高
ゞ

ｚ
①
葛
 
屋
○
吋
弄
患
ｇ
〕
ロ
 
ミ
式
な
お
、
国
．
国
．
ｏ
ｍ
ｑ
．
。
ミ
ミ
画
苫

ぎ
こ
§
記
、
昏
昏
鼠
罵
ミ
鬮
呂
善
⑲
己
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
鰯
息
閏
い

‐贋
出
騨
団
巴
昏
９
局
己
臼
［
富
永
幸
生
訳
『
独
ソ
関
係
史
』
サ

イ
マ
ル
出
版
会
、
一
九
七
二
年
、
一
三
六
’一
三
七
頁
］
崖
．

聾
日
日
吾
巴
］
ご
馬
ご
爲
鴇
暑
 
具
同
ミ
９
ｓ
苫
耐
§
ミ
ゞ
ら
臼

［
神
川
・
神
谷
訳
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
労
働
運
動
史
の
悲
劇
」
Ⅱ
、
岩

波
書
店
、
一
九
五
八
年
、
一
○
二
頁
以
下
］
、
の
、
己
．
函
．
９
庁
》

の
Ｒ
曽
雰
ミ
画
苫
且
国
富
局
冴
ミ
・
居
酎
や
殿
）
》
Ｆ
ｏ
ｐ
Ｑ
ｏ
ｐ
乞
邑
も
．
Ｅ
、

斉
藤
孝
『
戦
間
期
国
際
政
治
史
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
八
年
、

二
○
九
頁
以
下
、
な
ど
を
も
参
照
。

（
”
）

に
表
現
し
た
。
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（
２
）
 
Ｂ
・
レ
イ
プ
ゾ
ン
／
Ｋ
・
シ
リ
ー
ニ
ャ
（
石
堂
清
倫
訳
）

「
現
代
革
命
の
理
論
ｌ
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
政
策
転
換
』
合
同

出
版
、
一
九
六
六
年
。
ソ
連
邦
共
産
党
Ｍ
Ｌ
研
究
所
（
村
田
陽

一
訳
）
『
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
歴
史
』
下
巻
、
大
月
書
店
、
一
九
七

三
年
。
な
お
、
中
林
賢
二
郎
「
統
一
戦
線
史
論
」
労
働
運
動
史

研
究
会
編
『
統
一
戦
線
の
歴
史
』
労
働
旬
報
社
、
一
九
七
三
年

人
民
戦
線
史
翻
訳
刊
行
委
員
会
訳
『
フ
ラ
ン
ス
人
民
戦
線
史
』

新
日
本
出
版
社
、
一
九
七
一
年
。
Ｊ
・
エ
レ
ン
ス
タ
イ
ン
他

（
杉
江
・
安
藤
訳
）
『
フ
ラ
ン
ス
現
代
史
』
上
巻
、
青
木
書
店
、

一
九
七
四
年
、
を
も
参
照
。

（
３
）
 
Ｅ
・
Ｈ
・
カ
ー
（
内
田
健
二
訳
）
『
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
黄
昏

’一
九
三
○
’三
五
年
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
六
年
（
原
書

一
九
八
二
年
）
。
同
（
富
田
武
訳
）
『
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
ス
ペ
イ

ン
内
戦
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
五
年
（
原
書
一
九
八
四
年
）
。
な

お
、
渓
内
謙
「
Ｅ
・
Ｈ
・
カ
ー
氏
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
史

研
究
に
つ
い
て
」
カ
ー
（
塩
川
伸
明
訳
）
『
ロ
シ
ア
革
命
ｌ
レ

ー
’一
ン
か
ら
ス
タ
ー
リ
ン
へ
、
一
九
一
七
’二
九
年
』
岩
波
現

代
選
書
、
一
九
七
九
年
、
所
収
、
参
照
。

（
４
）
 
内
田
健
二
「
訳
者
あ
と
が
き
」
前
掲
『
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の

黄
昏
』
四
一
九
’四
三
一
頁
。
な
お
、
そ
こ
に
付
さ
れ
た
四
二

点
の
「
参
考
文
献
」
リ
ス
ト
が
、
内
田
の
整
理
の
ベ
ー
ス
と
な

っ
て
お
り
、
本
稿
で
も
前
提
さ
れ
て
い
る
の
で
、
以
下
に
そ
の

ま
ま
再
録
す
る
。

①
Ｅ
・
Ｈ
・
カ
ー
（
塩
川
伸
明
訳
）
『
ロ
シ
ア
革
命
」
岩
波
書

店
、
一
九
七
九
年
。

②
Ｅ
・
Ｈ
・
カ
ー
（
鈴
木
博
信
訳
）
『
ナ
ポ
レ
オ
ン
か
ら
ス
タ
ー

リ
ン
へ
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
四
年
。

③
Ｅ
・
Ｈ
・
カ
ー
（
富
田
武
訳
）
『
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
ス
・
へ
イ
ン

内
戦
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
五
年
。

④
Ａ
・
ウ
ラ
ム
（
鈴
木
博
信
訳
）
『
膨
張
と
共
存
ｌ
ソ
ヴ
ェ
ト

外
交
史
Ｉ
』
サ
イ
マ
ル
出
版
、
一
九
七
八
年
。

⑤
詞
．
○
．
弓
巨
ｏ
雨
『
｝
弓
篇
両
目
の
愚
の
ロ
月
旦
聾
閏
冒
》
の
ぎ
風
習

石
島
Ｑ
》
旨
｝
助
言
ご
奇
騨
忌
、
ｇ
，
く
昌
麓
．
ｚ
○
．
躁
言
旨
蔚
『

』
④
『
『
．

⑥
胃
．
国
○
局
言
冒
。
》
ご
尽
き
己
ミ
ロ
ミ
◎
苫
負
昌
凰
罫
⑬
、
ミ
ミ
電
曼

ｏ
ｇ
奇
昌
馬
幹
§嵐
曾
展
還
や
炭
国
騨
○
．
昌
些
ロ
．
詞
乞
震
．

⑦
］
・
困
閉
匿
冒
》
ｇ
己
ミ
専
量
習
印
忌
曼
息
い
ざ
‐閉
．
．
ご
尽

き
Ｓ
ｐ
ａ
旦
琴
、
。
§尽
閉
さ
苫
》
旨
月
旦
冒
口
》
ご
震
．

⑧
］
・
困
閉
置
日
》
ご
扇
ぎ
己
ミ
ロ
ミ
。
苫
自
員
善
、
艶
員
路
奇
吾
、

○
ミ
奇
ら
斡
烏
切
恩
駐
嵐
ご
 
営
 
同
ミ
○
鳶
、
筒
陶
困
‐印
虫
冒
四
Ｇ
日
苧

一
四
己
望
』
や
函
吟

⑨
横
手
慎
二
「
ソ
連
外
交
の
「
転
換
』
、
一
九
三
○
’一
九
三

五
」
、
渓
内
謙
・
荒
田
洋
編
「
ス
タ
ー
リ
ン
時
代
の
国
家
と
社

会
』
木
鐸
社
、
一
九
八
四
年
。

⑩
平
井
友
義
「
一
九
三
三
年
独
ソ
関
係
の
一
考
察
ｌ
ソ
ヴ
ェ

ト
外
交
研
究
序
説
ｌ
」
『
法
学
志
林
』
五
六
巻
三
号
、
一
九
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五
九
年
。

⑪
平
井
友
義
「
ソ
連
外
交
と
東
欧
ロ
ヵ
ル
ノ
を
め
ぐ
る
歴
史
的

覚
書
」
、
『
法
学
志
林
』
五
八
巻
三
・
四
号
、
一
九
六
一
年
。

⑫
平
井
友
義
 
．
九
三
五
年
・
仏
ソ
同
盟
条
約
の
成
立
を
め
ぐ

る
一
考
察
」
、
『
国
際
法
外
交
雑
誌
』
七
○
巻
二
号
、
一
九
七

一
年
。

⑬
尾
上
正
男
『
ソ
ビ
エ
ト
外
交
史
』
有
信
堂
、
一
九
五
九
年
。

⑭
植
田
隆
子
「
東
方
ロ
ヵ
ル
ノ
案
を
め
ぐ
る
ソ
連
外
交
ｌ
ソ

連
外
交
に
お
け
る
『
集
団
安
全
保
障
』
政
策
の
形
成
ｌ
」
、

「
ス
ラ
ブ
研
究
』
二
二
号
、
一
九
七
八
年
。

⑮
Ｅ
・
Ｈ
・
カ
ー
（
富
永
幸
生
訳
）
「
独
ソ
関
係
史
」
サ
イ
マ
ル

出
版
、
一
九
七
二
年
。

⑯
］
・
国
田
口
具
冨
一
》
函
冴
さ
堂
旦
暮
い
き
詩
ミ
ミ
ご
葛
皇
 
国
侭
‐

周
℃
心
印
）
ｚ
①
房
○
口
届
α
戸

⑰
句
．
国
○
鼻
ｇ
豊
》
一
写
、
ミ
○
．
ミ
ミ
ミ
苫
冴
蒼
叱
』
輯
冴
さ
ミ
 
ミ

罫
嘩
９
ミ
ミ
ミ
曽
冒
詩
ミ
ミ
ご
嵩
ミ
ゞ
醇
昌
Ｐ
３
日
勺
呂
角
‐

冨
呉
》
ご
ｓ
〔
原
著
は
一
九
三
九
年
出
版
、
佐
野
健
治
・
鈴

木
隆
訳
『
世
界
共
産
党
史
』
合
同
出
版
、
一
九
六
八
年
〕
。

⑱
］
・
函
尉
両
日
ゞ
目
篇
○
○
目
員
田
口
四
目
号
①
○
国
四
用
○
津
胃

勺
呂
昌
日
田
日
日
ら
詮
‐乞
誤
》
旨
》
国
葛
西
時
ご
鼠
ｓ
一
寺
壁
、
‐

ミ
ー
．
ぐ
巳
．
隠
ゞ
９
画
（
岳
ご
）
．

⑲
因
．
函
．
○
胃
蹴
罰
ミ
苫
昏
昏
農
 
ミ
ロ
、
骨
苫
ミ
昼
陣
ご
§ご
侵

煩
崗
団
山
總
も
・
ぐ
巳
．
雰
巨
胃
白
篁
旬
員
患
認
〕
○
戸
霞
．

⑳
山
極
潔
『
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
人
民
戦
線
』
青
木
書
店
、
一
九

八
一
年
。

⑳
平
瀬
徹
也
『
フ
ラ
ン
ス
人
民
戦
線
』
近
藤
出
版
、
一
九
七
四

年
。

⑳
○
堅
討
四
目
筐
冨
風
ぐ
閉
困
再
》
目
冨
冨
９
８
尋
○
吋
喧
邑
具

吾
①
犀
ｇ
ｇ
《
《
勺
呂
巳
閏
司
日
昌
ご
》
言
．
旨
．
旨
．
ロ
国
呂
‐

胃
ぐ
耳
目
四
目
国
．
Ｆ
闇
岸
ｇ
①
烏
》
ご
扇
９
ミ
ミ
言
§
．
．

餌
冴
ご
忍
冒
一
睡
耐
量
畢
思
冴
）
陣
曽
号
ａ
ロ
．
詞
ご
詮
．

⑳
蜀
．
国
○
異
呂
目
》
同
忌
さ
罵
負
苫
ｇ
ミ
ミ
壁
苫
時
ミ
》
甸
号
角
陣

蜀
画
す
①
Ｈ
Ｆ
庁
巳
》
胃
や
切
僅

⑳
ソ
連
邦
共
産
党
中
央
委
員
会
付
属
マ
ル
ク
ス
Ⅱ
レ
ー
’一
ン
主

義
研
究
所
（
村
田
陽
一
訳
）
『
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
歴
史
』
下

巻
、
大
月
書
店
、
一
九
七
三
年
。

⑳
南
塚
信
吾
「
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
に
お
け
る
人
民
戦
線
政
策
へ
の

転
換
過
程
ｌ
ソ
ビ
エ
ト
側
文
献
に
よ
る
解
明
ｌ
」
、
『
東

欧
史
研
究
』
三
号
、
一
九
八
○
年
。

⑳
中
木
康
夫
『
フ
ラ
ン
ス
政
治
史
』
中
、
未
来
社
、
一
九
七
五

年
。

⑳
富
永
幸
生
・
鹿
毛
達
雄
・
下
村
由
一
・
西
川
正
雄
『
フ
ァ
シ

ズ
ム
と
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
』
東
大
出
版
会
、
一
九
七
八
年
。

⑳
加
藤
哲
郎
「
世
界
政
党
と
政
策
転
換
二
九
三
四
’三
五
年
）

ｌ
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
政
治
学
的
予
備
考
察
」
、
名
古
屋
大

学
『
法
政
論
集
』
七
八
・
七
九
号
、
一
九
七
九
年
。
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（
Ⅳ
）
 
邦
訳
「
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
歴
史
』
下
巻
、
一
○
五
頁
以
下
。

（
肥
）
 
伊
虫
ご
旨
、
め
。
毒
９
鼻
將
彦
①
目
宍
Ｐ
Ｐ
ｓ
ｐ
・
の
＆
局
面
底
＆
篭
‐

（
岨
）
 
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
「
法
廷
に
お
け
る
最
終
陣
述
の
速
記
」
（
一

九
三
三
年
一
二
月
一
六
日
）
、
邦
訳
『
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
選
集
』
第

（
別
）
Ｆ
①
雪
旨
、
の
ｏ
彦
①
言
厨
ｇ
⑦
邑
天
○
）
Ｐ
Ｐ
 
Ｐ
ゞ
⑳
曽
障

（
皿
）
 
Ｐ
①
言
言
一
の
ｏ
声
の
葛
厨
９
５
自
天
Ｐ
Ｐ
 
Ｐ
。
．
》
の
．
圏
今

（
蛇
）
 
屋
．
弓
言
○
且
国
巳
の
。
茸
①
乏
厨
討
吋
匡
目
頤
哩
①
旨
彦
聾
堅
冒
涜
肘
Ｈ
‐

目
喝
．
即
⑦
》
稔
億
ｚ
尻
卸
こ
ぎ
．

（
羽
）
Ｆ
①
急
ヨ
、
の
。
写
①
葛
厨
９
５
口
天
Ｐ
負
員
。
．
》
切
曽
い

（
型
）
 
ト
リ
ァ
ッ
テ
ィ
「
共
産
主
義
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
歴
史

に
か
ん
す
る
い
く
つ
か
の
問
題
」
（
石
堂
・
藤
沢
訳
）
「
コ
ミ
ン

テ
ル
ン
史
論
』
青
木
文
庫
、
一
九
六
一
年
、
一
五
八
頁
。
レ
イ

プ
ゾ
ン
Ⅱ
、
ン
リ
ー
ニ
ャ
、
前
掲
書
、
二
二
、
二
一
九
、
三
六
一

’三
六
二
頁
。
影
山
日
出
弥
『
国
家
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
論
』
青
木

書
店
、
一
九
七
三
年
、
三
○
四
頁
。
加
藤
前
掲
「
コ
ミ
ン
テ
ル

ン
第
七
回
大
会
の
国
家
像
」
二
八
七
頁
。
ア
ゴ
ス
テ
ィ
、
前
掲

書
、
七
四
二
頁
。
甸
胃
ｇ
君
扇
呂
ヨ
且
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
い
と
．
な

お
、
栗
木
安
延
「
近
代
社
会
運
動
史
序
説
Ｉ
コ
ミ
ン
テ
ル
ン

綱
領
論
争
」
『
専
修
経
済
学
論
集
』
二
一
巻
二
・
三
号
（
一
九
八

七
年
）
は
、
い
わ
ば
一
巡
遅
れ
の
「
戦
略
的
転
換
」
説
で
あ
る
。

（
妬
）
 
西
川
正
雄
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
民
主
主
義
」
富
永
ほ
か
前
掲

「
フ
ァ
、
ン
ズ
ム
と
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
』
二
九
一
頁
。

（
調
）
石
川
捷
治
「
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
転
換
’第
七
回
大
会
論

ノ
ー
ト
」
九
州
大
学
『
法
政
研
究
』
第
五
一
巻
三
号
、
一
九
八

五
年
、
五
一
六
頁
。

（
”）
 
カ
ー
「
コ
ミ
ン
テ
ル
の
黄
昏
』
三
九
二
’三
九
五
頁
。

（
付
記
）
 
小
論
は
、
近
く
公
刊
す
る
予
定
の
拙
著
『
コ
ミ
ン

テ
ル
ン
の
世
界
像
』
（
仮
題
、
青
木
書
店
）
の
第
二
部
ヨ
ミ
ン

テ
ル
ン
の
政
策
転
換
（
一
九
三
四
’三
五
年
）
」
第
一
章
「
政
策

転
換
」
の
草
稿
の
一
部
を
も
と
に
、
本
特
集
「
情
報
と
社
会
変

容
」
の
趣
旨
に
合
わ
せ
て
ア
レ
ン
ジ
し
た
、
独
立
論
文
で
あ
る
。

も
と
も
と
ゞ
｝
こ
に
は
、
一
九
九
一
年
六
月
一
六
日
の
小
平
祭

で
行
わ
れ
た
 
．
橋
論
叢
ワ
ー
ク
、
ン
ヨ
ッ
プ
」
で
の
私
の
講
演

記
録
「
東
欧
市
民
革
命
と
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
」
を
、
当

日
の
質
疑
応
答
を
ふ
ま
え
て
新
た
に
論
文
を
執
筆
し
収
録
す
べ

き
な
の
で
あ
る
が
、
①
現
在
の
私
の
研
究
が
著
書
の
方
に
集
中

し
て
お
り
、
そ
の
テ
ー
マ
と
直
接
関
係
し
な
い
講
演
記
録
を
改

め
て
執
筆
で
き
る
状
況
に
な
い
〉
）
と
、
②
講
演
内
容
そ
の
も
の

は
、
参
考
文
献
に
掲
げ
た
私
の
既
刊
著
書
で
あ
る
程
度
は
述
べ

ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
③
原
稿
締
切
ま
で
講
演
後
三

週
間
し
か
時
間
的
余
裕
が
な
く
、
し
か
も
私
は
締
切
以
前
に
海

外
研
修
に
出
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
情
が
あ
っ
た
〉
）
と
、

な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
講
演
収
録
は
断
念
せ
ざ
る
を
え
な
く
な

っ
た
。
し
か
し
、
他
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
講
演
者
と
の
関
係
で

二
巻
、
一
八
頁

グ
▽
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原
稿
を
出
さ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
の
こ
と
な
の
で
、
当

日
の
講
演
と
は
直
接
関
係
し
な
い
が
、
「
東
欧
市
民
革
命
と
情

報
」
の
部
分
で
あ
る
程
度
重
な
り
合
う
小
論
を
寄
稿
す
る
こ
と

で
、
そ
の
責
め
を
果
た
す
こ
と
に
し
た
。

以
下
に
、
当
日
配
布
し
た
講
演
レ
ジ
メ
の
中
核
部
分
を
か
か

げ
て
記
録
に
代
え
る
と
と
も
に
、
当
日
の
参
加
者
な
ら
び
に
主

催
者
に
お
わ
び
し
た
い
。

東
欧
市
民
革
命
と
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
（
講
演
レ
ジ
メ
）

１
世
界
を
変
え
た
一
九
八
九
年
東
欧
市
民
革
命

２
東
欧
市
民
革
命
と
情
報
の
役
割
Ⅱ
「
テ
レ
ビ
時
代
の
フ
ォ

ー
ラ
ム
型
革
命
」
「
情
報
化
革
命
」

①
一
九
八
九
年
後
半
の
「
平
和
的
・
連
鎖
的
・
加
速
的
市
民

革
命
」
．
 
枚
岩
主
義
か
ら
多
元
主
義
へ
」

②
「
国
家
主
義
的
社
会
主
義
Ⅱ
国
有
化
中
心
指
令
型
計
画
経

済
十
共
産
党
一
党
独
裁
」
の
崩
壊

③
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
円
卓
会
議
型
の
市
民
革
命
」
Ⅱ
共
産
党

独
裁
へ
の
市
民
的
抵
抗
・
蜂
起
・
民
主
化

④
「
自
由
選
挙
」
と
「
市
場
導
入
」
Ⅱ
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の

分
化
・
政
党
化

⑤
「
革
命
」
と
は
な
ん
で
あ
っ
た
の
か
？
Ⅱ
民
衆
の
「
公
共

的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
、
ソ
ョ
ン
」
回
復
過
程

⑥
「
市
民
社
会
の
復
権
」
Ⅱ
生
活
世
界
の
地
下
水
脈
の
噴
出
、

フ
ラ
ン
ス
革
命
と
東
欧
革
命

３
そ
れ
ぞ
れ
の
革
命
に
お
け
る
情
報
と
フ
ォ
ー
ラ
ム

①
中
国
「
反
革
命
」
ｌ
世
界
が
見
た
「
血
の
日
曜
日
」
と

ブ
ラ
イ
ン
ド
・
フ
ァ
ク
シ
ン
グ

②
ポ
ー
ラ
ン
ド
ー
「
連
帯
」
の
「
自
制
的
革
命
」
と
教
会

が
協
力
し
た
ビ
デ
オ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

③
ハ
ン
ガ
リ
ー
ｌ
共
産
党
Ⅱ
国
家
内
改
革
派
に
よ
る
「
上

か
ら
の
革
命
」
と
国
営
テ
レ
ビ
の
変
貌

④
東
独
ｌ
「
新
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
「
人
民
革
命
」
か
ら
西

独
主
導
の
「
民
族
統
一
Ⅱ
併
合
」
へ

⑤
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
−
「
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
よ

る
「
ビ
ロ
ー
ド
の
革
命
」
と
情
報
回
路

⑥
ル
ー
マ
’一
ア
ー
「
自
由
ル
ー
マ
｜
テ
放
送
」
を
拠
点
と

し
た
「
反
チ
ャ
ウ
シ
ェ
ス
ク
革
命
」

⑦
ソ
連
ｌ
「
・
ヘ
レ
ス
ト
ロ
イ
ヵ
」
を
加
速
さ
せ
た
「
グ
ラ

ー
ス
ノ
ス
チ
」
と
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
報
道

４
 
「
国
家
主
義
的
社
会
主
義
」
の
情
報
支
配
と
矛
盾

①
Ｊ
・
オ
ー
ウ
ェ
ル
 
コ
九
八
四
年
』
と
Ｒ
・
レ
ー
ガ
ン
の

情
報
観
’二
○
世
紀
政
治
支
配
の
矛
盾

②
 
．
枚
岩
主
義
」
Ⅱ
政
治
・
経
済
・
社
会
・
文
化
の
一
党

制
国
家
に
よ
る
一
元
的
統
制
志
向

③
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
教
育
と
情
報
手
段
独
占
に
よ

る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
統
制

④
「
統
制
」
維
持
の
た
め
の
情
報
操
作
Ⅱ
情
報
ハ
ィ
ラ
ー
キ
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−、
テ
レ
ビ
の
普
及
、
妨
害
電
波

⑤
そ
の
矛
盾
Ⅱ
経
済
計
算
の
困
難
と
非
効
率
、
情
報
手
段
の

抵
抗
手
段
化
、
自
由
の
内
面
的
発
展
性

⑥
民
衆
情
報
の
結
節
点
と
し
て
の
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
討
論
の

広
場
）
」
と
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ

⑦
多
元
主
義
Ⅱ
軍
隊
型
「
鉄
の
規
律
」
「
民
主
集
中
制
」
に
対

す
る
情
報
民
主
主
義
の
原
理

⑧
東
欧
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
円
卓
会
議
」
型
運
動
と
西
欧
「
新

し
い
社
会
運
動
」
の
共
通
性

⑨
情
報
化
時
代
の
国
家
・
企
業
・
民
衆
Ⅱ
地
球
的
規
模
で
の

情
報
戦
争
の
も
と
で
の
民
衆
的
コ
ミ
ュ
’一
ケ
ー
シ
ョ
ン
と

パ
ソ
コ
ン
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ

（
参
考
文
献
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
取
材
班
『
か
く
し
て
革
命
は
国
境
を
越
え
た
』
日
本
放

送
出
版
協
会
、
一
九
九
○
年

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
『
社
会
主
義
の
二
○
世
紀
」
全
六
巻
、
日

本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
九
○
’九
二
年

ダ
ン
・
チ
ヨ
ゞ
ハ
ヌ
『
こ
の
目
で
み
た
政
権
の
崩
壊
』
日
本
放
送

出
版
協
会
、
一
九
九
○
年

伊
藤
千
尋
「
歴
史
は
急
ぐ
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
○
年

加
藤
哲
郎
『
社
会
主
義
と
組
織
原
理
Ｉ
」
窓
社
、
一
九
八
九

年
加
藤
哲
郎
「
東
欧
革
命
と
社
会
主
義
』
花
伝
社
、
一
九
九
○
年

加
藤
哲
郎
『
社
会
主
義
の
危
機
と
民
主
主
義
の
再
生
』
教
育
史

料
出
版
会
、
一
九
九
○
年

（
一
橋
大
学
教
授
）

中
マ
Ｕ
三
匹
〃
四

●

一 橋 論 叢 第 1 0 6 巻 第 4 号 (94）

4 1 0



一
1

･ 一 ・ 一 一

二二三ｱﾏ．.‐一＝
＝

＝

踊籾坊年1”31f{鰯愛“§'ﾔ矧扱．f,』上士第1I" ;  W q3.司苛宵溌[! "- "｡璽嘩別ぞ汀Ⅳ撫鈍年31TiII n l

評
ノ

特集＝大学自治の新しい展望

割

’ 9 6 9 NO . 9 0

己

4

Ｆ

’

Ｌ

ｈ

Ｉ

ｄ

■

０

Ｆ

』



一
一二

一
』一

一

五
列
〆
《
娠
巫
か
〈
浄
手
０
辛
云
淵
州
垂
覗
 
ソ
ヴ
ェ
ト
文
学
論
 
共
 
産
 
党
 
宣
 
言
九
ｏ
円

一
 
定
価
五
八
○
円
空
想
か
ら
科
学
へ
二
○
円

ソ
連
Ｍ
・
Ｅ
．
Ｌ
研
究
所
編
Ｍ
・
Ｅ
選
集
刊
行
会
訳
 
ア
ラ
ゴ
ン
著

一
 
菊
判
・
８
Ｐ
２
段
組
・
ク
ロ
ス
美
装
・
定
価
二
○
○
○
円

一
一

マ
 
ル
 
ク
 
ス
 
主
 
義
 
と
猿
が
人
間
に
な
る
誹
伽
小
織
部
一
八
○
円

現
 
代
 
イ
 
デ
 
オ
 
ロ
 
ギ
 
ー

寺
入
嘩
一
》
一
．
●
一
一
云
狸
Ⅷ
ユ
ー
調
上
田
鱗
一
郎
不
破
哲
三
箸
 
上
下
各
三
八
○
円
反
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
論
、
’一
一
艶
叩

フ
ォ
 
イ
 
エ
 
ル
 
バ
 
ッ
 
ハ
 
諭
 
九
○
円

マ
ル
ク
ス
Ⅱ
エ
ン
ゲ
ル
ス
蒋
却
岬
薪
塞
硫
嚥
雰
ル
”ス
 
主
 
義
 
と

国
民
文
庫
版
運
 
動
自
然
弁
証
法
Ⅲ
忘
鍜

一
上
川
耕
一
郎
将
定
価
五
五
○
円
 

店

家
族
・
私
有
財
産
・
国
家
の
起
漂
一
七
○
円

マ
ル
ク
ス
主
義
と

マ
ル
ク
ス
夫
人
の
生
涯
 
現
代
修
正
主
義
哲
学
”貧
国
ｄ
ｏ
”

一
聿
日

一

不
破
哲
三
箸
定
価
五
五
○
円
‐‐‐

ヴ
ィ
ノ
グ
ラ
ド
ス
ヵ
ァ
著
嶺
高
志
訳
定
価
六
五
○
円

資
本
論
二
四
菫
叩
恥

月

マ
ル
ク
ス
主
義
 
マ
ル
ク
ス
Ⅱ
エ
ン
ゲ
ル
ｍ
ｌ
虚
服

マ
ル
ク
ス
の
娘
た
ち
 
芸
術
論
研
究
ゞ
‐？
〃
・
ゞ
主
義
Ⅲ
｜
蝿
．
“

大

・
八
○
円
帝
国
主
義
論
 
一
二
○
円

一
一一

ヴ
ォ
ロ
ビ
ョ
ワ
、
・
ン
ネ
リ
’一
コ
ワ
特
岩
上
淑
卜
訳
 
定
価
六
五
○
円
フ
 
ラ
 
ン
 
ス

ー

］Ｉ
国
 
家
と
 
革
 
命
 
一
二
○
円

お
 
け
 
る
 
党
芸
術
 

一
○
○
円
唯
物
論
と
経
験
批
判
薗
皿
志
叩
叩

日
本
の
児
童
文
学
ゴ
‐ゴ
リ
、
γ
ス
ー
エ
フ
ス
渥
翼
」
‐児
適
５
”

①
総
論
 
緋
 
忠
道
蒋
 
四
六
判
定
仙
一
三
○
○
円
キ
 
ー
 
お
 
よ
 
び
ゴ
 
ー
リ
キ
ー

一
○
○
脚
カ
ー
 
ル
・
マ
ル
 
ク
ス
 
一
六
○
円

一

児
童
文
化
の
現
代
史
 
党
と
文
化
問
題
青
零
 
蹟
一
…

一

菅
忠
道
著
四
六
判
・
美
装
定
価
七
○
○
円

？
’

い
‘数
厘
０
姥
‐．
』
轡
声
・
Ｌ
趣
匪
供
，
，

１

企
昏
一
酵
薯
三
 
し
Ｆ
ゞ
や
〆
や
け
−
匹
刃
召
Ｐ
．
，
〃
由
 
鴫
》
砥
伽

論
 
一
○
○
円

ー

命

r -

哩

L
l

l

＃
1
4

血

＝

L

八
○
’'1

婦

人 ｜ 年
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再
編
の
突
破
口
と
す
る
こ
と
を
も
っ
ぱ
ら
ね
ら
っ
て
い
る
。

わ
が
党
は
、
政
府
、
自
民
党
の
こ
の
よ
う
な
策
謀
に
断
固
反
対
す
る
も
の
で

あ
る
」
、

日
本
共
産
党
は
、
さ
き
に
あ
げ
た
「
主
張
」
の
な
か
で
、
政
府
、
自
民
党
の

大
学
へ
の
干
渉
・
介
入
に
反
対
し
、
学
問
の
自
由
と
大
学
の
自
治
を
守
る
こ
と

の
重
要
な
意
義
を
強
調
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
今
日
の
深
刻
な
大
学
問
題
を

解
決
す
る
道
は
、
学
生
と
教
職
員
が
、
大
学
の
管
理
運
営
の
民
主
化
を
実
現

し
、
大
学
の
自
治
と
民
主
主
義
を
ま
も
り
、
教
育
、
研
究
の
自
主
的
、
民
主
的

発
展
の
た
め
に
共
同
し
て
た
た
か
う
以
外
に
な
い
」
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
学

生
、
大
学
院
生
、
教
職
員
が
、
政
府
、
自
民
党
の
大
学
の
自
治
破
壊
と
闘
い
、

ト
ロ
ツ
キ
ス
ト
の
策
動
を
排
除
し
、
大
学
ご
と
の
団
結
を
か
た
め
る
と
と
も

に
、
全
国
的
な
統
一
を
も
つ
よ
め
、
さ
ら
に
、
労
働
者
階
級
を
中
心
と
す
る
広

範
な
民
主
勢
力
の
一
翼
と
し
て
と
も
に
た
た
か
う
こ
と
こ
そ
が
、
大
学
問
題
解

決
の
真
の
力
に
な
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

共
産
党
の
こ
の
「
主
張
」
の
正
し
さ
は
、
い
ま
、
ト
ロ
ツ
キ
ス
ト
の
破
壊
活

動
の
い
っ
そ
う
の
激
化
と
、
政
府
、
自
民
党
の
ろ
こ
つ
な
介
入
と
い
う
新
事
態

の
な
か
で
、
ま
す
ま
す
あ
き
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

矛
盾
が
拡
大
し
、
事
態
が
複
雑
化
す
る
に
つ
れ
て
、
大
学
問
題
に
た
い
す

る
、
そ
の
他
の
諸
政
党
の
政
策
の
正
非
も
、
い
っ
そ
う
明
日
に
検
証
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

（
よ
し
わ
ら
じ
ろ
う
・
評
論
家
）

ヘ
ー
。
く
‐
‐
該
Ｏ
Ｇ
「
’
つ
く
‐
・
縁
．
、
‐
．
●
毎
．
、
‐
・
瀞
．
、
’
●
々
く
り
．
〃
印
、
鰯
。
″
。
。
、
。
・
・
く
０
．
く
、
‐
●
″
・
・
、
‐
“
。
Ｋ
‐
●
●
１
，
．
グ
ー
、
〃
く
・
く
量
Ｋ
《一

へ
口
絵
の
こ
と
ば

へ
「
三
四
郎
池
」

〈

亜〈
 
横
堀
角
次
郎

へ

〈

こ
の
池
は
漱
石
の
小
説
の
中
に
出
て
く
る
の
で
「
三
四
郎
池
」
と
へ

、〉
よ
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
庭
は
も
と
は
、
加
賀
百
万
石
の
庭
 
《

》
園
で
、
赤
門
と
共
に
、
東
京
の
名
所
で
あ
り
、
学
生
の
い
こ
い
の
場
 
へ

謎
 
と
も
な
っ
て
い
る
。

：
〈

〃

こ
の
画
面
の
中
央
の
、
時
計
台
の
あ
る
建
物
が
安
田
講
堂
で
あ
る
〈

〈

》

私
は
岸
田
さ
ん
（
劉
生
）
と
共
に
遇
し
た
鵠
沼
か
ら
本
郷
に
移
り
〈

〈、
 
住
ん
だ
の
は
、
小
杉
放
庵
先
生
が
、
こ
の
講
堂
の
壁
画
「
採
薬
、
採
《

◆

Ｐ『
果
」
の
絵
を
描
か
れ
る
の
で
助
手
に
選
ば
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
も
う
へ

〃

》

、
｝
 
五
十
年
以
前
か
ら
こ
の
周
辺
の
風
景
を
描
い
て
居
る
。
私
が
春
陽
会
へり

〆
 
．
 
》

へ
会
員
に
な
っ
た
時
の
作
品
も
こ
の
ほ
と
り
の
風
景
だ
っ
た
。
戦
後
再
 
《

へ
び
こ
こ
を
連
作
し
て
、
例
年
、
春
浅
い
三
月
始
め
か
ら
、
水
温
む
こ
 
《
》

ヘ
の
池
畔
で
仕
事
が
始
ま
る
。
桜
が
咲
き
初
め
、
そ
し
て
散
り
、
若
芽
 
〈

、
が
燃
え
る
頃
、
漸
く
完
成
に
近
づ
く
。
約
二
ヵ
月
、
展
覧
会
ぎ
り
ぎ
へ

《
・

》

ヘ
 
リ
に
筆
を
お
く
。
こ
こ
は
静
か
で
あ
る
こ
と
が
よ
い
。
東
京
に
も
こ
 
く

へ
 
ん
な
静
か
な
と
こ
ろ
が
有
る
の
か
と
初
め
て
来
た
人
は
言
う
。
私
に
 
（

、
用
の
あ
る
人
は
よ
く
こ
こ
へ
訪
ね
て
く
れ
る
。
昨
春
は
学
生
の
デ
モ
〈

〆

、

へ
の
声
を
聞
き
な
が
ら
仕
事
を
し
た
。

寺

少

こ
の
絵
は
昨
秋
東
京
都
主
催
の
「
芸
術
に
現
わ
れ
た
東
京
百
年
 
へ

〈（
、
 
展
」
に
出
品
し
た
も
の
で
あ
る
。
（
撮
影
・
本
間
鉄
雄
）
〈
 
．
、
ｑ
）

、
〆
（
ろ

グヂ
・
‐
ゞ
、
．
●
鞍
‐
、
，
“
●
．
‐
座
、
ノ
ー
。
、
ノ
．
．
・
、
“
●
．
．
．
、
ノ
ー
、
．
”
〃
，
、
ノ
‐
、
／
，
託
／
‐
、
〃
‐
、
夕
●
，
、
〃
，
‐
、
。
▽
，
．
、
ノ
ー
、
Ｊ
・
’
、
ノ
則
、
．
／
良

〉
映

I

大学の自治をめく･る政党の態度

〆

汐

、

対

、

I



「
ノ
ン
・
ポ
リ
」
と
は

「
ノ
ン
・
セ
ク
ト
」
と
は

編
集
部
東
大
闘
争
を
は
じ
め
と
す
る
こ
ん
ど
の

大
学
民
主
化
闘
争
の
た
か
ま
り
の
過
程
で
、
こ
れ
ま

で
は
自
治
会
に
も
積
極
的
に
結
集
し
て
こ
な
か
っ
た

り
、
あ
る
い
は
ほ
と
ん
ど
無
関
心
に
近
い
状
態
で
あ

っ
た
学
生
が
、
じ
っ
に
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
闘
争

に
参
加
し
て
い
ま
す
。
一
般
の
新
聞
で
は
．
般
学

生
」
「
中
間
派
」
「
ノ
ン
・
セ
ク
ト
」
「
ノ
ン
・
ポ

リ
」
な
ど
と
い
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
き
ょ
う

は
こ
う
い
う
学
生
た
ち
が
大
学
の
自
治
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
何
を
感
じ
、
何
を
考
え
て
き
た
の
か
と
い

う
こ
と
を
中
心
に
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

江
口
 
「
ノ
ン
・
ポ
リ
」
と
か
「
ノ
ン
・
セ
ク
ト
」

と
か
申
し
ま
す
け
れ
ど
も
、
学
生
を
「
三
派
系
」
と

か
「
民
青
系
」
と
か
い
う
ふ
う
に
機
械
的
に
わ
け
て

朴
 
郎

ｌ
東
京
大
学
教
授

藤
 
静
 
夫

ｌ
東
京
教
育
大
学
助
教
授

野
 
淳

ｌ
私
立
大
学
助
教
授
（
匿
名
）

島
 
一
 
夫

▲

ｌ
東
京
大
学
 
（
匿
名
）

本
 
衛

ｌ
東
京
大
学
学
生
（
匿
名
）

田
 
欽
 
也

ｌ
東
京
大
学
学
生
（
匿
名
）

司
会
Ⅱ
編
集
部

考
え
る
こ
と
自
身
に
す
で
に
問
題
が
あ
る
と
思
う
の

で
す
が
、
「
ノ
ン
・
ポ
リ
」
と
か
「
ノ
ン
・
セ
ク
ト
」

と
か
い
わ
れ
て
い
る
存
在
に
つ
い
て
は
い
っ
そ
毒
九
麺
司

鐡
脚
却
剥
到
騨
燭
謬
も
つ
も
の
と
し
て
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

山
本
「
ノ
ン
・
ポ
リ
」
と
「
ノ
ン
・
セ
ク
ト
」

と
は
い
ま
で
は
同
じ
で
は
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
ん

で
す
よ
ね
。
東
大
闘
争
の
は
じ
め
の
こ
ろ
は
「
自
分

は
ノ
ン
・
ポ
リ
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
に
た
い
し

譲
議
鱗

騨
鱗
鍵
》ロ・ず。。

。
。
。■阜ｑ
Ｃ
ｐ，ＬＬ。。■。Ｄ■
■。’

翻
斗
飛
愁
訟
醐
四

ｍ

咽
帥
。
陛

・
，
ｂ
・
・
ロ
０
Ｊ
。
．

。’
◇
Ｄ禽
口
・
申
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》
 
月
忌
 
人
間
と
い
う
も
の
は
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
な
も

の
で
あ
っ
て
、
主
観
的
に
ノ
ン
・
ポ
リ
で
あ
る
と
思

っ
て
い
て
も
、
な
ん
ら
か
の
か
た
ち
で
政
治
的
な
立

場
に
共
鳴
せ
ざ
る
を
え
な
い
し
、
ま
た
共
鳴
し
な
い

と
い
う
こ
と
も
ひ
と
つ
の
政
治
的
な
立
場
に
な
る
、

と
い
う
こ
と
が
、
機
動
隊
の
導
入
と
医
学
部
問
題
の

こ
ろ
か
ら
い
わ
ば
考
え
な
お
さ
せ
ら
れ
て
き
た
。
最

近
で
は
も
う
ほ
と
ん
ど
「
ノ
ン
・
ポ
リ
」
と
い
う
こ

と
ば
は
き
か
れ
ま
せ
ん
。
今
日
の
状
況
で
は
な
ん
ら

か
の
立
場
と
い
う
も
の
を
主
体
的
に
表
明
せ
ざ
る
を

え
な
い
、
ま
た
表
明
し
な
け
れ
ば
自
分
の
勉
学
を
受

け
る
権
利
と
か
、
卒
業
す
る
権
利
と
か
、
大
学
に
お
け

る
学
生
の
基
本
的
権
利
が
現
実
に
奪
わ
れ
て
ゆ
く
。

そ
れ
で
は
ど
う
い
う
運
動
を
す
す
め
る
か
と
い
う
こ

と
が
、
「
ノ
ン
・
ポ
リ
」
と
い
わ
れ
て
き
た
人
た
ち

の
問
題
に
な
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。
そ
の
さ
い
に
、

ひ
っ
か
か
る
の
が
「
マ
ス
・
コ
ミ
」
な
ど
で
い
わ
れ

て
い
る
「
日
共
系
」
と
「
反
日
共
系
」
の
対
立
と
い

う
形
で
出
さ
れ
て
い
た
、
「
セ
ク
ト
」
と
 
．
 
般
学

ｑ
Ｂ

生
」
と
い
う
わ
け
か
た
な
ん
で
す
ね
。
東
大
闘
争
の

ぱ
あ
い
へ
「
ノ
ン
・
セ
ク
ト
」
と
い
わ
れ
る
部
分
が

運
動
の
前
面
に
出
て
き
た
の
は
、
十
一
月
の
図
書
館

封
鎖
ｌ
「
全
学
共
闘
会
議
」
が
「
全
学
バ
リ
ケ
ー

ド
封
鎖
」
と
い
う
こ
と
を
い
い
は
じ
め
た
と
き
ｌ

で
す
が
、
「
日
共
系
」
や
「
全
共
闘
系
」
な
ど
町
Ⅷ

／
テ
ル
を
は
‐り
つ
け
ら
れ
な
い
制
到
判
姻
繩
測
郵
、
訓
刹
刊

４
‐ 

！
‐１
１
１
．
１
１
１
ｒ

Ｉきるとい
う
こ
と
で
、
相
対
的
に
自
立
Ｍ
制
園
訓
蓉

組
ん
で
い
っ
た
わ
け
で
す
ｐ

編
集
部
六
○
年
安
保
闘
争
の
こ
ろ
に
も
、
ト
ロ

ツ
キ
ス
ト
の
影
響
は
学
生
運
動
の
な
か
に
か
な
り
あ

り
ま
し
た
が
、
「
ノ
ン
・
セ
ク
ト
」
を
標
傍
し
て
行

動
し
た
学
生
は
な
か
っ
た
で
す
ね
。

湯
島
そ
う
で
す
ね
。
い
ま
の
東
大
闘
争
も
、
安

保
闘
争
の
場
合
と
は
だ
い
ぶ
ん
ち
が
っ
て
き
て
い
ま

す
。
動
か
な
い
学
生
と
い
う
の
は
あ
る
意
味
で
は
一

人
も
い
な
い
の
で
、
そ
の
動
き
か
た
が
「
ノ
ン
・
セ

ク
ト
」
的
、
「
ノ
ン
・
ポ
リ
」
的
学
生
で
あ
る
と
い

う
だ
け
だ
と
お
も
い
ま
す
。
根
元
か
ら
学
生
が
揺
さ

ぶ
ら
れ
た
と
い
う
意
味
で
は
、
「
ノ
ン
・
セ
ク
ト
」

や
一
般
学
生
を
利
用
し
よ
う
と
い
う
勢
力
が
あ
り
ま

す
か
ら
、
マ
イ
ナ
ス
面
も
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

総
剖
印
し
て
割
剃
利
削
割
莉
御
却
圓
利
叫
雪
劉
刺
利
即
廻
瑚
佃
詞
湘
到
和
訓
訓
ぺ

Ｉ
を
む
い
て
い
ろ
と
い
え
ま
す
ね
。

佐
藤
「
ノ
ン
・
ポ
リ
」
と
か
「
ノ
ン
・
セ
ク

ト
」
と
か
昨
年
か
ら
い
わ
れ
て
き
た
こ
と
自
体
が
、

一
面
で
は
学
生
の
大
多
数
が
た
ち
あ
が
っ
た
こ
と
を

示
し
て
い
ろ
と
思
い
ま
す
が
、
反
面
そ
れ
を
こ
と
さ

□
甲

ら
外
か
ら
固
定
化
し
て
説
明
し
て
い
る
面
も
あ
り
ま

す
ね
。

、
ｅ

Ｆ
ｐ
。
←
ｒ
ケ
ｆ
’Ｄ

七
一
宮
ｂ
Ｌ
■

湯
島
安
保
の
と
き
に
「
市
民
主
義
」
と
い
う
の

ｊ
 
マサ
ｇ
廷

が
あ
り
ま
し
た
で
す
ね
。
「
市
民
主
義
」
と
い
う
の

は
、
い
ま
わ
れ
わ
れ
が
使
う
こ
と
ば
で
い
え
ば
、

「
ノ
ン
・
ポ
リ
」
「
ノ
ン
・
セ
ク
ト
」
な
わ
け
で
す

よ
。
し
か
し
東
大
闘
争
の
場
合
で
は
、
安
保
当
時
か

ら
い
わ
れ
、
今
も
一
部
の
政
治
学
者
の
も
ち
あ
げ
る

「
市
民
主
義
」
が
、
有
効
に
は
た
ら
い
た
と
は
い
え

な
い
。
二
つ
の
大
集
会
の
衝
突
を
「
マ
ス
・
コ
ミ
」

が
お
も
し
ろ
そ
う
に
予
想
し
た
十
一
月
二
十
二
日
の

と
き
に
、
非
暴
力
活
動
と
い
う
こ
と
で
一
時
プ
ッ
ト

・
ラ
イ
ト
を
あ
び
た
よ
う
な
か
た
む
き
は
あ
り
ま
す

け
れ
ど
も
、
理
論
的
に
「
市
民
主
義
」
を
バ
ッ
ク
・

ア
ッ
プ
す
る
よ
う
な
議
論
が
あ
っ
て
、
「
ノ
ン
・
ポ

リ
」
と
か
「
ノ
ン
・
セ
ク
ト
」
が
も
て
は
や
さ
れ
た

と
い
う
よ
う
な
気
配
は
な
い
。
「
ノ
ン
・
ポ
リ
」
と

か
「
ノ
ン
・
セ
ク
ト
」
が
安
保
後
に
、
「
市
民
主

義
」
の
立
場
が
、
統
一
戦
線
と
は
別
な
有
効
性
を
も

つ
か
の
よ
う
に
も
て
は
や
さ
れ
た
こ
と
と
は
、
だ
い

ぶ
様
相
が
ち
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

学
生
の
意
識
の
ひ
と
つ
の
形

吉
野
現
代
の
学
生
の
意
識
と
い
う
こ
と
を
問
題

に
す
る
場
合
に
、
さ
い
き
ん
知
っ
た
例
が
あ
り
ま

す
。
あ
る
大
学
で
去
年
の
秋
か
ら
暮
れ
に
か
け
て
、

ち
ょ
っ
と
し
た
問
題
が
あ
っ
た
ん
で
す
が
、
そ
れ
に

関
連
し
て
一
年
生
の
あ
る
ク
ラ
ス
が
ク
ラ
ス
決
議
を
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出
し
た
ん
で
す
。
そ
の
決
議
と
い
う
の
は
三
つ
あ
っ
見
で
す
ね
。
ア
メ
リ
カ
文
化
が
退
廃
し
て
い
る
と
い

て
、
ひ
と
つ
は
文
化
祭
の
実
行
委
員
会
が
出
し
た
文
 
う
こ
と
自
身
か
た
よ
っ
て
い
る
と
い
う
い
い
か
た

化
祭
の
方
針
書
が
け
し
か
ら
ん
と
い
う
決
議
な
ん
で
は
、
い
わ
ば
政
治
的
問
題
に
目
を
向
け
る
ま
で
、
ジ

す
。
ど
こ
が
け
し
か
ら
ん
か
と
い
う
と
、
文
化
の
問
 
ヤ
ー
ナ
リ
ズ
ム
や
文
部
省
の
教
育
に
よ
っ
て
自
然
に

題
で
現
在
の
日
本
文
化
の
あ
り
か
た
は
ア
メ
リ
カ
文
 
持
た
さ
れ
て
い
る
ご
く
常
識
的
な
意
見
で
し
ょ
う
。

化
の
影
響
を
受
け
て
、
非
常
に
退
廃
的
植
民
地
的
に
そ
れ
は
一
方
で
は
全
学
連
う
ん
ぬ
ん
は
け
し
か
ら
ん

な
っ
て
い
る
と
書
い
て
あ
る
が
、
こ
れ
は
ひ
じ
よ
う
 
と
い
う
こ
と
と
も
結
び
つ
く
。
と
こ
ろ
が
そ
の
な
か

に
一
方
的
な
意
見
で
あ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
文
化
は
退
 
の
学
生
参
加
の
要
求
と
い
う
の
は
、
こ
れ
は
た
と
え

廃
的
で
あ
り
、
社
会
主
義
文
化
が
そ
の
ま
ま
正
し
い
ば
十
年
前
の
安
保
闘
争
の
こ
ろ
、
あ
る
い
は
わ
れ
わ

か
の
よ
う
な
、
ひ
じ
ょ
う
に
偏
見
に
み
ち
た
意
見
で
 
れ
が
学
生
だ
っ
た
こ
ろ
の
五
○
年
代
だ
と
、
学
長
選

あ
っ
て
け
し
か
ら
ん
と
い
う
決
議
な
ん
で
す
。
第
二
 
挙
、
総
長
選
挙
に
学
生
の
選
挙
権
を
要
求
す
る
と
い

の
決
議
は
、
こ
の
学
園
の
高
校
を
大
学
の
方
に
も
つ
う
こ
と
で
も
、
宣
伝
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
は
あ
り
え
て

て
こ
よ
う
と
い
う
決
定
を
、
学
生
に
は
か
る
こ
と
な
 
も
、
実
際
に
ク
ラ
ス
決
議
を
す
る
な
ん
て
、
思
い
も

し
に
理
事
会
・
教
授
会
が
き
め
た
の
は
け
し
か
ら
ん
 
よ
ら
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
が
出
て
い
る
。

と
い
う
、
つ
ま
り
大
学
参
加
の
要
求
で
す
ね
。
第
三
 
そ
の
へ
ん
が
い
ま
の
学
生
の
状
況
を
、
ひ
じ
ょ
う
に

の
声
明
は
去
年
の
夏
に
全
学
連
大
会
が
開
か
れ
た
と
 
集
中
的
に
も
の
が
た
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
た
ん

き
、
そ
の
自
治
会
は
加
盟
し
て
な
い
の
だ
そ
う
で
す
 
で
す
ね
。

が
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
を
派
遣
し
た
、
そ
れ
が
け
し
か
 
だ
か
ら
安
保
の
こ
ろ
に
は
な
か
つ
．
た
 
「
ノ
ン
・

ら
ん
と
い
う
ん
で
す
ね
。
つ
ま
り
、
い
ま
の
学
生
運
ポ
リ
」
と
か
「
ノ
ン
・
セ
ク
ト
」
と
か
が
い
ま
出
て

動
に
は
い
く
つ
か
の
セ
ク
ト
が
あ
り
、
こ
れ
は
そ
の
く
る
と
い
う
の
は
、
安
保
の
こ
ろ
に
は
、
あ
る
意
味

一
方
に
加
担
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
け
し
か
で
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
な
関
心
を
も
っ
て
い
る
部
分
し
か

ら
ん
と
い
う
わ
け
で
す
。
動
か
な
か
っ
た
の
が
、
い
ま
は
学
生
の
権
利
と
い
う

こ
の
三
つ
の
ク
ラ
ス
決
議
の
話
を
聞
い
て
、
「
は
 
か
、
学
生
の
自
己
主
張
と
い
う
点
で
ノ
ン
・
ポ
リ
テ

は
あ
」
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
，
第
一
の
決
議
は
、
ひ
貝
イ
カ
ル
な
層
も
含
め
て
、
ほ
と
ん
ど
全
学
生
の
問
題

じ
よ
う
に
素
朴
な
、
ま
さ
に
「
ノ
ン
・
ポ
リ
」
の
意
 
に
な
う
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
ん
で
す

ね
。
そ
こ
の
状
況
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
。
全
学

連
の
運
動
に
し
て
も
、
・
六
○
年
安
保
の
と
き
に
、
ト

ロ
ツ
キ
ス
ト
が
指
導
部
を
握
っ
て
い
て
、
そ
の
後
壊

滅
状
態
に
な
っ
た
の
が
再
建
さ
れ
た
。
つ
ま
り
そ
れ

は
か
な
り
の
政
治
的
関
心
を
も
っ
て
い
る
層
の
な
か

に
、
民
青
な
り
全
学
連
の
方
針
が
、
基
本
的
に
は
正

し
い
こ
と
と
し
て
認
め
ら
れ
て
き
た
過
程
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
こ
か
ら
運
動
が
学
生
の
権
利
、
主
張
と

い
う
こ
と
で
、
も
う
ひ
と
ま
わ
り
大
き
く
な
っ
た
時

期
に
な
る
と
、
素
朴
な
政
治
不
信
だ
と
か
、
あ
る
い

は
政
党
不
信
、
こ
れ
は
ト
ロ
ツ
キ
ス
ト
の
い
う
既
成

革
新
勢
力
へ
の
不
信
と
い
う
よ
う
な
も
の
よ
り
も
、

さ
ら
に
も
っ
と
以
前
の
次
元
の
も
の
が
、
大
き
く
作

用
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
の
で
す
。
わ
れ
わ
れ
が
政

治
的
関
心
を
も
ち
は
じ
め
た
初
期
で
も
、
政
府
は
悪

い
が
、
ど
う
も
社
会
党
に
も
満
足
で
き
な
い
し
共
産

党
に
も
ち
ょ
っ
と
つ
い
て
い
け
な
い
と
い
う
よ
う
な

感
じ
を
も
つ
時
期
と
い
う
の
は
、
や
は
り
あ
っ
た
と

思
う
ん
で
す
ね
八
恥
”わ
れ
の
こ
ろ
に
は
、
そ
の
意

識
が
つ
き
つ
め
ら
れ
、
い
っ
た
ん
ど
こ
か
で
否
定
さ

れ
な
け
れ
ば
政
治
活
動
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
し
、

政
治
的
な
自
己
主
張
が
で
き
な
か
っ
た
問
題
状
況
で

あ
っ
た
の
が
、
い
ま
は
ト
ロ
ッ
キ
ズ
ム
が
あ
り
、
修

正
主
義
が
あ
り
、
何
々
が
あ
り
と
い
う
状
況
の
な
か

で
、
共
産
主
義
と
か
マ
ル
ク
ス
主
義
と
か
に
た
い
す

▲

酢

心
、
ざ

1
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ろ
偏
見
を
、

浜
」
４
℃
、

素
朴
な
、

面
と
マ
イ
ナ
ス
面
を
正
し
く
理
解
す
る
の
に
失
敗
す

諏
岬
叩
矧
鮒
Ⅷ
洲
剖
囲
列
州
司
す
。

佐
藤
い
ま
は
「
ノ
ン
・
ポ
リ
」
と
い
う
よ
う
な

も
の
は
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
し
、
そ
う
い
う
立
場
自

体
が
東
大
の
場
合
は
あ
り
え
な
い
と
い
う
お
話
は
よ

く
わ
か
り
ま
す
。
そ
こ
で
話
は
ち
ょ
っ
と
ち
が
う
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
現
代
の
大
学
生
の
意
識
と
い
う

こ
と
を
考
え
る
場
合
に
、
高
校
教
育
の
現
状
と
い
う

こ
と
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
就
職
志
望
者
と

受
験
志
望
者
と
を
区
別
し
、
受
験
志
望
の
方
も
志
望

校
別
に
あ
つ
か
っ
て
、
○
×
式
の
受
験
一
本
で
や
っ

て
き
た
。
い
わ
ば
環
境
と
し
て
も
「
ノ
ン
・
ポ
リ
」

で
な
く
て
は
は
い
れ
な
い
と
い
う
受
験
の
実
状
と
の

関
係
も
あ
っ
た
。
そ
れ
で
、
や
れ
大
学
生
に
な
っ
た

と
い
う
と
き
に
、
自
分
の
教
育
環
境
な
り
あ
る
い
は

研
究
環
境
と
い
う
も
の
を
自
分
の
目
で
見
て
、
は
た

し
て
考
え
て
い
た
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
と
、
か
な

り
落
胆
す
る
よ
う
な
と
こ
ろ
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
中
学
校
か
ら
高
等
学
校
を
通
じ
て
の
い
ま
の

教
育
環
境
の
な
か
で
、
自
分
た
ち
の
力
で
こ
れ
を
ど

う
い
う
ふ
う
に
具
体
的
に
解
決
す
る
か
と
い
う
こ
と

で
、
ほ
と
ん
ど
具
体
的
な
方
向
を
考
え
る
よ
う
な
環

境
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
の
問
題
も
考
ぇ
な

防
伽
眸
瞠
謄
咋
膵
榊
仕
偲
い
ま
す
。

の
大
学
生
を
「
ノ
ン
・
ポ
リ
」
だ
、
「
ノ
ン
・
セ
ク

ト
」
だ
と
い
っ
て
せ
め

教
育
ま
で
ふ
く
め
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
キ
ェ
９
。
．

は
じ
め
は
「
ノ
ン
・
ポ
リ
」
だ
っ
た
が

司
会
宮
田
さ
ん
が
ご
存
知
の
友
だ
ち
な
ど
は
大

学
に
た
い
し
て
ど
う
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
た
の
か

話
し
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。
、

宮
田
ぼ
く
自
身
、
は
じ
め
は
ほ
と
ん
ど
全
く
の

「
ノ
ン
・
ポ
リ
」
で
、
六
月
二
十
一
日
の
最
初
の
ス

ト
に
賛
成
し
た
と
き
に
は
、
や
は
り
医
学
部
処
分
が

人
道
的
に
み
て
、
ち
ょ
っ
と
ひ
ど
す
ぎ
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
か
ら
も
う
ひ
と
つ
は
大
学

の
な
か
に
機
動
隊
を
一
方
的
に
い
れ
て
、
学
生
の
自

治
、
あ
る
い
は
大
学
の
自
治
を
破
壊
し
た
と
い
う
こ

と
、
そ
う
い
う
こ
と
に
た
い
す
る
抗
議
の
行
動
と
し

て
賛
成
し
た
ん
で
す
。
ぼ
く
の
学
科
な
ん
か
は
保
守

的
な
部
分
が
大
き
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
点
で

は
み
ん
な
一
致
し
て
い
た
と
思
う
ん
で
す
。
そ
の
後

ど
う
変
わ
っ
て
い
っ
た
か
と
い
う
と
、
ぼ
く
自
身
の

場
合
は
大
学
に
お
い
て
学
生
の
権
利
と
い
う
も
の
が

ま
っ
た
く
無
視
さ
れ
て
い
る
の
は
け
し
か
ら
ん
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
、
最
初
は
問
題
を
学
内
だ
け
に
限

っ
て
考
え
て
い
た
。
そ
う
い
う
学
生
が
ひ
じ
ょ
う
に

多
か
っ
た
と
い
え
ま
す
。
も
っ
と
も
、
そ
の
よ
う
な

学
生
の
中
に
は
、
自
分
が
講
義
を
受
け
る
こ
と
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
価
値
の
方
が
、
大
学
改
革
の
価

値
よ
り
も
大
き
い
と
し
て
ス
ト
ラ
イ
キ
闘
争
に
反
対

の
人
も
か
な
り
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
ぼ
く
自
身
の

場
合
は
渡
辺
洋
三
先
生
の
話
を
聞
く
機
会
が
あ
っ
た

り
、
友
だ
ち
と
話
し
あ
っ
た
り
も
し
て
、
こ
の
闘
争

と
い
う
も
の
を
階
級
闘
争
の
一
環
と
し
て
と
ら
え
な

い
か
ぎ
り
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
な
い

し
、
正
し
く
解
決
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
な
い
と
い
う

て
も
、
高
校
な
り
中
学
校

い
わ
ば
、
一
度
も
そ
こ
で
否
定
し
な
い
１あると思う

ん

で
す
。だ

か
ら
、
そ
う
い
う
状
況
を
う
み
出
し
、
し
か
も

そ
の
状
況
か
ら
学
生
諸
君
を
さ
ら
に
も
う
一
歩
前
進

さ
せ
え
な
く
し
て
い
る
重
要
な
障
害
の
ひ
と
つ
に
、

ト
ロ
ッ
キ
ズ
ム
そ
の
他
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
明
ら

か
だ
し
、
重
要
な
問
題
で
あ
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ

Ｆ
激
た
刎
訓
釧
剴
制
割
剥
列
即

’１
列
ソ
咀
剥
Ⅲ
４
１
羽
勺
ン

あ
る
い
は
そ
こ
か
ら
ち
ょ
っ
と
踏
み

Ｆ

ｂ
−
ｐ
▽
『
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こ
と
に
気
が
つ
い
て
、
い
ま
東
大
民
主
化
行
動
委
員

ノ
会
を
積
極
的
に
支
持
し
て
行
動
し
て
い
る
わ
け
で
す

け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
な
っ
た
の
は
十
一
月

の
全
学
封
鎖
が
行
な
わ
れ
よ
う
と
し
た
こ
ろ
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
大
学
運
営
へ
の
学
生
参
加
を
要
求
し
な

い
「
全
共
闘
」
を
支
持
す
る
グ
ル
ー
プ
が
い
る
わ
け

で
、
彼
ら
は
、
十
把
一
か
ら
げ
に
す
れ
ば
、
大
学
当

局
に
対
し
「
た
た
か
う
実
体
」
を
認
め
ろ
と
い
っ
て

い
る
ん
で
す
。

仏

Ｙ

〃
，
細
鉦
馳
罪
討
酔
い
嘩
押
詑
諦
亦
罪
岬
盤
罪
恥
碓
小
小
畔
岬

て
そ
う
制
引
創
洲
刈
引

会
の
階
級
闘
争
の
一

環
川
副
凶
可
剖
創
副
剥
引
創
馴
訓
こ
と
に
な
れ
ば
。
副
司
劃

同
じ
考
え
か
た
を
し
な
い
と
い
け
な
く
な
る
ぞ
と
い’

瓠
刈
釧
剤
例
刻
１
司
風
副
副
間
」
（
反
民
青
感
情
）
が

大
き
く
作
用
凶
刊
訓
剥
幽
劉
副
詞
剛
岡
到
到
刎
刊
剛
到
訓

ｌう
ん
じ
ゃ
な
い
加
川
訓
剖
副
州
削
割
列
刎
制
計
吋
ｖ
Ｖ

Ｆ
吉
野
反
民
青
感
情
っ
て
い
う
の
は
ど
う
い
う
こ

と
な
ん
で
す
か
。
い
ま
わ
た
し
が
し
ゃ
べ
っ
た
よ
う

１

１

な
、
ご
く
素
朴
な
、
子
ど
も
の
と
き
か
ら
植
え
つ
け

則
測
旬
Ⅷ
訓
剖
劉
制
１
罰
抑
湖
そ
の
ま
ま
き
て
い
る
とｌ

州
刑
訓
州
郡
州
訓
珂
司
幽
釧
副
ご
瓢
引
ん
で
荊
測
１
判
可

■
■
■
■
■
■
■
■
■
‐。

・
臣
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
−
■
■
■
■
ｐ
Ｕ
Ｉ
ｌ
Ｒ
■

ｍ
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
ほ
か
に
何
が
あ
る
の
で
す

弘
◎
力

〃
反
民
青
感
情
“の
由
来

山
本
ひ
と
つ
は
い
ま
お
っ
し
ゃ
っ
た
も
の
だ
と

思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
も
う
ひ
と
つ
は
こ
れ
は
積

極
面
で
も
あ
る
わ
け
で
す
が
、
六
○
年
以
降
の
学
生

運
動
が
全
学
連
を
乗
っ
取
っ
て
い
た
ト
ロ
ツ
キ
ス
ト

た
ち
に
よ
っ
て
崩
壊
さ
せ
ら
れ
て
、
そ
の
あ
と
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
分
裂
し
て
、
学
生
運
動
全
体
が
沈
滞
し

て
い
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
大
学
管
理
法
反
対
闘
争
と
か

個
別
な
闘
争
は
あ
っ
た
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
全

体
と
し
て
の
学
生
運
動
を
統
一
し
て
い
く
と
い
う
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
時
期
、
こ
う
い
っ
た
時
期
に
生

ま
れ
た
ひ
と
つ
の
意
識
だ
と
思
い
ま
す
。
学
生
運

動
と
い
う
の
は
い
わ
ゆ
る
活
動
家
が
や
る
も
の
で
あ

っ
て
、
自
分
た
ち
は
そ
の
受
益
者
で
あ
る
と
い
う
ふ

う
な
意
識
が
あ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
そ

れ
が
こ
ん
ど
の
東
大
闘
争
の
よ
う
な
大
闘
争
、
あ
る

い
は
そ
れ
以
前
の
早
稲
田
の
授
業
料
値
上
げ
反
対
闘

争
と
か
に
な
っ
て
く
る
と
、
ど
う
し
て
も
そ
こ
で
運

動
に
参
加
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
分
が

運
動
に
参
加
し
て
い
く
場
合
に
、
一
般
的
に
は
自
治

会
民
主
主
義
が
貫
か
れ
て
い
る
な
ら
ば
そ
こ
で
自
分

た
ち
の
学
部
、
ク
ラ
ス
、
ゼ
ミ
な
ど
で
討
論
を
お
こ

し
て
、
そ
こ
で
選
ば
れ
た
執
行
部
の
指
導
に
つ
い
て

い
け
ば
い
い
と
い
う
ふ
う
に
な
る
と
思
う
ん
で
す
け

れ
ど
も
、
実
際
の
学
生
運
動
と
い
う
も
の
は
そ
れ
ほ

４

ど
、
学
生
全
体
の
運
動
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
９

と
は
い
え
な
い
側
面
も
あ
る
わ
け
で
す
ね
。
執
行
部

ま
か
せ
の
運
動
の
な
か
で
つ
ち
か
わ
れ
て
き
た
意
識

が
「
平
時
の
民
青
、
非
常
時
の
三
派
」
と
い
う
ふ
う

な
…
…
。
（
笑
い
）
要
求
の
闘
争
、
あ
る
意
味
で
は

ご
く
あ
た
り
ま
え
な
闘
争
を
や
れ
ば
「
民
青
」
で
あ

っ
て
、
実
際
に
大
闘
争
に
な
っ
て
く
る
と
、
い
わ
ゆ

る
民
青
系
の
運
動
に
ど
こ
ま
で
つ
い
て
い
け
る
か
、

ひ
と
り
ひ
と
り
の
学
生
自
身
が
試
し
た
こ
と
も
な
か

っ
た
。
そ
う
い
う
契
機
を
あ
た
え
て
く
れ
る
の
は
だ

い
た
い
に
お
い
て
、
ト
ロ
ツ
キ
ス
ト
の
側
の
方
が
多

か
っ
た
。
ほ
ん
と
う
は
そ
う
じ
ゃ
な
い
の
で
、
こ
れ

は
ぼ
く
た
ち
の
問
題
提
起
が
少
な
か
っ
た
か
ら
だ
と

も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
和
訓
副
制
到
に
ぽ
炉
両
細
訊

と
、
ど
う
し
て
も
執
行
部
ま
か
せ
と
い
う
こ
と
に
は
ｌ

劉
釧
副
な
く
な
っ
て
く
る
。
自
分
た
ち
も
主
体
的
に
た

別
あ
が
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
さ
い
に
、
い

刈
判
到
刊
剖
割
迩
何
訓
側
州
制
Ⅶ
Ⅶ
可
斗
剖
洲
州
勁
則
刻
呵
郡

Ⅶ
側
側
面
剖
釧
可
可
Ⅷ
列
河
瑚
司
す
。
ト
ロ
ツ
キ
ス

ト
の
場
合
は
無
責
任
に
権
力
と
の
挑
発
を
く
り
か
え

す
こ
と
に
よ
っ
て
権
力
の
弾
圧
を
ひ
き
出
し
、
そ
の

心
癒

I

’

わ
ゆ
ろ
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i
I
i
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尻
ぬ
ぐ
い
を
学
生
全
休
に
お
し
つ
け
、
学
生
に
責
任

を
転
化
し
て
ゆ
く
。
そ
こ
で
学
生
も
考
え
こ
ま
ざ
る

を
え
な
い
。
ひ
じ
ょ
う
に
ま
ち
が
っ
た
方
向
で
す
け

れ
ど
、
そ
う
い
う
現
実
が
あ
る
わ
け
で
す
。
こ
う
い

う
大
闘
争
に
な
る
と
、
執
行
部
不
信
と
い
う
も
の
が

そ
の
ま
ま
「
反
民
感
情
」
に
移
っ
て
い
く
と
い
う
こ

と
が
東
大
の
場
合
と
く
に
工
学
部
な
ん
か
に
は
出
て

い
ま
す
ね
。

客
観
的
条
件
と
意
識
の
落
差

ｌ

汽
潮
印
刑
副
副
罰
利
荊
棚
制
到
鈍
踊
河
到
州
川
釦
鯏
卿
同
劃
き
な
い
面

が
あ
る
と
、
な
に
か
外
か
ら
押
し
つ
け
ら
れ
て
、

膨
峠
胸
勵
肪
心
吻
惨
勵
狩
“と
い
引
洲
制
創
刊
劃
到
け

と
っ
て
し
ま
い
が
ち
だ
。
自
分
が
ほ
ん
と
う
に
心
か

ら
そ
う
思
え
ば
、
ク
ラ
ス
な
り
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
な
り
、

あ
る
い
は
自
治
会
の
な
か
で
確
信
を
も
っ
て
や
れ
る

と
い
う
こ
と
に
自
然
に
な
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
具
体

的
な
大
学
民
主
化
、
あ
る
い
は
大
学
の
自
治
を
守

り
、
発
展
さ
せ
て
い
く
と
い
う
の
が
、
学
内
で
ど
こ

ま
で
可
能
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
意
識
は
ま
だ

十
分
で
は
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
気
が
す
る
。

宮
田
君
が
い
わ
れ
た
よ
う
に
、
研
究
・
教
育
条
件
の

改
善
、
あ
る
い
は
大
学
の
民
主
化
と
い
う
こ
と
も
階

級
闘
争
の
一
環
と
し
て
と
ら
え
な
い
か
ぎ
り
真
の
解

決
は
な
い
ん
だ
と
い
う
ふ
う
に
理
解
し
は
じ
め
た
人

は
、
大
学
民
主
化
の
勢
力
と
し
て
先
進
的
な
動
き
を

す
る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
大
学
全
体
の
自
治

を
、
具
体
的
な
手
続
き
で
も
っ
て
こ
う
守
り
、
こ
う

発
展
さ
せ
て
い
け
る
の
だ
と
い
う
確
信
と
方
向
が
、

ま
だ
必
ず
し
も
十
分
に
も
て
な
い

い
の
じ
ゃ
な
か
ろ
う
か
。
そ
こ
の

う
感
じ
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

江
口
い
ま
の
佐
藤
さ
ん
の
話
に
あ
る
よ
う
に
、

具
体
的
に
矛
盾
が
強
く
て
ひ
ど
い
段
階
に
達
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
は
、
そ
の
明
白
な
問
題
に
つ
い
て
の
関

心
が
強
ま
る
と
、
ど
う
し
て
も
そ
う
い
う
落
差
が
生

じ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
ね
。
東
大
で
問
題

の
は
じ
ま
っ
た
医
学
部
が
そ
う
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い

ま
す
し
、
新
聞
、
雑
誌
等
で
伝
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
に

よ
っ
て
も
、
日
大
な
ど
も
一
つ
の
典
型
的
な
例
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
問
題
が
こ
れ
ま
で
つ

も
り
つ
も
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
急
激
に
出
て
く
る

と
、
ど
う
し
て
も
そ
う
い
う
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ

な
い
で
す
ね
。

湯
島
そ
の
反
民
青
の
感
情
に
つ
い
て
で
す
け
れ

ど
も
、
ち
ょ
っ
と
論
争
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
東
大
に
限
っ
て
の
問
題
で
い
え
ば
、
「
全
共
闘
」

に
反
対
す
る
部
分
に
、
方
針
の
立
ち
お
く
れ
が
あ
っ

た
と
い
う
事
実
を
卒
直
に
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
は
な
い
か
。
方
針
の
立
ち
お
く
れ
は
、
も
っ
と

掘
り
さ
げ
て
い
く
と
、
荊
到
剖
州
列
剖
刎
洲
●
則
刎
削

１
つ

▲
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｉ
‐１
１
ト
ト
里
ｂ
‐

て
い
た
ん
じ
ゃ
な
ｌ

や
っ
て
い
っ
て
み
る
と
、
翻
刻
削
叫
却
却
到
釧
到
制
叩
痢
調
感

に
、
し
か
も
量
的
に
ぶ
厚
く
攻
淘
副
回
剴
訓
刈
司
切
刃

１
１
 
１

現
実
に
、
指
導
部
が
た
ち
お
く
れ
た
。
端
的
に
い
っ

て
青
医
連
問
題
ｌ
医
学
部
改
革
が
そ
れ
で
す
。

「
三
派
」
の
諸
君
が
先
に
手
を
う
っ
て
い
た
。
そ
の

時
点
で
は
明
ら
か
に
全
学
の
「
ノ
ン
・
ポ
リ
」
と
い

わ
れ
て
い
る
諸
君
を
彼
ら
が
引
き
ず
っ
て
い
っ
た
様

相
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
工
学
部
の

よ
う
な
、
い
ま
ま
で
ひ
と
つ
も
動
か
な
い
と
さ
れ
て

い
た
と
こ
ろ
の
大
き
な
部
分
が
、
つ
い
先
ご
ろ
ま
で

医
学
部
・
文
学
部
に
つ
づ
い
て
時
計
台
を
支
持
し
て

い
た
。
こ
の
現
実
は
外
側
か
ら
み
る
と
ひ
じ
ょ
う
に

わ
か
ら
な
い
よ
う
に
み
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

わ
た
し
た
ち
か
ら
み
れ
ば
逆
に
よ
く
わ
か
る
の
で
、

封
建
的
な
矛
盾
と
か
、
あ
る
い
は
近
代
管
理
の
矛
盾

な
ど
が
う
っ
積
し
て
い
る
、
つ
ま
り
論
眉
剰
艸
叩
勤
ば

恥
激
ル
い
と
こ
ろ
で

治
的
に
な
り
や
詞
吋
寸
，
制
域
鴻
到
副
燭
獄
割
鋼
測
封
劉
郡

ｆ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ

大
衆
が
見
捨
て

佐
藤

Ｊ
Ｌ

Ｆ

勺

■

ザ
 
罪
》

い
る
と

い
か
と
思
わ
れ
る
ふ

学
生
は
逆
に
ひ
州
可
司
九
回

こ
字
つ
い
》
っ
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こ
と
が
わ
た
し
の
記
憶
で
は
東
大
に
つ
い
て
は
少
な
 
ど
も
、
そ
の
な
か
の
あ
る
部
分
と
い
う
の
は
〃
い
ま

く
と
も
二
回
あ
っ
た
。
一
度
は
昨
年
の
一
月
か
ら
二
 
ま
で
民
青
が
主
導
権
を
握
っ
て
い
れ
ば
、
こ
の
運
動

月
に
か
け
て
の
医
学
部
の
闘
争
の
と
き
で
す
ね
、
ま
 
と
い
う
も
の
は
起
こ
っ
て
こ
な
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い

だ
紛
争
が
医
学
部
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
局
面
。
こ
れ
か
、
自
分
ら
は
六
・
一
七
の
機
動
隊
導
入
に
よ
っ
て

が
に
わ
か
に
全
学
的
に
な
っ
た
と
き
に
、
ま
ず
民
青
 
や
っ
と
目
を
さ
ま
さ
れ
た
ん
だ
、
だ
か
ら
民
青
を
支

が
お
く
れ
を
と
っ
た
。
こ
れ
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
．
持
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
“と
、
そ
う
い
う
入
が

ん
で
す
ね
。
も
う
ひ
と
つ
は
機
動
隊
導
入
の
直
後
、
 
か
な
り
い
る
わ
け
で
す
。

六
月
二
十
日
ご
ろ
で
す
ね
。
つ
ま
り
各
学
部
で
指
導
 
そ
れ
か
ら
、
も
う
ひ
と
つ
い
ま
「
ス
ト
実
」
が
勢

部
を
握
っ
て
い
た
勢
力
が
ば
た
ば
た
つ
と
く
ず
れ
て
力
を
ひ
じ
ょ
う
に
伸
ば
し
て
い
る
と
い
う
理
由
の
ひ

い
っ
た
。
こ
の
時
点
で
は
掲
詞
詞
部
刷
制
呪
削
剥
如
何
蝿
綱
翠
 
と
つ
に
は
、
掴
湖
到
瑚
印
切
削
Ⅶ
う
唐
遡
劉
訓
湘
刈
刎
却
荊
洲
刊ｌ

心
湖
迩
伺
明
刈
副
側
判
副
Ⅶ
可
四
凋
澗
劉
湖
燗
洲
鋤
帆
荊
剥
倒
湖
荊
到
叩
測
刈
剴
切
刃
的
蛆
期
副
瑚
剃
側
者
問
題
と
し
て
日

心
調
画
伽
却
副
柑
湖
判
細
剰
刎
剤
釧
剛
州
州
拙
郡
馴
即
て
い
る
“

刈
訓
鄙
判
で
祁
刊
訓
到
刺
封
剛
山
Ｊ
咽
河
引
倒
封
割
纈
割
引
句
と
い
う
因 ｌ

票
関
閑
釧
釧
却
湖
酬
司
闘
醐
Ⅷ
洲
１
制
湖
湖
回
創
遇
洲
剖
剖
剛
却
却
制
刈
削
剥
釧
鯏
瓠
Ⅷ
訓
訓
如
訓
刺
和
訓

も
、
十
年
前
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
ス
ピ
ー
デ
Ｉ

ィ
か
つ
量
的
に
立
ち
上
が
幅
可
能
性
陸
し
蝉
吟
時
性
が

般
の
感
性
が
指
導
部
に
つ
か
み
き
れ
な
い
。
そ
こ
に

説
的
だ
が
、
根
本
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

宮
田
ぼ
く
も
ま
っ
た
く
同
感
で
す
。
い
ま
「
工

ス
ト
実
」
（
工
学
部
ス
ト
ラ
イ
キ
実
行
委
員
会
）
を

支
持
し
て
い
る
連
中
に
い
ろ
い
ろ
き
く
ん
で
す
け
れ

か
と
い
う
こ
と
で
迷
っ
て
岬
昨
峠
檸
岼
い
ト
肋
典
フ
も
の

を
、
か
な
り
引
き
つ
け
た
と
思
う
ん
で
す
ね
。

そ
れ
と
も
う
ひ
と
つ
、
「
反
民
感
情
」
の
普
遍
的

な
も
の
と
し
て
東
大
生
の
エ
リ
ー
ト
意
識
と
い
う
も

の
が
か
な
り
作
用
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
そ

う
い
っ
た
も
の
の
総
合
と
し
て
い
ま
の
工
学
部
の

「
ス
ト
実
」
の
勢
力
と
い
う
も
の
が
あ
る
と
思
う
ん

で
す
。学

生
の
一
般
的
な
意
識
を
ど
う

評
価
す
る
か

山
本
運
動
を
進
め
て
き
た
側
の
問
題
と
し
て
い

え
ば
、
学
生
の
い
わ
ゆ
る
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
意
識
に
つ

い
て
、
ぼ
く
ら
が
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
か
と
い
う

問
題
が
あ
り
ま
す
ね
。
そ
れ
は
だ
め
な
ん
だ
、
だ
め

な
ん
だ
と
い
っ
て
も
、
学
生
の
意
識
そ
の
も
の
は
け

っ
し
て
変
わ
る
の
で
は
な
く
て
、
具
体
的
な
行
動
の

な
か
で
、
そ
れ
ぞ
れ
矛
盾
に
ぶ
つ
か
る
な
か
で
克
服

し
て
い
く
ん
だ
と
思
う
ん
で
す
。
具
体
的
に
い
え
ば

六
月
十
七
日
に
機
動
隊
が
導
入
さ
れ
た
さ
い
も
、
学

生
の
全
体
の
目
は
大
学
当
局
に
向
か
っ
て
い
る
わ
け

で
す
。
大
学
当
局
が
機
動
隊
を
入
れ
た
ん
だ
、
だ
か

ら
大
学
当
局
が
悪
い
ん
だ
、
そ
し
て
ト
ロ
ツ
キ
ス
ト

の
「
教
授
会
Ⅱ
敵
論
」
に
向
か
っ
て
い
っ
た
。

そ
の
場
合
ぼ
く
た
ち
は
、
そ
う
じ
ゃ
な
い
ん
だ
、
大

学
の
社
会
的
な
位
置
と
い
う
の
は
大
学
を
平
和
と
民

主
主
義
の
砦
と
し
て
国
家
権
力
と
対
崎
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
機
動
隊
導
入
に
よ
る
大
学
の
自

治
破
壊
と
は
そ
う
い
う
も
の
だ
、
だ
か
ら
そ
の
対
時

に
は
教
官
と
も
統
一
戦
線
を
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

、

な
ら
な
い
、
教
官
を
敵
と
み
る
の
は
誤
り
な
ん
だ
と

い
う
形
で
反
論
し
て
い
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
う
す
る

と
、
理
論
的
に
は
そ
れ
で
正
し
い
わ
け
で
す
け
れ
ど

も
、
学
生
の
意
識
と
し
て
は
そ
こ
が
し
っ
く
り
い
か

な
い
わ
け
で
す
ね
。
実
際
に
六
月
十
七
日
に
機
動
隊

が
は
い
っ
た
場
合
に
、
や
は
り
、
自
分
た
ち
の
目
は

Ｉ
Ｉ
■
■
０

車
、
上

、
葱
愈

I
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ぐ
う
っ
と
教
授
会
の
方
に
向
か
っ
た
。
当
事
者
と
い

う
の
は
大
学
当
局
だ
、
だ
か
ら
大
学
当
局
に
た
い
し

て
非
難
の
目
を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
な

の
に
民
青
は
、
え
ら
そ
う
に
国
家
権
力
と
か
な
ん
と

か
い
っ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

、

そ
の
へ
ん
で
や
は
り
、
ぼ
く
た
ち
が
学
生
の
意

識
、
現
実
の
意
識
に
適
合
し
た
形
で
方
針
を
出
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
正
し
い
け
れ
ど
も
、
一
般
的
に

正
し
い
こ
と
を
の
べ
る
だ
け
で
は
、
や
は
り
学
生
は

実
際
に
は
運
動
に
立
ち
あ
が
っ
て
こ
な
い
。
あ
る
い

は
実
際
に
運
動
に
立
ち
あ
が
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ

が
ト
ロ
ツ
キ
ス
ト
の
方
に
つ
い
て
い
く
と
い
う
可
能

性
を
も
っ
て
い
る
・
そ
の
点
で
、
ぼ
く
た
ち
が
学
生
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
く
み
あ
げ
る
さ
い
に
、
そ
う
い
う
学

生
の
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
性
と
い
う
も
の
を
消
極
的
に
だ

け
評
価
す
る
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
そ
の
な
か
に
含
ま
れ

て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
爆
発
さ
せ
る
力
、
あ
る
い
は

若
さ
と
い
う
も
の
、
そ
う
い
っ
た
も
の
を
ぼ
く
た
ち

が
適
切
に
つ
か
み
と
っ
て
、
そ
れ
を
正
し
い
方
向
に

も
っ
て
い
く
よ
う
な
方
針
を
あ
の
時
点
で
出
せ
な
か

っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
そ
れ
が
や
は
り
、
そ
の
後
の

運
動
を
あ
る
程
度
困
難
に
し
た
ん
で
は
な
い
か
と
い

う
こ
と
が
い
え
る
と
思
う
ん
で
す
。

編
集
部
ま
る
ま
る
否
定
さ
れ
ち
ゃ
っ
た
よ
う
な

感
じ
で
う
け
と
ら
れ
て
し
ま
う
ん
で
し
ょ
う
ね
。

山
本
そ
う
で
す
。
だ
か
ら
工
学
部
な
ん
か
の
場

合
で
も
、
ト
ロ
ツ
キ
ス
ト
は
学
生
を
労
働
者
階
級
の

予
備
軍
、
大
学
を
教
育
工
場
と
規
定
し
て
、
そ
の
な

か
で
自
分
た
ち
は
社
会
的
な
矛
盾
を
受
け
て
お
り
、

具
体
的
に
い
う
な
ら
ば
一
面
的
奇
形
的
な
技
術
者
に

育
て
ら
れ
て
い
る
と
い
う
ふ
う
に
い
う
。
そ
れ
に
た

い
し
て
ぼ
く
た
ち
の
対
置
す
る
議
論
は
、
い
や
そ
う

じ
ゃ
な
い
、
実
際
に
学
生
の
社
会
的
な
位
置
と
い
う

も
の
は
相
対
的
に
労
働
者
階
級
と
は
ち
が
っ
て
い
る

し
、
ま
た
、
ど
う
い
う
階
級
に
こ
れ
か
ら
育
っ
て
い

く
か
に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
が
あ
る
。
だ

か
ら
、
ト
ロ
ツ
キ
ス
ト
が
科
学
技
術
労
働
論
や
教
育

工
場
論
を
ふ
り
ま
わ
す
の
は
誤
り
な
ん
だ
と
い
う
こ

と
を
い
っ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
う
い
う
規
定
に

た
い
す
る
否
定
の
し
か
た
が
、
い
わ
ば
そ
れ
全
体
を

否
定
す
る
と
い
う
よ
う
な
形
で
、
実
は
大
学
の
な
か

に
あ
る
そ
う
い
う
側
面
、
大
学
の
も
っ
て
い
る
二
つ

の
側
面
の
一
方
を
否
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
全
体

を
否
定
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
よ
う
な
傾
向
が
あ

っ
た
。
は
っ
き
り
い
っ
て
工
学
部
な
ど
の
場
合
な
ら
、

大
学
院
と
か
研
究
室
な
ん
か
で
研
究
し
て
い
る
と
、

ト
ロ
ツ
キ
ス
ト
の
技
術
労
働
論
な
ん
か
が
ひ
じ
ょ
う

に
直
接
的
に
は
い
る
側
面
が
あ
る
わ
け
で
す
。
そ
れ

を
否
定
し
て
し
ま
う
こ
と
に
よ
っ
て
学
生
の
意
識
に

み
あ
わ
な
い
よ
う
な
形
に
な
っ
て
し
ま
う
。
で
す
か

ｒ
蔀
、ゆ

》
 
、
１
１
ｋ
し
Ｉ
■
甲
・
８

才
》

ら
ぽ
く
ら
の
ト
ロ
ツ
キ
ス
ト
に
た
い
す
る
否
定
の
し

か
た
が
、
ト
ロ
ツ
キ
ス
ト
が
か
れ
ら
の
誤
っ
た
理
論

の
対
象
と
し
て
い
る
も
の
の
実
態
、
そ
の
さ
ま
ざ
ま

な
側
面
を
全
否
定
し
て
し
ま
う
よ
う
な
形
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
り
す
る
。

編
集
部
宮
川
さ
ん
か
ら
出
た
問
題
の
経
過
に

は
、
「
教
授
会
自
治
論
」
の
立
場
に
た
つ
大
学
当
局

の
問
題
が
も
う
一
枚
噛
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
ね
。

「
ノ
ン
・
セ
ク
ト
」
学
生
の
ビ
ラ
か
ら

湯
島
 
こ
こ
に
お
も
し
ろ
い
ビ
ラ
を
一
枚
も
つ
牝

き
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
「
全
学
共
闘
会
議

を
支
持
し
て
い
る
学
友
に
訴
え
る
、
ク
ラ
ス
連
合
」

と
い
う
東
大
教
養
学
部
の
学
生
組
織
の
だ
し
た
一
月

上
旬
の
も
の
で
す
。

「
こ
れ
ま
で
全
共
闘
を
支
持
し
て
き
た
学
友
諸
君
、

ま
た
現
在
も
支
持
し
て
い
る
学
生
諸
君
、
わ
れ
わ
れ

の
ク
ラ
ス
連
合
は
東
大
闘
争
勝
利
を
め
ざ
し
、
と
も

に
闘
う
同
志
と
し
て
こ
こ
に
わ
れ
わ
れ
の
立
場
と
き

み
た
ち
へ
の
連
帯
の
意
志
を
表
明
し
、
同
時
に
東
大

闘
争
の
真
の
勝
利
と
正
し
い
勝
利
を
再
度
確
認
さ
れ

る
よ
う
に
訴
え
る
」
と
い
う
不
思
議
な
ビ
ラ
な
ん
で

す
。編

集
部
ち
ょ
っ
と
読
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
か
。

湯
島
前
半
は
「
自
分
た
ち
は
全
共
闘
の
お
か
げ
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に
な
っ
た
」
と
あ
る
。
九
月
ぐ
ら
い
ま
で
で
す
ね
、

「
八
・
一
○
告
示
の
批
判
あ
た
り
ま
で
は
全
共
闘
の

問
題
提
起
と
そ
の
き
も
ち
は
わ
れ
わ
れ
の
納
得
で
き

る
も
の
で
あ
っ
た
し
、
大
い
に
先
駆
的
に
」
や
っ
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
と
い
っ
て
い
る
。
「
し
か
し
な

が
ら
」
と
つ
づ
い
て
「
全
学
バ
リ
ケ
ー
ド
封
鎖
戦
術

が
直
接
権
力
と
対
決
し
て
、
そ
れ
と
闘
う
た
め
の
必

要
手
段
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
闘
う
部
隊
と
そ
れ

以
外
と
の
ふ
り
わ
け
を
お
こ
な
う
と
い
う
こ
と
は
闘

争
勝
利
の
展
望
を
き
り
ひ
ら
く
も
の
で
は
な
い
と
い

わ
ざ
る
を
え
な
い
」
。

日
に
ち
で
申
し
ま
す
と
十
一
月
二
十
二
日
の
統
一

行
動
が
大
き
く
結
実
し
た
ケ
ー
ス
、
あ
る
い
は
十
二

月
十
三
日
の
東
大
駒
場
の
代
議
員
大
会
を
守
っ
た
ケ

ー
ス
、
こ
の
と
き
に
流
血
の
惨
を
防
ぐ
の
だ
と
い
っ

て
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
だ
人
は
結
局
は
（
少
な
く
と
も

結
果
と
し
て
）
全
部
、
代
議
員
大
会
を
守
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
。
当
日
、
東
大
教
養
学
部
に
あ
つ
ま

っ
た
教
官
も
、
流
血
の
惨
を
防
ぐ
ん
だ
と
い
っ
た
方

方
は
全
部
代
議
員
大
会
を
守
る
こ
と
に
な
っ
た
ん
で

す
。
以
前
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
十
二
月
と
か
十

一
月
以
前
は
流
血
の
惨
を
さ
ま
た
げ
る
と
い
え
ば
、

必
ず
暴
力
を
否
認
し
つ
つ
結
果
的
に
そ
れ
を
助
長
す

る
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
い
た
ん
で
す
が
、
十
一
月

か
ら
十
二
月
に
は
逆
に
な
っ
た
。

み

そ
の
逆
転
は
、
こ
の
ク
ラ
ス
連
合
の
人
た
ち
は
、
 
ン
・
セ
ク
ト
」
学
生
の
次
の
試
練
は
そ
う
遠
く

君
た
ち
の
思
想
と
行
動
は
国
家
権
力
の
介
入
を
招
き

先
に
も
う
一
度
や
っ
て
き
ま
す
。
七
学
部
団
交

よ
せ
る
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
こ
と
を
認
識
し
 
に
お
け
る
「
確
認
書
」
の
内
容
を
ひ
っ
く
り
か
え
す

た
と
き
か
ら
だ
、
と
い
い
、
き
み
た
ち
と
立
場
が
今
た
め
の
ど
う
か
つ
と
た
く
ら
み
を
、
今
、
権
力
は
真

で
は
変
わ
っ
た
、
そ
し
て
い
ま
は
民
主
化
行
動
委
員
 
剣
に
考
え
て
い
る
で
し
ょ
う
。
い
わ
ゆ
る
〃
民
青
ぺ

会
と
い
っ
し
ょ
に
や
っ
て
い
く
と
、
こ
う
自
分
た
ち
−ス
“の
収
拾
は
す
て
て
お
け
な
い
、
大
学
側
は
妥

の
き
も
ち
を
説
明
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。
‐洲
切
刈
訓
佃
 
協
し
す
ぎ
た
と
称
し
て
、
成
果
の
全
て
を
ド
ン
デ
ン

ー

心
刊
州
個
Ⅲ
刻
司
１
趨
剥
湖
と
思
う
ん
で
す
。
大
衆
を
返
し
て
ひ
っ
く
り
か
え
す
た
く
ら
み
を
す
す
め
て
い

創
認
釧
引
釧
剖
よ
く
Ⅷ
刷
到
到
訓
Ⅶ
刈
副
も
１
刈
訓
罰
劃
フ
ろ
で
し
ょ
う
。
機
動
隊
導
入
と
ひ
き
か
え
に
「
確
認

Ｉ
Ｌ

刻
圃
詞
司
り
諸
君
は
複
雑
な
い
ろ
い
ろ
な
文
脈
を
た
ど

は
彼
ら
か
ら
み
れ
ば
時
計
台
の
い
う
よ
う
な
民
青
と

判
到
劃
和
蠅
鋼
知
司
刈
訓
刷
訓
細
到
う
創
剖
弼
細
剖
河
仰
飼
刈
別
剖
制
則
蝉

な
く
て
、
ひ
じ
ょ
う
に
ナ
イ
ー
ブ
な
健
康
な
感
情
が

Ｉ働いている
。

い
か
に
も
国
家
楢
力
の
手
先
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
視
聴
覚
的
に
も
は
っ
き
り
見
る
よ
う
に
な
っ
た
と

き
、
は
じ
め
て
「
い
ま
ま
で
連
帯
を
表
明
し
て
き
た

諸
君
」
「
今
迄
お
か
げ
に
な
っ
て
き
た
諸
君
」
と
手

を
切
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
「
ノ
ン
・
ポ
リ
」
諸

君
が
ふ
え
て
だ
め
だ
と
い
う
常
識
論
、
あ
る
い
は
一

般
学
生
待
望
論
と
は
ま
る
で
逆
に
、
ひ
じ
ょ
う
に
多

く
の
学
生
が
現
実
的
に
力
量
を
も
っ
て
い
ろ
と
い
う

事
実
を
わ
れ
わ
れ
が
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
一
つ
の
証
拠
を
み
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

も
、
Ｕ
６
０
Ｌ
１
１

書
」
を
み
と
め
て
や
る
と
い
い
、
導
入
後
に
入
試
中

止
と
い
っ
て
休
校
↓
廃
校
↓
大
学
院
大
学
プ
ラ
ン
を

う
ち
だ
し
す
べ
て
を
流
産
さ
せ
る
。
導
入
に
あ
わ
せ

て
戒
厳
令
を
ひ
き
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
的
体
制
を
想
定
し

羅
誰
蕊
畦
澤
進

〃
田
舎
に
帰
っ
て
し
ま
っ
た
“か
。

編
集
部
東
大
の
学
生
の
な
か
で
、
田
舎
に
帰
っ

て
し
ま
っ
て
も
ど
っ
て
こ
な
い
の
も
あ
る
と
い
う
よ

う
な
話
を
き
く
ん
で
す
が
、
ど
う
い
う
こ
と
を
考
え

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

宮
田
た
と
え
ば
ｎ
．
理
の
封
鎖
阻
止
闘
争
に
お

い
て
「
ノ
ン
・
セ
ク
ト
」
の
か
な
り
の
人
た
ち
の
と

る
考
え
方
が
極
端
だ
け
れ
ど
も
典
型
的
に
現
わ
れ
て

い
る
と
思
う
ん
で
す
。
つ
ま
り
問
題
は
封
鎖
貫
徹
か

刃
》
４

Ｉ i
､
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反
対
か
に
あ
り
、
封
鎖
反
対
な
ら
ば
阻
止
の
行
動
に

●

立
ち
上
が
る
べ
き
な
の
に
そ
う
せ
ず
、
傍
観
者
的
立

場
に
自
己
を
置
い
て
し
ま
っ
て
「
非
暴
力
」
と
い
う

全
く
無
責
任
な
こ
と
を
言
っ
て
い
ろ
。
も
っ
と
も
、

だ
か
ら
と
言
っ
て
彼
ら
の
と
っ
た
行
動
の
意
義
を
全

く
認
め
な
い
の
で
は
な
く
、
封
鎖
を
阻
止
し
て
き
た

こ
と
と
、
彼
ら
が
と
も
か
く
も
行
動
に
立
ち
あ
が
っ

た
こ
と
は
大
き
な
意
味
を
も
つ
と
思
い
ま
す
け
れ
ど

も
ね
。
ま
あ
そ
れ
と
同
じ
で
、
い
か
に
東
大
闘
争
を

解
決
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
お
い
て
も
、
自
分
で
主

体
的
に
考
え
、
か
つ
行
動
す
る
こ
と
を
せ
ず
た
ん
に

そ
れ
を
セ
ク
ト
争
い
と
き
め
て
し
ま
っ
て
、
あ
る
い

は
そ
う
で
な
い
に
し
て
も
、
自
分
ら
で
は
ど
う
し
よ

浄
フ
も
な
い
と
い
う
あ
き
ら
め
の
き
も
ち
を
も
っ
て
い

る
学
生
が
か
な
り
工
学
部
の
場
合
に
は
い
る
わ
け
で

す
。
そ
う
い
う
無
責
任
な
態
度
と
い
う
も
の
は
、
闘

争
の
意
義
が
自
分
と
か
か
わ
り
を
も
っ
て
彼
ら
に
は

と
ら
え
ら
れ
て
い
な
い
と
こ
か
ら
出
て
来
て
い
ろ
と

思
う
ん
で
す
。

山
本
 
ぼ
く
の
み
か
た
は
少
し
ち
が
う
ん
で
す
け

れ
ど
ね
。
ひ
と
つ
は
そ
う
い
う
あ
き
ら
め
と
か
、
あ

き
た
と
ま
で
は
い
か
な
い
け
れ
ど
も
へ
疲
れ
た
と
い

う
感
じ
で
す
ね
。
そ
う
い
う
こ
と
で
帰
郷
し
た
り
、

あ
る
い
は
下
宿
に
こ
も
っ
て
い
る
人
た
ち
も
い
る
と

思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
人
た
ち
も
何
か
こ

と
が
あ
る
と
ｌ
た
と
え
ば
き
ょ
う
封
鎖
を
解
除
す
 
の
あ
と
し
ば
ら
く
沈
黙
し
て
い
て
も
、
こ
ん
ど
は
団

ろ
と
い
う
ふ
う
な
こ
と
が
あ
る
と
か
、
あ
る
い
は
こ
 
交
が
ひ
ら
か
れ
そ
う
だ
と
い
う
ふ
う
に
な
り
、
入
試

ん
ど
七
学
部
団
交
が
決
定
し
た
と
か
、
そ
う
い
う
こ
問
題
だ
と
か
留
年
問
題
だ
と
か
、
自
分
の
か
か
わ
つ

と
に
な
る
と
「
あ
あ
そ
う
か
」
と
い
う
こ
と
で
出
て
く
 
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
の
問
題
と
結
び
つ
け
て
、
た
た
か

る
ん
で
す
よ
ね
。
こ
れ
は
な
に
か
と
い
う
と
、
一
般
 
っ
て
い
け
る
課
題
と
し
て
自
分
に
直
接
的
に
感
じ
ら

学
生
の
行
動
が
直
感
的
、
直
接
的
で
感
覚
的
と
い
う
 
れ
る
よ
う
な
具
体
的
な
問
題
が
で
て
く
れ
ば
、
必
ず

か
、
な
に
か
具
体
的
な
目
標
を
も
っ
て
具
体
的
な
も
 
い
っ
し
ょ
に
た
た
か
っ
て
く
れ
ろ
。
こ
う
い
う
行
動

の
へ
向
か
っ
て
い
く
と
い
う
さ
い
に
は
大
き
な
エ
ネ
 
様
式
が
ひ
じ
よ
う
に
強
い
よ
う
に
思
う
。

ル
ギ
ー
を
発
揮
す
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
園
瑚
Ｉ
ぼ
く
た
ち
が
運
動
を
す
す
め
て
い
く
さ
い
に
は
こ

侭
湘
副
副
詞
全
体
の
な
湘
祁
副
瑚
醐
調
飼
尉
謝
切
削
珂
引
拭
 
う
い
っ
た
人
た
ち
が
い
な
け
れ
ば
卜
畭
騨
動
が
繋
驚
学
し

け
で
す
ね
、
そ
う
い
っ
た
と
き
に
、
展
望
を
ぼ
く
た
 
な
い
わ
け
で
す
。
そ
こ
で
、
そ
う
い
っ
た
人
た
ち
と

ち
が
ど
う
与
え
て
い
く
か
と
い
う
問
題
と
、
そ
の
人

０
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ｌ
‐
制
■
Ⅱ
Ⅲ
９
Ⅱ
０
Ⅵ
１
１
１
１
１
１
１
１
牌
１
町
‐
ｒ
Ｌ
ｌ
ｌ
Ｆ
山
一

ｌ

た
ち
自
身
が
そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
的
な
行
動
の
な
か
で

を
ひ
ろ
げ
て
い

く
か
と
い
う
問
題
を
提
起
し
て
い
ろ
と
思
う
ん
で

す
。
と
く
に
十
月
の
全
学
無
期
限
ス
ト
ラ
イ
キ
に
は

い
っ
て
い
た
こ
ろ
の
段
階
で
す
と
、
学
生
が
ぜ
ん
ぜ

ん
出
て
こ
な
い
で
、
い
る
の
は
活
動
家
だ
け
と
い
う

状
況
さ
え
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
十
一
月
の
段
階
に
は
い
っ
て
ト
ロ
ツ
キ

ス
ト
の
全
学
バ
リ
ケ
ー
ド
封
鎖
と
の
た
た
か
い
と
い

う
も
の
が
提
起
さ
れ
、
こ
れ
を
許
し
た
ら
東
大
は
解

体
し
て
し
ま
う
と
い
う
ふ
う
な
状
況
に
な
っ
て
、
き

ょ
う
図
書
館
が
封
鎖
さ
れ
そ
う
だ
と
い
う
と
、
そ
う

か
そ
れ
は
た
い
へ
ん
だ
と
い
う
ん
で
出
て
く
る
。
そ

う
い
っ
た
人
た
ち
が
い
な
け
ぬ
腱
卜
瞼
繧
動
が
鍵
鱈
辱
し

ｗ
祁
如
杣
和
扣
副
Ⅶ
部
犯
仏
も
訓
勿
祁
叩
刈
司
訓
可
伽
郵
部
哩
詞
郡
が

け
で
す
。
ぼ
く
た
ち
が
考
え
て
い
く
さ
い
に
、
そ
う

い
っ
た
人
た
ち
が
と
き
に
戦
列
か
ら
離
れ
て
、
ぼ
く

た
ち
に
不
信
感
を
も
っ
て
右
に
左
に
揺
れ
た
り
す

る
こ
と
は
あ
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
、
そ
れ
で
も
、
必

ず
正
し
い
方
針
を
提
起
し
、
正
し
い
具
体
的
な
行
動

を
提
起
し
て
い
く
な
ら
ば
、
い
っ
し
ょ
に
や
っ
て
い

け
る
ん
だ
と
い
う
点
に
確
信
を
も
っ
て
運
動
を
す

す
め
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
き
わ
め
て
重
要
だ
と
思

い
ま
す
。
具
体
的
な
課
題
を
や
り
ぬ
く
統
一
行
動
の

中
で
、
統
一
戦
線
の
思
想
を
み
ん
な
の
も
の
に
し
て

ゆ
く
、
そ
の
典
型
的
な
成
功
と
い
う
の
が
七
学
部
で

団
交
実
現
実
行
委
員
会
を
作
り
、
圧
倒
的
な
学
生
を

で
て
く
る
わ

い
に
、
そ
う

れ
て
、
ぼ
く

」
畠
脚
訓
幽
咽
州
川
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結
集
し
て
ゆ
く
、
こ
の
活
動
だ
っ
た
。
駒
場
の
場
合

は
十
二
月
十
三
日
の
代
議
員
大
会
に
向
け
て
や
ら
れ

た
わ
け
で
、
そ
の
教
訓
が
本
郷
で
も
学
ば
れ
、
だ
い

た
い
二
千
五
百
か
ら
三
千
の
学
生
が
結
集
し
た
。
だ

い
た
い
半
分
ち
か
く
に
な
り
ま
す
ね
。
ク
ラ
ス
・
学

科
ご
と
に
「
団
実
委
」
が
ど
ん
ど
ん
組
織
さ
れ
、
し
か

も
そ
れ
が
全
部
名
簿
で
、
名
ま
え
が
あ
が
っ
て
く
る

わ
け
で
す
。
し
か
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ス
、
学

科
、
あ
る
い
は
学
部
の
独
自
性
を
尊
重
し
つ
つ
、
全

体
と
し
て
七
学
部
代
表
団
の
も
と
に
組
織
さ
れ
て
ゆ

く
。
ク
ラ
ス
で
み
ん
な
で
金
を
出
し
あ
い
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
購
入
し
た
り
、
旗
を
作
っ
た
り
す
る
。
さ
ら

に
、
こ
れ
は
重
要
な
点
で
す
が
、
禰
劒
潮
湖
剣
迩
璽
薄

固
と
し
て
た
た
か
う
と
共
に
１
弓
の
他
の
学
生
も
、

Ⅷ
釧
州
訓
刑
制
副
部
勵
削
剥
瓠
御
翻
珂
司
剖
叫
司
倒

謝
洲
到
剖
訓
刷
剖
剴
１
ざ
う
し
た
創
意
的
な
統
一
行

動
が
、
十
項
目
「
確
認
書
」
を
か
ち
と
っ
た
ん
だ
と

思
い
ま
す
。

「
大
学
を
根
拠
地
に
す
る
」

佐
藤
テ
ン
ポ
が
早
い
で
し
ょ
う
、
五
日
ぐ
ら
い

た
っ
ち
ゃ
』
つ
と
ね
、
ど
う
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る

の
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
、
と
い
う
の
も
あ
る
ん
じ

ゃ
な
い
か
。

湯
島
東
大
闘
争
に
は
い
ろ
ん
な
局
面
が
あ
り
ま

し
た
け
れ
ど
も
、
最
近
で
は
十
二
月
十
三
日
の
駒
場

の
代
議
員
大
会
を
全
学
が
一
致
し
て
守
る
と
い
う
、

こ
れ
は
ひ
じ
ょ
う
に
印
象
的
な
こ
と
で
し
た
。
十
二

月
十
三
日
の
原
理
が
ず
う
っ
と
今
日
ま
で
、
東
大
の

解
決
の
方
向
を
さ
し
し
め
し
て
い
る
と
わ
た
く
し
は

思
い
ま
す
。
こ
ま
か
い
こ
と
に
な
り
ま
す
け
れ
ど
、
で

は
翌
日
や
翌
々
日
に
そ
れ
だ
け
の
人
が
す
ぐ
集
ま
る

か
と
い
う
と
、
駒
場
へ
い
っ
て
も
が
ら
ん
と
し
て
い

る
わ
け
で
す
。
こ
れ
に
は
い
ろ
ん
な
要
素
が
あ
る
。

ま
ず
、
大
学
と
い
う
も
の
は
、
登
校
し
た
か
ら
と
い

っ
て
す
ぐ
集
ま
れ
る
よ
う
な
場
所
は
、
た
と
え
封
鎖

さ
れ
て
い
な
く
て
も
な
い
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

（
笑
い
）
ま
し
て
封
鎖
中
で
す
か
ら
、
集
ま
っ
て
、

皆
と
話
す
た
ま
り
場
が
ま
っ
た
く
な
い
。
い
よ
い
よ

と
な
れ
ば
自
分
は
デ
モ
を
み
て
い
る
や
じ
う
ま
に
な

る
よ
り
ほ
か
は
な
い
。
組
織
さ
れ
ざ
る
学
生
大
衆
は

見
物
人
と
し
て
の
群
集
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
こ
う
い
う

と
こ
ろ
か
ら
も
大
学
を
根
拠
地
に
す
る
と
い
う
思
想

が
で
き
て
こ
な
け
り
や
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
ひ
と
つ

で
す
。そ

れ
か
ら
、
こ
れ
は
か
な
り
専
門
的
な
こ
と
に
な

る
ん
で
す
が
、
十
三
日
の
あ
と
に
、
教
養
学
部
代
表

団
が
即
刻
認
め
ら
れ
て
し
か
る
べ
き
な
の
に
、
な
か

な
か
東
大
当
局
は
認
め
な
か
っ
た
。
教
養
学
部
の
教

授
会
が
認
め
た
の
が
十
九
日
だ
っ
た
で
す
ね
。
そ
う

す
る
と
、
そ
の
間
に
一
定
の
確
信
を
も
っ
て
い
な
い

人
は
完
全
に
動
揺
し
て
、
体
を
張
っ
て
せ
っ
か
く
大

会
を
守
っ
た
け
れ
ど
も
そ
こ
で
え
ら
ば
れ
た
代
表
を

学
校
は
認
め
よ
う
と
し
な
い
、
た
ち
ま
ち
無
力
感
と

な
っ
て
も
う
出
て
と
な
く
な
る
。

だ
か
ら
新
聞
の
報
道
と
は
ち
ょ
っ
と
わ
け
が
ち
が

う
の
で
、
学
生
が
登
校
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
い

ろ
ん
な
根
拠
が
あ
る
ん
で
す
。

し
か
し
、
ち
ょ
っ
と
楽
観
的
す
ぎ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
け
れ
ど
、
い
ざ
と
い
う
時
点
に
、
十
一
月
二

十
二
日
と
か
、
二
十
九
日
と
か
、
十
二
月
十
三
日
と

か
、
実
際
に
学
生
は
で
て
き
て
い
る
。
今
後
の
問
題

と
し
て
大
学
と
い
う
も
の
を
、
学
生
が
き
た
ら
す
ぐ

集
ま
れ
る
根
拠
地
に
、
レ
ジ
デ
ン
シ
ャ
ル
・
カ
レ
ッ

ジ
風
に
し
て
い
な
け
り
や
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い

う
問
題
が
こ
の
十
三
日
か
ら
十
九
日
ま
で
の
あ
い
だ

に
は
、
「
全
共
闘
」
と
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
切
る
か

切
ら
な
い
か
と
い
う
高
度
な
議
論
が
大
学
側
の
集
中

的
な
議
論
だ
っ
た
か
ら
へ
学
生
は
確
信
の
あ
る
以
外

の
人
は
み
ん
な
客
体
視
さ
れ
ち
ゃ
っ
た
わ
け
で
す
。

そ
の
結
果
無
関
心
が
そ
の
あ
い
だ
に
ひ
ろ
く
生
じ
た

わ
け
で
す
。
や
は
り
こ
ま
か
く
議
論
を
し
な
い
で
、

大
丸
デ
パ
ー
ト
へ
い
っ
て
み
ん
な
ア
ル
バ
イ
ト
や
っ

て
い
る
そ
う
だ
な
あ
な
ん
て
ん
じ
ゃ
、
（
笑
い
）
し

ｈ
封
一
Ｉ
０
Ｌ
ｐ
−
０
Ｉ
Ｉ
ｒ
０
１

Ｊ

、

一

一

宮
●
，
‐
！
‐
‐
ｌ
Ｌ
‐
ｌ
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Ｂ
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ろ
う
と
議
論
な
ん
で
す
ね
。

一
面
で
抱
く
危
倶

吉
野
さ
っ
き
反
民
青
感
情
の
問
題
で
、
そ
の
原

因
と
し
て
指
摘
さ
れ
た
よ
う
な
こ
と
は
同
感
な
ん
で

す
が
、
た
だ
反
民
青
感
情
を
強
く
も
っ
て
い
る
諸

君
、
こ
れ
は
必
ず
し
も
理
論
的
思
想
的
に
い
っ
て
ト

ロ
ツ
キ
ス
ト
と
は
い
え
な
い
よ
う
な
諸
君
で
す
ね
。

こ
の
な
か
に
、
戦
後
民
主
主
義
と
い
う
も
の
へ
の

強
い
批
判
と
い
う
か
認
否
定
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ

れ
と
同
時
に
大
学
の
自
治
否
定
論
が
あ
り
、
そ
れ

か
ら
代
議
制
民
主
主
義
を
否
定
す
る
直
接
民
主
主
義

論
と
い
う
の
が
あ
‐り
ま
す
ね
。
こ
う
い
う
も
の
の
出

‐
Ｊ
‐
Ｉ
ロ
町
言
ｂ
毎
己
‐
Ｉ

。
。
｜
Ｄ
Ｊ
。
、
■
山

理
論
政
策
“号
一

当
面
す
る
大
学
問
題

の
解
決
の
た
め
に

日
本
共
産
党
の
主
張
ｎ
月
加
日
「
赤
旗
」

緊
急
に
解
決
を
必
要
と
す
る
共
通
の

諸
点
を
あ
き
ら
か
に
し
日
本
の
大
学

教
育
の
自
主
的
民
主
的
な
発
展
と
、

大
学
問
題
の
真
の
解
決
の
方
向
を
し

め
す

ｌ
 
‐Ｉ
ｈ

て
く
る
思
想
的
根
拠
み
た
い
な
も
の
、
こ
の
へ
ん
は

や
は
り
反
民
青
感
情
と
、
ど
こ
か
で
結
び
つ
い
て
い

る
も
の
と
し
て
考
え
た
い
と
思
う
ん
で
す
。
そ
う
い

う
眼
で
み
た
場
合
に
、
基
本
的
に
は
一
般
学
生
の
健

全
さ
、
そ
れ
か
ら
大
き
な
民
主
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

な
り
う
る
と
い
う
こ
と
は
認
め
な
が
ら
も
、
や
は
り

一
方
で
は
現
在
の
ト
ロ
ツ
キ
ス
ト
の
役
割
と
関
連
し

て
、
へ
た
を
す
れ
ば
危
険
な
も
の
に
な
り
か
ね
な
い

心

要
素
を
う
ち
に
含
ん
で
い
る
と
思
う
ん
で
す
。

戦
後
民
主
主
義
否
定
論
に
し
て
も
、
た
し
か
に
そ

れ
は
わ
か
る
わ
け
で
す
よ
。
民
主
主
義
と
い
っ
て
も

空
洞
化
し
て
い
る
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
は
あ
る

意
味
で
は
い
え
る
し
、
そ
れ
は
一
面
で
は
ブ
ル
ジ
ョ

<座談会＞現代学生の意識と行動

日本共産党中央委員会
機関紙経営局発 売 縦

隊 わ も ァ剤13；
導 ￥｜澤入
をろ 学 ｜ 語か主阻こ 生 れ ．か 義止 ろ

喉誌し
て
い
る 機 う ば け る

り -つ 動 に 詞 つ 正
も 隊 占 式 し 当
り導 拠 α て な
か 入 し 一 単 批
も は て 純 判
し や 大 に で
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と
こ
ろ
が
そ
こ
に
目
が
向
か
な
い
で
、
全
面
的
に

否
定
し
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、
ひ
じ
ょ
う
に
危
機

的
な
状
況
に
な
っ
た
と
き
に
、
か
り
に
フ
ァ
シ
ズ
ム

と
い
う
よ
う
な
も
の
が
出
て
き
た
場
合
、
と
く
に
こ

れ
が
か
つ
て
の
軍
国
主
義
の
よ
う
に
上
か
ら
の
フ
ァ

シ
ズ
ム
じ
ゃ
な
，
く
て
、
面
姻
”抑
刻
哩
１
個
凹
綱
叩
細
麺
姻
墾
勺
心
咽

詠
卸
Ⅷ
咽
副
Ⅷ
装
い
奉
田
珂
訓
剖
凹
フ
ァ
シ
・
ス
ム
と
い
う
用
訓
狙

海
記
縄
聞
掴
却
却
蛆
削
剥
割
、
却
討
画
圓
罰
藝
切
‐翅
詞
瑚
麺
萢
到
麺
哩
鋼
瑚
姻
幽
膣

は
そ
れ
に
た
い
す
る
抵
抗
素
が
、
意
外
に
弱
い
ん
じ

苅
醐
削
切
”刈
刈
畑
刎
制
御
同
郷
。
型
如
く
訓
叫
函
割
鋼
釧
湖
印
Ⅷ
和

前
珊
Ｉ
珊
刈
Ⅵ
刎
智
罰
呵
呵
卜
印
刷
剛
隠
凰
稲
削
川
副
叩
湖
祁
珈
郁
郁

砺
晦
醒
嘘
即
座
函
唾
■
画
ナ
ー
邦
剥
刈
釦
と
昨
晦
庖
シ
ジ
カ
リ
ズ

ム
と
か
と
癒
着
し
て
い
て
、
あ
る
意
味
で
は
そ
っ
ち

■
■
■
■
■
■
□
■
■
■
■
■
■
■
■
■
 

Ｈ
ｈ
Ｉ
Ｉ
１

‐
胎

呵

旧

旧

旧

旧

旧

川

Ⅲ

ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
も
の
は
す
ぐ
に
で
も

そ
弍
刈
刎
刎
却
繩
卸
郷
佃
州
Ⅶ
州
測
剖
削
Ⅷ
却
う
創
到
到
剰
剃
副
訓

加
祁
刈
州
削
刈
則
瑚
州
か
と
思
う
ん
で
す
。
ｌ

た
と
え
ば
、
彼
ら
の
内
部
で
の
道
徳
的
退
廃
と

か
、
ま
た
は
「
日
共
殺
せ
、
民
青
殺
せ
」
と
い
う
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
生
み
出
す
よ
う
な
も
の
、
さ
ら
に
民
青

だ
け
で
な
く
、
自
分
に
同
調
し
な
い
と
い
う
だ
け
で

一
般
堂
Ｊ
生
に
も
加
え
る
リ
ン
チ
、
そ
ん
な
も
の
は
単

に
局
部
部
的
な
現
象
で
は
な
く
て
、
そ
う
い
う
危
険
な

傾
向
の
一
つ
の
現
わ
れ
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
し

て
な
ら
な
い
ん
で
す
。

そ
う
い
う
も
の
と
し
て
み
た
場
合
に
八
細
奉
産
党
な

り
あ
る
い
は
民
青
な
り
と
い
う
も
の
は
、
あ
る
い
は

ｆ日
本
の
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
全
休
に
お
き
か
え
て
も
い
い

ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ほ
ん
と
に
そ
う
い
う
非
マ
ル
キ

シ
ズ
ム
的
な
ラ
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
と
の
競
争
な
い
し
闘

争
の
な
か
で
運
動
を
す
す
め
て
き
た
と
い
う
経
験
は

あ
ま
り
も
た
な
い
と
い
う
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
だ
と

思
う
ん
で
す
。
そ
う
い
う
弱
点
を
も
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
認
め
る
必
要
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
つ

ま
り
国
際
的
に
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
権
威

が
確
立
し
た
段
階
で
、
日
本
の
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
は
成

立
し
、
前
進
し
て
き
た
。
も
ち
ろ
ん
ア
ナ
・
ボ
ル
論

争
な
ん
か
は
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
あ
れ
な
ん
か
も

や
は
り
、
わ
り
に
ア
ナ
の
方
が
も
ろ
く
い
っ
て
い
る

こ
と
も
あ
る
・
１
』
ｖ
ｖ

江
口
そ
の
へ
ん
は
率
直
に
い
っ
て
、
戦
前
か
ら

の
運
動
の
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。
あ
の
よ
う
な
治
安

維
持
法
と
い
う
よ
う
な
圧
力
の
下
で
、
民
衆
連
動
が

お
さ
え
ら
れ
、
ま
た
徹
底
し
た
反
動
的
な
教
育
体
制

の
下
で
は
、
大
衆
の
自
主
性
を
背
景
と
し
た
運
動
を

− 
ｌ

い
か
と
思
い
ま
す
。

現
実
と
と
り
く
む
こ
と
か
ら

吉
野
そ
う
い
う
点
で
い
ま
そ
ち
ら
か
ら
さ
か
ん

に
い
わ
れ
て
い
る
犀
嘩
脂
ゆ
隈
隆
耐
と
い
脂
峠
岬
鵬
眠
叫
開
割
‐

ル
ク
ス
主
義
的
な
、
自
然
発
生
的
な
運
圃
腓
朏
脈
肺

１
石
場
合
に
、
そ
れ
が
問
題
と
し
て
提
起
し
て
い
る
もＩ

、
釧
訓
別
刎
刎
刎
副
詞
画
“ｕ
て
も
受
け
と
め
つ
つ
、
そ

刎
翻
洲
割
剥
調
剛
呵
果
た
し
て
い
る
マ
イ
ナ
ス
の
役
割
を

蜘
個
知
訓
瑚
判
し
む
い
く
》
そ
湖
釧
珂
訓
扣
遡
型
洲
剖
刈
郡

か
、
そ
こ
が
ひ
じ
ょ
う
に
弱
い
と
い
う
こ
と
の
結
果

−
１

１

と
し
て
さ
っ
き
の
よ
う
な
弱
点
が
出
て
い
ろ
ん
じ
や

ｌ

な
い
か
と
思
う
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
一
方
か
ら
い
う

と
、
い
わ
ゆ
る
進
歩
的
知
識
人
と
い
わ
れ
る
人
び
と

が
、
三
派
、
革
マ
ル
に
ひ
じ
ょ
う
に
あ
ま
い
と
い
う

の
も
、
あ
る
思
想
な
り
政
治
勢
力
な
り
が
客
観
的
に

は
た
す
役
割
と
い
う
こ
と
に
た
い
す
る
冷
厳
な
眼
と１１

ｑ
１
０
１
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ

を
厳
し
く
見
ら
れ
割
州
間
幽
閉
叫
剖
割
引
荊
刈
測
則
釧
恩

刈
舟
州
可
ず
。
だ
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
の
弱
点
と
、
そ
う
い

う
知
識
人
の
誤
り
と
は
あ
る
意
味
で
は
同
じ
日
本
の

近
代
の
思
想
が
も
つ
て
い
る
弱
点
か
ら
出
て
い
る
二

１
１
１
型

、
ロ
ゴ

口
及

、

仁
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つ
の
も
の
と
言
っ
て
も
よ
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
 
つ
虚
無
主
義
に
結
び
つ
い
て
い
く
と
思
う
ん
で
す
。

う
い
う
眼
で
み
る
と
、
学
生
渚
君
の
現
在
の
高
揚
と
 
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
根
元
で
す
ね
。
学
校
へ
出
て
こ
な
く

い
う
の
は
ひ
じ
ょ
う
に
貴
重
な
も
の
だ
し
、
信
頼
し
な
り
、
自
治
会
活
動
に
も
出
て
い
か
な
く
な
る
こ
と

つ
つ
も
、
そ
う
い
う
も
の
に
た
い
す
る
わ
れ
わ
れ
の
 
が
予
想
さ
れ
る
非
行
動
的
な
ニ
ヒ
ル
な
感
情
と
い
う

態
度
と
し
て
、
そ
れ
が
基
本
的
に
正
し
い
方
向
に
な
 
も
の
が
前
面
に
出
て
く
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
感

る
よ
う
に
ど
う
と
り
組
ん
で
い
く
か
と
い
う
こ
と
 
じ
を
も
ち
ま
す
し
、
逆
に
そ
う
い
う
人
た
ち
に
、
民
育

は
、
ひ
じ
ょ
う
に
重
要
な
、
今
後
ま
だ
ま
だ
い
る
ん
 
や
民
主
化
行
動
委
員
会
の
人
た
ち
は
今
後
ど
う
対
応

な
形
で
曲
折
を
経
験
す
る
よ
う
な
問
題
な
ん
だ
ろ
う
 
し
て
い
く
か
が
、
根
本
的
な
問
題
に
な
る
ん
じ
や
な

と
い
う
気
が
す
る
ん
で
す
ね
。
い
か
。
こ
う
い
う
む
ず
か
し
い
問
題
が
新
し
い
難
問

江
口
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
は
「
権
威
」
や
「
教
 
と
し
て
指
導
部
に
ふ
り
か
か
っ
て
く
る
と
私
は
み
て

条
」
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
そ
ら
い
う
こ
ん
と
ん
と
 
い
ま
す
。

し
た
現
実
に
と
り
組
ん
で
自
己
を
立
証
す
る
以
外
に
 
吉
野
た
し
か
に
大
学
の
な
か
に
し
か
目
が
向
か

は
、
わ
れ
わ
れ
の
正
し
さ
を
主
張
で
き
な
い
と
い
う
、
な
い
、
権
力
に
目
が
向
か
な
い
と
い
う
要
素
も
あ
る

よ
う
な
心
構
え
の
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。
問
題
を
 
わ
け
で
す
ね
え
。
そ
れ
が
あ
れ
ば
、
た
し
か
に
い
ま
の

「
上
」
か
ら
考
え
て
、
自
己
の
主
義
や
党
派
の
正
当
全
体
の
権
刀
と
人
民
と
の
力
関
係
か
ら
い
っ
た
ら
、

／

性
を
主
張
し
よ
う
と
す
る
と
無
限
に
分
裂
が
続
く
と
 
や
っ
ぱ
り
こ
ん
ど
の
東
大
闘
争
と
い
う
の
は
大
き
な

思
う
し
、
日
本
の
学
生
運
動
も
若
い
人
た
ち
の
運
動
 
前
進
で
、
そ
の
力
関
係
を
大
き
く
変
え
る
一
歩
で
あ

で
あ
る
だ
け
に
、
こ
の
問
題
が
純
粋
な
か
た
ち
で
あ
 
る
と
い
う
評
価
が
で
き
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど

ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
・

も
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
大
学
な
ら
大
学
の
な

湯
島
も
う
ひ
と
つ
、
わ
た
し
は
ス
ト
解
除
後
の
 
か
だ
け
で
み
る
な
ら
ば
、
大
闘
争
を
や
っ
た
わ
り
に

思
想
状
況
で
、
東
大
で
い
え
ば
ク
ラ
ス
連
合
の
よ
う
 
は
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う

な
統
一
行
動
の
思
想
に
達
し
た
人
も
多
い
け
れ
ど
 
不
満
が
残
る
人
々
が
い
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

も
、
し
か
し
職
業
的
な
「
全
共
闘
」
支
持
派
は
い
ま
 
湯
島
ま
、
教
授
会
無
傷
論
…
・
：
・

も
い
る
わ
け
で
す
。
こ
の
人
た
ち
は
今
後
、
ア
ナ
ー
 
吉
野
そ
れ
も
一
つ
で
し
ょ
う
ね
。
そ
の
場
合
さ

キ
ズ
ム
、
サ
ン
ジ
カ
リ
ズ
ム
と
と
も
に
、
も
う
ひ
と
 
つ
き
言
わ
れ
て
い
た
欠
陥
と
関
連
す
る
ん
で
す
け

ど
、
そ
う
い
う
こ
と
を
感
じ
て
い
る
層
の
な
か
に

は
、
利
罰
湖
訓
剤
瑚
司
剰
創
周
到
圖
幽
割
罰
函
叫
司
州
祁
刈

即
酬
制
聞
聞
刎
刈
副
閏
四
阿
割
を
あ
ま
り
に
も
却
剖
州
誤

Ｉじてい
る
た
め
に
、
そ
こ
か
ら
先
に
目
が
帥
桐
州
即
旅

弔

リ

ー症
恥
耐
形
味
畦
恥
い
ぃ
叩
必
恥
恥
恥
伽
眼
恥
肱
腔
咋
し
脂
晦
う
人
叶
咋
昨
崎

ね
。
そ
の
人
た
ち
の
感
じ
て
い
る
切
実
さ
を
い
っ
た１ｌ

哉
剖
訓
沌
禰
訓
か
ど
う
か
の
ひ
と
つ
の
わ
か
れ
め
に
な

’

ｌ

る
。
そ
の
切
実
さ
を
自
分
た
ち
は
離
れ
た
と
こ
ろ

１

‐
‐
ｌ

Ｉ

ｌ

ｌ

Ｉ

Ｉ

Ⅱ

１

１

■

■

■

ｌ

■

Ⅱ

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

ｒ

‐
‐
Ｊ

１

｛

で
、
も
っ
と
視
野
が
広
く
な
け
れ
ば
い
け
な
い
ん

だ
州
則
珊
刈
掴
間
顕
囿
圃
函
睡
畷
四
四
四
四
個
個
図
画
圏
四
四

砿
昨
そ
の
い
た
ち
も
変
わ
っ
て
こ
な
い
だ
ろ
う
と
思

う
ん
で
す
。

湯
島
そ
の
問
題
が
つ
ま
り
、
昨
年
の
一
月
か
ら

二
月
に
か
け
て
の
闘
争
を
民
青
は
ど
う
し
て
い
た
ん

だ
と
い
う
ふ
う
に
い
わ
れ
、
ま
た
客
観
的
に
い
わ
れ

て
も
し
か
た
が
な
い
ゆ
え
ん
と
だ
ぶ
っ
て
く
る
。
そ

こ
ら
へ
ん
は
こ
れ
か
ら
だ
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
総
括
が

勝
っ
た
勝
っ
た
な
ん
て
こ
と
に
な
っ
た
り
す
る
と
、

何
年
か
前
に
も
ど
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

「
確
認
書
」
実
現
に
た
つ
契
機

佐
藤
そ
の
場
合
ね
、
「
確
認
書
」
に
つ
い
て
文

部
省
は
ナ
イ
ン
（
否
）
と
い
う
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す

画
面
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ね
。
そ
う
す
る
と
、
こ
こ
で
ま
た
一
般
の
学
生
も
「
確

認
書
」
の
内
容
を
実
現
さ
せ
る
ん
だ
と
い
う
よ
う
に

な
る
。
そ
の
契
機
は
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

湯
島
そ
れ
は
あ
り
ま
す
。

佐
藤
そ
こ
で
、
一
般
の
学
生
が
ほ
ん
と
う
の
民

主
化
闘
争
は
こ
こ
か
ら
ま
た
新
し
く
、
新
し
く
と
い

う
か
、
新
段
階
を
劃
し
た
う
え
で
ひ
ろ
げ
な
け
り
や

な
ら
な
い
ん
だ
と
い
う
ふ
う
に
ど
こ
ま
で
考
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
か
：
。
…
。
そ
う
す
れ
ば
は
っ
き
り
対

文
部
省
に
な
り
ま
す
ね
、
教
授
会
も
含
め
て
の
。

山
本
率
直
に
い
っ
て
、
こ
ん
な
に
長
く
つ
づ
く

と
思
わ
な
か
っ
た
し
、
こ
ん
な
に
大
き
く
な
る
と
は

思
わ
な
か
っ
た
。
い
ま
た
た
か
っ
て
い
る
東
大
闘
争

と
い
う
の
が
社
会
的
に
ど
う
い
う
意
味
を
も
っ
て
い

る
の
か
と
い
う
こ
と
、
日
本
の
学
生
運
動
史
上
未
曽

有
の
も
の
で
あ
る
こ
と
、
大
学
制
度
全
体
の
今
後
に

関
わ
っ
て
い
る
こ
と
、
こ
う
し
た
点
が
ひ
し
ひ
し
と

身
に
迫
っ
て
く
る
ま
で
に
は
、
そ
れ
な
り
の
具
体
的

行
動
が
必
要
と
さ
れ
た
。
い
ま
ま
で
の
学
生
運
動
の

さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
的
な
蓄
積
と
い
う
も
の
は
あ
っ
た

わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
早
大
闘
争
の
経
験
を
ど
う
生

か
し
て
い
け
ば
い
い
の
か
、
中
大
闘
争
の
経
験
を
ど

う
せ
生
か
し
て
い
く
の
か
と
い
う
さ
い
に
、
具
体
的

に
東
大
に
当
て
は
め
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
、
あ
る

意
味
で
は
き
わ
め
て
困
難
な
状
況
に
あ
っ
た
。

そ
れ
は
、
一
つ
に
は
東
大
が
国
立
大
学
で
あ
り
、
旧

帝
大
の
頂
点
と
し
て
特
殊
な
歴
史
的
位
置
に
あ
る
と

い
う
問
題
で
あ
り
、
い
ま
一
つ
は
、
闘
争
の
性
格
が
、

大
学
の
自
治
の
内
部
で
の
民
主
化
の
問
題
、
「
教
授

会
自
治
」
論
を
否
定
し
て
、
新
た
な
管
理
・
運
営
体

制
を
か
ち
と
っ
て
ゆ
く
と
い
う
問
題
か
ら
、
大
学
そ

の
も
の
を
ど
う
す
る
の
か
、
社
会
全
体
の
中
で
、
国

家
権
力
と
の
関
係
で
東
大
を
ど
う
民
主
的
に
変
革
し

て
ゆ
く
の
か
と
い
う
、
‐よ
り
普
遍
的
な
問
題
ま
で
深

化
し
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
，
さ
ら
に
い
え

ば
、
東
大
に
お
い
て
ト
ロ
ツ
キ
ス
ト
の
影
響
力
が
強

く
、
統
一
戦
線
の
問
題
、
民
主
運
動
の
原
則
の
問
題

で
の
極
め
て
激
烈
な
た
た
か
い
が
必
要
と
さ
れ
た
と

い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

日
本
の
学
生
運
動
史
上
で
い
ま
だ
か
っ
て
提
起
さ

れ
た
こ
と
の
な
か
っ
た
よ
う
な
問
題
が
、
あ
る
い

は
、
こ
れ
ま
で
提
起
さ
れ
て
き
た
問
題
が
集
約
さ
れ

て
ぼ
く
た
ち
の
た
た
か
っ
て
き
た
東
大
闘
争
の
な
か

に
は
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
が
い
ま
の
時
点
で

や
っ
と
わ
か
っ
て
き
た
と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
。
そ

の
際
に
、
十
一
月
に
出
た
日
本
共
産
党
の
大
学
政
策

が
、
僕
た
ち
の
た
た
か
い
を
進
め
て
ゆ
く
上
で
極
め

て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
い
う
こ
と
は
強
調
し

て
お
き
た
い
で
す
ね
。

そ
れ
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
一
般
学
生
、
中
間
層
が
、

こ
れ
か
ら
も
お
そ
ら
く
右
、
左
と
ゆ
れ
つ
つ
僕
た
ち

の
た
た
か
い
に
参
加
し
て
く
る
と
思
う
ん
で
す
が
、

そ
の
さ
い
に
、
七
学
部
団
交
で
か
ち
と
っ
た
「
確
認

書
」
、
あ
れ
を
ぼ
く
た
ち
は
「
基
本
的
な
成
果
」
と

位
置
づ
け
て
い
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
東
大
闘
争

の
成
果
と
い
う
も
の
を
、
政
府
、
文
部
省
の
攻
撃
、

な
い
し
は
独
占
資
本
、
権
力
と
の
関
係
、
あ
る
い
は

七
○
年
を
前
に
し
た
日
本
全
体
の
社
会
情
勢
の
な
か

で
位
置
づ
け
て
い
く
と
い
う
観
点
を
ぬ
き
に
し
て

「
成
果
」
を
語
っ
た
ら
、
つ
ま
り
大
学
当
局
と
ぼ
く

た
ち
と
の
関
係
だ
け
で
見
て
い
っ
た
ら
、
さ
っ
き
お

っ
し
ゃ
っ
た
「
変
わ
ら
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
い

う
意
識
が
う
ま
れ
て
く
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
痛

感
す
る
わ
け
で
す
。

僕
た
ち
の
た
た
か
い
に
た
い
し
て
お
そ
ら
く
政

府
、
文
部
省
は
あ
ら
ゆ
る
干
渉
介
入
を
く
わ
だ
て
て

く
る
と
思
い
ま
す
。
東
大
闘
争
は
、
明
確
に
民
主
勢

力
と
反
動
勢
力
の
激
烈
な
闘
い
の
焦
点
に
な
っ
て
く

る
と
思
い
ま
す
。
国
家
権
力
は
、
「
確
認
書
」
を
反
古

に
す
る
あ
ら
ゆ
る
口
実
を
作
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

学
生
の
中
で
は
全
く
孤
立
し
た
ト
ロ
ツ
キ
ス
ト
武
装

集
団
「
全
共
闘
」
を
徹
底
的
に
泳
が
せ
、
、
何
と
か
一

般
学
生
の
中
に
無
力
感
を
生
み
出
し
、
分
断
を
は
か

り
教
職
員
と
の
共
闘
を
困
難
に
し
よ
う
と
す
る
で
し

よ
湯
フ
。

4
，

、

々
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そ
の
時
に
、
僕
た
ち
は
、
「
確
認
書
」
を
武
器
と

し
て
、
こ
れ
を
よ
り
一
歩
前
進
さ
せ
、
全
学
連
や
全

民
主
勢
力
と
の
共
闘
を
徹
底
的
に
追
求
し
な
け
れ

ば
、
僕
た
ち
の
成
果
の
内
容
は
定
膳
仙
肱
肱
Ⅲ
肚
輻

【
‐
ｌ
ト
ト
ー
ｌ

い
ま
す
。
僕
た
ち
の
た
た
か
い
は
、
い
わ
ゆ
る
「
東

盆
副
朝
到
到
加
と
の
挫
謎
を
考
慈
群
ろ
を
湖
部
瑚
呵
１
副

声
和
知
切
和
瑚
禰
周
回
加
．
利
画
刈
副
畑
刈
訓
剴
釧
で
す
。
こ
こ
で

１
Ｍ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
肌
Ⅱ
日
日
日
 
ｌ
‐
Ｕ

町
御
イ
靭
纐
瓜
剖
割
測
刈
つ
ま
り
学
内
で
ｒ
朧
肋
叱

尺
い対

し
て
左
右
に
ゅ
伽
朧
吃
唯
一
般
岸
住
い
陸
棺
曠
を

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
１
 

１
‐‐Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ

い
か
に
共
闘
し
、
七
○
年
と
の
関
係
で
、
ト
ロ
ッ
キ

■
■
■
■
■
■
■
８
０
０
１
１
１
１
１
‐■
■
■
■
■
『

ｌストをど
こ
ま
で
徹
底
的
に
孤
立
さ
せ
る
こ
と
が
で

●
■
■
■
■
■
ｒ
ｌ
‐■
■
■
■
▼

き
る
か
、
こ
れ
が
、
今
後
の
全
体
の
闘
い
の
カ
ギ
に

な
る
で
し
ょ
シ
フ
。

東
大
闘
争
と
教
官

宮
田
学
生
自
身
の
問
題
は
そ
れ
で
お
く
と
し

て
、
教
官
の
方
の
問
題
な
ん
で
す
が
、
非
常
事
態
だ

・

凸

か
ら
と
い
う
ん
で
認
め
ら
れ
て
い
る
中
央
集
権
的
な

執
行
部
と
い
う
も
の
が
、
既
成
事
実
化
さ
れ
て
し
ま

う
心
配
が
あ
る
わ
け
で
す
。
工
学
部
で
は
と
く
に
そ

う
で
し
ょ
う
が
教
官
の
あ
い
だ
に
政
治
的
に
無
色
だ

か
ら
と
い
う
ん
で
、
ど
ん
な
研
究
を
や
っ
て
も
支
配

体
制
の
方
に
加
担
し
て
い
な
い
の
だ
と
い
う
、
そ
う
っ
ち
か
が
出
て
く
る
わ
け
で

い
う
意
識
を
も
つ
先
生
が
多
か
っ
た
と
思
う
。
そ
う
生
と
い
わ
ず
教
官
と
い
わ
ず

『
１
１
‐ｌ
‐ 

‐‐‐Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
■
■
■
■
■
■
Ｉ
■

い
う
先
生
方
に
た
い
し
い
か
に
削
割
却
劉
哩
湖
湖
凶
制
剰

酎
却
の
実
情
で
は
だ
瑚
州
河
岬
制
切
削
Ⅶ
訓
懲
四
週
割
麹
劉

そ
れ
に
今
一
つ
の
問
題４

と
し
て
い
か
に
教
織
割
刎
自
治
凸
刺
引
も
の
を
確
立

恥
可
１
副
主
主
義
勢
力
の
力
を
増
大
さ
せ
て
１
剖
司

曵
川
脚
到
冊
職
員
と
と
も
に
大
学
⑳
卸
治
剖
剃
刮
副
州

如
即
副
刎
訓
繩
１
釧
州
釧
州
剖
叫
司
伊
側
面
鋼
珈
到
‐

ｎ
列
副
副
回
鯏
訓
出
割
柵
副
翔
到
訓
則
知
軸
剛
Ⅷ
訓
抽

を
い
か
に
や
っ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
も
、
ひ
じ
ょ

列
回
旧
和
訓
刺
詞
劉
詞
判
珂
副
靹
副
う
ん
で
す
。

湯
島
新
聞
な
ど
の
「
ノ
ン
・
ポ
リ
学
生
」
式
な

一
般
学
生
へ
の
評
価
は
ど
れ
を
み
て
も
、
学
生
の
こ

と
と
い
う
よ
り
は
教
官
層
の
こ
と
そ
っ
く
り
で
あ
っ

て
、
ぼ
く
は
不
思
議
な
気
が
す
る
ん
だ
。

佐
藤
い
や
、
ま
っ
た
く
同
感
だ
な
。
（
笑
い
）

江
口
そ
の
点
で
は
わ
れ
わ
れ
教
官
層
の
意
識
に

も
こ
の
一
年
、
そ
う
と
う
大
き
な
変
化
が
あ
っ
て
、

（
笑
い
）
一
例
を
あ
げ
る
と
「
大
衆
団
交
」
「
全
学

集
会
」
な
ど
と
い
う
言
葉
の
意
味
の
理
解
は
大
き
く

変
わ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
。

湯
島
す
す
ん
だ
内
容
を
も
つ
「
確
認
書
」
に
も

し
か
し
、
矛
盾
が
相
対
的
に
含
ま
れ
て
い
る
わ
け
で

す
か
ら
、
そ
れ
を
自
分
の
顔
に
照
ら
し
て
み
る
と
ど

掴
州
甥
剰
詞
函
却
理
瑚
刈
郡
訓
加
州
釦
う
か
刎
副
則
麺
却
叫
刷
剥
矧
剛
剛

閏
ぱ
な
っ
て
き
ま
す
ね
。

江
口
文
学
部
の
処
分
の
問
題
な
ん
て
、
去
年
の

は
じ
め
だ
っ
た
ら
、
こ
の
よ
う
な
本
質
的
な
問
題
と

し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
な
ど
と
考
え
た
人
は
ほ

と
ん
ど
な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
ね
。

吉
野
そ
う
い
う
点
で
ね
、
わ
た
し
は
さ
っ
き
あ

ん
な
ふ
う
に
い
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
「
確
認
書
」

の
意
味
と
い
う
の
は
け
っ
し
て
評
価
し
な
い
わ
け
じ

ゃ
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
だ
い
た
い
、
わ
れ
わ
れ
が
学

生
時
代
に
学
部
共
通
細
則
反
対
な
ん
て
い
っ
た
り
、

そ
れ
か
ら
自
治
会
の
中
央
委
員
会
を
交
渉
団
体
と
し

て
認
め
ろ
な
ど
と
主
張
し
て
い
た
こ
と
が
、
卒
業
し

て
十
何
年
た
っ
て
、
よ
う
や
く
通
っ
た
よ
う
な
も
の

な
ん
で
す
か
ら
ね
。
そ
れ
は
そ
れ
だ
け
で
も
た
い
へ

ん
な
も
の
だ
っ
て
こ
と
は
わ
か
る
わ
け
で
す
、
権
力

と
の
問
題
だ
け
で
な
く
て
ね
。
そ
れ
だ
け
変
え
る
ん

だ
っ
て
た
い
へ
れ
ぃ
脹
鴫
鵬
曄
い
咋
唯
い
い
』
脚
脚
脚
圏
羽
‐

っ
た
と
い
う
こ
と
は
や
は
り
、
今
後
、
い
ろ
ん
な
問
題

ｌで変わっ
て
い
く
ひ
と
訓
利
劉
利
訓
訓
到
耐
抑
、
梱
Ⅷ
釦
州
砠

駒
淵
宙
到
邦
副
出
矧
出
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

司
会
お
い
そ
が
し
い
と
こ
ろ
を
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
（
一
月
十
三
日
）

ｆ
轡
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’
１

一
九
六
九
年
度
文
学
作
品
募
集

日
本
共
産
党
は
、
一
九
六
八
年
度
か
ら
、
全
党
的
な
事
業
と
し
て
、
毎
年
一

回
文
学
作
品
募
集
を
は
じ
め
ま
し
た
。
本
年
度
の
応
募
作
品
に
つ
い
て
の
選

考
結
果
と
佳
作
作
品
（
入
選
作
品
は
各
部
門
と
も
な
し
）
は
、
す
で
に
「
赤
旗
」

や
「
文
化
評
論
」
に
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
一
九
六
九
年
度
は
、
新
た
に

「
赤
旗
」
連
載
小
説
の
募
集
も
ふ
く
め
て
、
左
記
の
規
定
で
お
こ
な
い
ま
す
。

安
保
条
約
の
「
固
定
期
限
終
了
」
期
で
あ
る
一
九
七
○
年
を
ま
え
に
し

た
、
と
く
に
最
近
十
年
の
党
と
民
主
勢
力
の
前
進
は
、
民
主
主
義
文
学
の
読

者
層
を
大
き
く
ひ
ろ
げ
て
い
ま
す
。
多
く
の
読
者
は
退
廃
的
、
反
動
的
な
文

化
の
は
ん
ら
ん
す
る
も
と
で
、
そ
れ
を
圧
倒
す
る
迫
力
を
も
っ
た
日
本
文
学

の
民
主
的
発
展
を
強
く
の
ぞ
ん
で
い
ま
す
。
労
働
者
階
級
の
立
場
に
立
つ
革

命
的
民
主
主
義
文
学
の
新
し
い
才
能
が
育
つ
可
能
性
が
今
日
ほ
ど
大
き
く
な

っ
て
い
る
時
代
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
日
の
時
代
を
ど
の
よ
う
に
生
き
る
べ
き

か
に
つ
い
て
の
自
覚
を
う
な
が
す
、
情
感
に
あ
ふ
れ
た
、
新
し
い
作
品
を
人

民
の
生
活
と
た
た
か
い
の
な
か
か
ら
生
み
だ
す
こ
と
は
、
党
と
民
主
勢
力
の

今
日
的
課
題
の
一
つ
で
す
。
多
く
の
人
び
と
が
、
こ
の
文
学
作
品
募
集
に
ふ

る
っ
て
応
募
さ
れ
る
よ
う
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

応
 
募
 
規
 
定

一
、
募
集
部
門
「
赤
旗
」
連
載
小
説
Ⅱ
五
十
回
分
以
上
。
一
回
分
を
四
百

字
詰
三
枚
半
に
ま
と
め
る
こ
と
。
長
編
小
説
Ⅱ
四
百
字
詰
三
百
枚
以
上
。

短
編
小
説
Ⅱ
四
百
字
詰
約
三
十
枚
か
ら
百
枚
以
内
。
文
芸
評
論
Ⅱ
四
百
字

詰
約
五
十
枚
か
ら
百
枚
以
内
。
戯
曲
Ⅱ
枚
数
を
問
わ
な
い
。
詩
Ⅱ
五
編
以

内
。
行
数
を
問
わ
な
い
。
短
歌
Ⅱ
二
十
首
以
上
三
十
首
以
内
。
俳
句
Ⅱ
二

十
句
以
上
三
十
句
以
内
。

二
、
締
切
り
は
一
九
六
九
年
七
月
十
五
日
。
「
赤
旗
」
連
載
小
説
だ
け
は
九

月
末
日
と
す
る
。

三
、
選
考
は
、
中
央
機
関
紙
編
集
委
員
会
お
よ
び
「
文
化
評
論
」
編
集
委
員

会
の
責
任
に
お
い
て
お
こ
な
い
、
各
部
門
に
つ
い
て
入
選
作
品
一
編
、
お

よ
び
選
外
佳
作
作
品
若
干
を
決
定
す
る
。

四
、
入
選
発
表
は
一
九
六
九
年
十
月
初
旬
の
「
赤
旗
」
お
よ
び
「
赤
旗
」
日
曜

版
紙
上
。
「
赤
旗
」
連
載
小
説
だ
け
は
十
二
月
初
旬
「
赤
旗
」
お
よ
び
「
赤

旗
」
日
曜
版
紙
上
。
作
品
は
、
「
赤
旗
」
ま
た
は
「
文
化
評
論
」
に
掲
載
。

五
、
入
選
者
に
は
、
賞
状
お
よ
び
副
賞
（
原
稿
料
に
相
当
す
る
賞
金
）
を
贈

呈
す
る
。

六
、
応
募
資
格
は
と
く
に
な
い
。
た
だ
応
募
す
る
作
品
は
、
サ
ー
ク
ル
誌
、

同
人
誌
な
ど
を
ふ
く
み
ど
こ
に
も
発
表
し
た
こ
と
の
な
い
も
の
に
か
ぎ

る
。
ま
た
、
入
選
発
表
ま
で
に
応
募
作
品
を
他
に
発
表
し
た
ば
あ
い
は
失

格
す
る
こ
と
が
あ
る
。

七
、
応
募
作
品
は
返
却
し
な
い
の
で
、
必
要
な
ぱ
あ
い
は
写
し
を
と
っ
て
お

ノ
、
こ
と
。

八
、
応
募
作
品
に
は
、
住
所
、
氏
名
、
性
別
お
よ
び
年
齢
を
明
記
し
、
か
な

ら
ず
作
者
の
略
歴
を
そ
え
る
こ
と
・
発
表
の
さ
い
の
パ
ン
ネ
ー
ム
は
自
由
。

九
、
原
稿
の
送
り
先
は
、
東
京
都
渋
谷
区
千
駄
ケ
谷
四
ノ
ー
六
ノ
セ
（
郵
便

番
号
一
五
二
 
赤
旗
編
集
局
ま
た
は
、
「
文
化
評
論
」
編
集
部
あ
て
（
「
一

九
六
九
年
度
文
学
作
品
応
募
原
稿
」
と
朱
書
の
こ
と
）
。

十
、
作
品
の
版
権
は
日
本
共
産
党
中
央
委
員
会
出
版
局
に
属
す
る
。

一
九
六
八
年
十
二
月
二
十
一
日

日
本
共
産
党
中
央
機
関
紙
編
集
委
員
会

「
文
 
化
 
評
 
論
」
 
編
 
集
 
委
 
員
 
会

ｊ

、

○

凸

、
、
壬

、
タ
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